
ＩＣＴを活用した学習活動の充実に関する研究（２年次） 

―教員のＩＣＴ活用指導力の充実に資する実践事例集の作成を通して― 

【２年研究】 

【研究の概要】 

学習指導要領では、情報活用能力を「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け、教科等横断的

にその育成を図るとともに、学校のＩＣＴ環境の整備と、ＩＣＴを活用した学習活動を充実するこ

とが示された。 

本研究は、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を行い、「教育の情報化に関する手

引-追補版-」に示された「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」において、学習活動を充実さ

せ、児童生徒の資質・能力の育成に資することを目指すものである。 
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Ⅰ 研究主題 

ＩＣＴを活用した学習活動の充実に関する研究（２年次）【２年研究】 

－教員のＩＣＴ活用指導力の充実に資する実践事例集の作成を通して－ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

小学校、中学校、高等学校の新しい学習指導要領において、情報モラルを含む情報活用能力が学

習の基盤となる資質・能力として初めて位置付けられた。また、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善に関して、各教科等の指導に当たって配慮する事項として、情報活用能力の育成

を図るため、各学校において、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するた

めに必要な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図ることが挙げられた。この学

校における教育環境の整備と学習活動の充実に関しては、１人１台端末と、高速大容量の通信ネッ

トワークを一体的に整備することで、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる

教育環境を実現するＧＩＧＡスクール構想が進められている。 

このように学校のデジタル化が急速に進んでいる現状を踏まえ、県教育委員会は、岩手大学、岩

手県立大学と連携して令和２年度から、子供たちに基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得さ

せつつ、研究指定校に設置した学習用コンピュータ等のＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深 

い学び」を実践・実証する「いわて学びの改革研究事業」を行っている。また、県内市町村教育委

員会は、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた環境整備を推進しており、県内各学校への段階的な

ＩＣＴ機器の導入が実現する見通しとなっている。今後は、整備された環境の下で児童生徒一人 

一人が、ＩＣＴを学習の手段として効果的に活用しながら、自らの学習活動を進められるように、

県教育委員会、市町村教育委員会、学校等、関係者が連携して学習におけるＩＣＴ活用の充実に取

り組んでいかなければならない。 

ＩＣＴを活用した学習指導については、文部科学省が、新学習指導要領の下で、教育の情報化が

一層進展するよう、教員による指導をはじめ、学校・教育委員会に具体的な取組の参考にしてもら

うため、新しい「教育の情報化に関する手引」を作成（追補版を含む）したほか、既に全国から多

くの実践が報告されている。今後、県内の環境整備に応じてＩＣＴを活用した学習指導の実践を速

やかに普及させていく上で、これらの先行実践は、教員にとって極めて有効な参考資料となる。そ

のため、これまでの実践を精査して、本県の児童生徒の実態やＩＣＴ環境に適する具体例を学習場

面ごとに抽出・分類し、ＩＣＴを活用した学習指導を実践しようとする教員が、容易に授業を構想

できるようにすることが必要である。 

そこで、本研究では、「教育の情報化に関する手引」などこれまでに公表されている豊富な実践

を基にＩＣＴを効果的に活用した学習場面ごとの実践事例集を作成し、各学校における教育活動や

研修に役立てることにより教員のＩＣＴ活用指導力の充実を図り、資質・能力を育成する主体的・

対話的で深い学びを実現する授業改善に資することを目指す。 

 

Ⅲ 研究の目的   

ＩＣＴを活用した学習指導を構想する際に参考となる実践事例集を作成し、各学校における教育 

活動や研修に役立てることにより教員のＩＣＴ活用指導力の充実を図り、資質・能力を育成する主 

体的・対話的で深い学びを実現する授業改善に資する。 

 

Ⅳ 研究の目標 

これまで公表されている豊富な実践を学習場面ごとに抽出・分類し、研究協力校において、実践 

実証した事例による実践事例集を作成する。作成に当たっては、教員のＩＣＴ活用指導力の充実と 

児童生徒一人一人がＩＣＴを学習の手段として活用することによる学習活動の充実を目指す。 
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Ⅴ 研究の見通し 

１ 研究の基本的な進め方 

（１）本県の児童生徒の実態とＩＣＴ環境に適する先行実践を抽出・分類して、学習場面ごとにま

とめる。 

（２）各校種、各教科等で、ＩＣＴを効果的に活用した授業実践を行う。

（３）授業実践の結果をまとめ、実践事例集を作成する。

２ 研究の推進日程  

月 研究に関する会議等 主な内容 

令和２年度 12 令和３年度研究担当者会議 総論の確認 

１ 研究計画の作成開始 

２ 県教育研究発表会 

３ 研究計画検討会 

令和３年度 ４ 教育研究法研修会① 

５ 研究検討会① 

６ １年次授業実践の開始 １年次授業実践の開始 

７ 教育研究法研修会② 

８ 

９ 研究検討会② 

10 教育研究法研修会③ 

11 研究成果物等の許諾申請 

12 研究検討会③ 

１ 研究検討会④ 

２ 県教育研究発表会 

実践事例発表 

１年次研究報告書公開 

１年次実践事例集公開 

３ 研究計画検討会 

令和４年度 ４ 教育研究法研修会① 

５ 研究検討会① 

６ ２年次授業実践の開始 ２年次授業実践の開始 

７ 教育研究法研修会② 

８ 

９ 研究検討会② １年次実践事例等の普及事業 

10 教育研究法研修会③ （提案授業、研修講座等） 

11 研究成果物等の許諾申請 

12 研究検討会③ 

１ 研究検討会④ 

２ 県教育研究発表会 

実践事例発表 

実践事例集発行 

１、２年次研究報告書公開 

１、２年次実践事例集公開 
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Ⅵ 研究構想 

１ 研究に関する項目についての基本的な考え方 

（１）育成を目指す資質・能力 

令和元年度以降、小・中・高と順次全面実施となる新しい学習指導要領では、育成を目指す 

資質・能力が三つの柱で再整理された（図１）。 

図１ 「育成すべき資質・能力の三つの柱」（出典：文部科学省ウェブサイト） 

育成すべき資質・能力とは、言い換えれば「何ができるようになるか」ということであり、

これを確実に育成するためには、学習内容である「何を学ぶか」について「どのように学ぶか」

を質的に改善することが必要である。「小学校学習指導要領解説 総則編（2017）」では、「どの

ように学ぶか」に当たる「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に関して、「主

体的・対話的で深い学びは、必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではなく、

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、例えば、主体的に学習に取り組めるよう学

習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面を

どこに設定するか、対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定す

るか、学びの深まりをつくりだすために、児童が考える場面と教師が教える場面をどのように

組み立てるか、といった観点で授業改善を進めることが重要となる」と示しており、各教科等

における学習過程の重要性について述べている。 

このことを踏まえ、本研究では、「どのように学ぶか」を質的に改善し、児童生徒に資質・能

力を確実に育成するために、「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」（「教育の情報化に関

する手引-追補版-」文部科学省 令和２年６月）に示された学習場面においてＩＣＴを活用し

た授業実践を行う。児童生徒や教師が学習場面ごとに扱う情報は、社会のデジタル化が進むに

つれて増大・多様化しており、児童生徒が自分の考えを整理したり、共有して考えを深めたり

することによって自らの課題を解決するためには、それらの情報を効率的に処理する必要があ
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る。また、教師が分かりやすい授業を行うためには、学習内容を精査して必要な情報を児童生

徒に伝えたり、協働学習を可能にする環境を整えたりすることが欠かせない。ＩＣＴのもつ機

能はこれらの課題を解決するのに有効な手段となるものであり、学習活動を充実させるための

活用の在り方を実践的に明らかにする。 

（２）資質・能力を育成するための「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」 

新学習指導要領総則編のなかで、授業改善の三つの視点が資料１のように説明されている。 

資料１ 「主体的・対話的で深い学びとは」（引用：小・中・高等学校学習指導要領 総則編 文部科学省） 

 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の具体的な内容については、中央教育審

議会答申において、以下の三つの視点に立った授業改善を行うことが示されている。教科等の

特質を踏まえ、具体的な学習内容や児童の状況等に応じて、これらの視点の具体的な内容を手

掛かりに、質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわ

たって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められている。 

①学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを

もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が

実現できているかという視点。

②子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を

通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。

③習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を

働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成

したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向

かう「深い学び」が実現できているかという視点。

また、「主体的・対話的で深い学びとは（答申）」（文部科学省 2016）では「主体的・対話的で 

深い学び」について、「まず学習する子供の視点に立ち、教育課程全体や各教科等の学びを通じて

『何ができるようになるのか』という観点から、育成を目指す資質・能力を整理する必要がある。 

その上で、整理された資質・能力を育成するために『何を学ぶか』という、必要な指導内容等を

検討し、その内容を『どのように学ぶか』という、子供たちの具体的な学びの姿を考えながら構

成していく必要がある」と述べている。つまり、「主体的・対話的で深い学び」とは、子供たちの

学びの姿を具体的に示したものといえる。「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の三つの

視点は、相互に関連し合うものである。そのため、教師が授業改善を実現するには、一つの視点

からのみ育成したい子供の姿を考えるのではなく、常に三つの視点に照らし合わせながら指導を

振り返り、子供たちを指導・支援していくことが大切である。 

本研究では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、児童生徒が自ら問題を発見し、解 

決するまでのプロセスを通して資質・能力を養う問題解決的な授業実践を行う。その際、ＩＣＴ

を効果的に活用することで、資質・能力を育成するための「主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善」を具現化できるようにする。 

（３）授業改善を実現するためのＩＣＴの特長と授業におけるＩＣＴの活用場面 

学びのイノベーション事業実証研究報告書（文部科学省 2016）では、ＩＣＴを活用した教育

の効果について検証し、適切な学習場面で、効果的にＩＣＴを活用することによって、学習効果

が得られることを既に実証している。 

また、「各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用について」では、授業改善につなげるＩ

ＣＴの活用について、次のように述べている。 
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資料２ 「各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用について p.２」（文部科学省 2020） 下線は筆者 

学習指導要領に基づき、資質・能力の三つの柱をバランスよく育成するため、子供や学校等

の実態に応じ、各教科等の特質や学習過程を踏まえて、教材・教具や学習ツールの一つとして

ＩＣＴを積極的に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげること

が重要。 

ＩＣＴはあくまでも「教材・教具や学習ツールの一つ」であり、その使用自体を目的とするものでは

ない。操作等を含む、情報活用能力の育成も極めて重要ではあるが、各教科等でＩＣＴを活用する際の

目的は、各教科等の内容の理解を深めるためである。 

「教育の情報化に関する手引-追補版-」（文部科学省 令和２年６月）では、学びのイノベーション事業

等の実践研究をもとに、ＩＣＴを活用した学習場面を類型化し、10 の分類例に整理している（図２）。

授業者は、児童生徒が各教科等の「見方・考え方」を働かせる必要がある学習場面を設定し、児童生徒、

あるいは教師が効果的にＩＣＴを活用し、授業改善を実現することができるような授業実践を行う。 

図２ 「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」 

（出典：教育の情報化に関する手引-追補版- 文部科学省 令和２年６月） 

また、文部科学省の、効果的なＩＣＴ活用検討チームは、「次期学習指導要領で求められる資質・

能力とＩＣＴの活用について」（2017）の中で、「教育用コンピュータは様々な場面で学習を支えて

いる。それは、従来はあまり行われてこなかった学習を可能にしたり、行われていたとしても効率が

悪かった学習を円滑に行えるようにして試行錯誤を促したり、一人一人が確実に学習を進めることを

保証するというような意味である」と述べている。同チームは、「教育用コンピュータ（タブレット

ＰＣ）でできること」として、教育用コンピュータの活用の仕方や、活用することの利点について示

している。これらの内容は、ＩＣＴを効果的に活用した授業実践において手掛かりとなるものである

（表１）。 

本研究では表１を参考に、これまでの学習をより効率的・効果的に実践するための、ＩＣＴの実践

事例を示す。 
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 表１ 「次期学習指導要領で求められる資質・能力とＩＣＴの活用について（教育用コンピュータでできること）」 

（文部科学省 2017 年３月）より抜粋。表作成は筆者。 

教育用コンピュータ（タブレットＰＣ）の活用の仕方 

活用の方法 活用することの利点等 学習場面 

個別のドリル学習 ・計算練習や漢字練習、単語練習などは、問題に解答すれば即

座に採点することができる。自動採点が可能。

・フラッシュカード型の教材を配布し、各学習者が繰り返し練

習することで知識の定着を図る。

・印刷をする必要がなく、一瞬で全員に配布することができる

ため、時間を効率的に使うことができる。

Ｂ 個別学習 

試行錯誤する ・一台で多様なデジタル教材を活用することができる。

・ＩＣＴを活用する度に、コンピュータ室へ行き来する必要が

なくなる。

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

写真撮影する ・カメラ機能を用いて、観察したものを撮影し、教室で再現す

ることができる。

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

念入りに見る ・画面を拡大することで、写真や画像資料の細部を念入りに見

ることができる。

・一人ひとりが撮影した写真を詳しく観察して、学び直すこと

ができる。

Ａ 一斉学習 

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

録音・録画と再視聴 ・英語の発音や詩の朗読などを自分で録音し、それを自分で聞

いて振り返り、改善する。

・実験の様子を録画して、後で再視聴しながら現象を詳しく観

察し直す。

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

調べる ・インターネット等を利用し、すべての学習者が自分に必要な

情報を閲覧することができる。

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

分析する ・調べ学習で集めた情報を基に、数値の観測データを表に整理

したり、グラフ化して傾向を見つけたりするなど、整理して

分析する。

・大量のデータを扱ったり、様々なグラフ表現を試したりする

ことができる。

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

考える ・これまで付箋紙などで行ってきた学習活動を、シンキング

ツール（思考ツール）を活用することで、より思考を促す。

・アイデアの書き消し、修正、移動が容易になる。

・共有場面で相互理解を図りやすい。

Ｂ 個別学習 

Ｃ 協働学習 

見せる ・自分の考えを人に伝えるときに、プレゼンの資料などを作成

して示しながら話すような学習を各所で同時に進行できる。

・学習者の発言量が増え、協働的な学習を進める土台となる。

Ｃ 協働学習 

共有・協働する ・互いの画面を送信しあって、アイデアを自分のものと組み合

わせたり、編集したりして活用できる。

・全員の画面を一覧にして表示することで、質疑・応答して考

えを深める授業も可能になる。

・学習者の発言を引き出しやすい。

Ｃ 協働学習 
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２ 取り入れる手立て 

（１）先行実践の参照

ＩＣＴを活用した学習活動を充実させる

ために、本研究の授業者が全国の先行実践 

等を参照しながら授業を構想することがで 

きるようにした。「教育の情報化に関する 

手引-追補版-」に示された授業における 

ＩＣＴの活用例や、全国のＩＣＴを活用し 

た学習指導の実践等から、岩手県の子供た 

ちの実態やＩＣＴ環境に合うものを抽出し、 

それらを「学校におけるＩＣＴを活用した 

学習場面」（図２）の 10の分類例に整理し、 

資料としてまとめた（資料３）。 

 授業者は資料（資料３）を基に、どのよ 

うなＩＣＴの活用の仕方があるのかを理解 

し、自分が授業の中で活用する際のイメー 

ジをもつことができるようにした。 

 また、当該の場面で例として挙げられた 

実践を行うに当たって、児童生徒に求めら 

れる情報活用能力を併記することによって、 

事前にどのような指導をしておくべきかを 

把握することができるようにした。 

（２）授業構想シートの活用

ＩＣＴは学習を充実させるためのツールである。授業者がそれらを有効に活用するためには、

前提として確かな単元構想と授業構想が必須であると考え、その手立てとして授業構想シート

（資料４）を作成した。このシートは、岩手県立総合教育センターが、平成 28年度、平成 29年

度の２年研究で行った、「資質・能力の『三つの柱』を総合的に育む授業の在り方に関する研究―

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して―」の成果物を参考にした。 

授業構想シートは２枚組で、１枚目には授業を行う単元全体についての構想を記述する。はじ

めからＩＣＴありきで単元を構想するのではなく、授業者はまず、育成すべき資質・能力を明確

にして、各教科等の見方・考え方を働かせ、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導はど

うあるべきかといった、授業の核になる部分を考える。単元を構成する要素を１枚の紙面にまと

めることで、それぞれの項目を行き来しながら構想することが容易になり、指導と評価の一体化

を図ることができる。 

授業構想シートの２枚目には、単元構想を基に本時の指導におけるＩＣＴを活用する学習場面

を設定し、子供たちの目指す姿を具体的に記述する。単元で育成する資質・能力などを明確にし

た上で本時の指導をデザインすることにより、ＩＣＴの活用が目的化することなく、教師がＩＣ

Ｔを活用して学習指導をしたり、児童生徒がＩＣＴを活用して学習を進めたりするよう指導する

など、教師のＩＣＴ活用指導力の高まりを目指す。 

資料３ 「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」の 

一つ（筆者作成） 

7



資料４ 「授業構想シート」 

 

 

単元の内容に合わせ、学習指導要領等に基づきな

がら、育成を目指す資質・能力を明確にする。 

単元の目標との整合を図り、単元の指導と

評価の計画に単元の評価規準を位置付ける。 

主体的な学びの実現に向けて 

実社会や実生活に関連した課題などを通じて

動機付けを行うことで学びへの興味と努力し続

ける意志を喚起するとともに、自らの学びを丁

寧に振り返る場面を設定する。 

対話的な学びの実現に向けて 

多様な方法で、多様な他者と対話し、思考を

広げ深める場面を意図的に設定する。 

深い学びの実現に向けて 

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各

教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせな

がら思考・判断・表現する場面を設定する。 

「情報活用能力の体系表例 令和元年度版」を

基に、単元の指導を通して児童生徒に育成する情

報活用能力を明確にし、どのようにＩＣＴを活用

するかをイメージできるようにする。 

単元の評価規準を、１時間ごとや単元のまとま

りに落とし込み、何について見取るのかを具体的

に示す。 

高等学校についても、令和４年度４月から新学

習指導要領に移行しているため、３観点での評価

規準を設定する。 
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 「教育の情報化に関する手引-追補版-」に示さ 

 れた、「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」  
から、本時でＩＣＴを活用する場面を太い枠で示

す。 

複数の場面で活用する際には、それぞれの場面 
 について同様に示す。 

「次期学習指導要領で求められる

資質・能力とＩＣＴの活用について」

に示された「教育用コンピュータで

できること」から、本時の指導で、コ

ンピュータをどのように活用するか

を明らかにする。

本時の指導で活用する IＣＴ機器を示す。 

「教育の情報化に関する手引」によれば、「児童生徒がＩＣＴを学習のツールのひとつとして使いこな

し、学習に必要とする情報を収集・選択したり、正しく理解したり、創造したり、分かりやすく表現・伝

達したりすることなどは、児童生徒にとって必要な能力である」としている。 

学習場面において、子供たちがＩＣＴを活用して学習に取り組んでいる姿を具体的にイメージして記述

する。これは、教員のＩＣＴ活用指導力を充実させるために欠かすことのできない要素であり、イメージ

した姿を具現化するために、授業者がＩＣＴの活用の仕方を考え、事前に準備をしたり指導をしたりする

ことにより、子供たちへのＩＣＴ活用を指導する力が向上すると考えられる。 

単元の構想で設定した、単元の目標や計画等を

考慮し、具体化しながら指導案を作成する。 

指導と評価の一体化がなされるよう、課題とま

とめ、評価規準に整合性をもたせながら記述する。 

指導上の留意点には、活用するＩＣＴ機器等と

活用の仕方も併せて明記する。授業者が学習指導

と関連付けながらＩＣＴの活用の仕方を設定する

ことにより、授業者の教材研究、指導の準備、評価

などにＩＣＴを活用する力や、授業にＩＣＴを活

用して指導する力の伸長が見込まれる。 
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３ 研究構想図 

児童生徒の資質・能力の育成 

「学習の基盤となる資質・能力」として位置付けられた 

情報モラルを含む情報活用能力 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に関して、 

各教科等の指導に当たって配慮する事項

情報手段を活用するために 

必要な環境を整える 

情報技術を適切に活用した 

学習活動の充実 

指導上の留意点 

１人１台端末 高速大容量通信ネットワーク 

ＩＣＴを活用した学習活動の充実 岩手の課題 

各学校で、教育活動や研修において活用 

岩手の児童生徒の実態、ＩＣＴ環境に即した実践事例集の作成 

児童生徒

ＩＣＴを活用した学習活動の充実 

課題解決の 

ための手立て 
先行実践の参照   授業構想シートの活用 

各校種、各教科等での、ＩＣＴを活用した授業実践 

１年次 
小学校 

理科 

小学校 

音楽科 

中学校 

国語科 

中学校 

技術・家庭 

高等学校 

理科生物基礎 

高等学校 

理科物理基礎 

高等学校 

商業科 

２年次 

小学校 

社会 

小学校 

知的障がい特別支援学級 

国語科・算数科 

小学校 

ＬＤ等通級指導教室 

自立活動 

中学校 

理科① 

中学校 

理科② 

中学校 

外国語科 

高等学校 

地理歴史科 

歴史総合 

高等学校 

理科 

化学基礎 

高等学校 

家庭科 

家庭基礎 

高等学校 

工業科 

工業情報数理 

教員 

ＩＣＴ活用指導力の充実 

10



Ⅶ 実践事例 

１ 小学校社会科における指導事例  対象学年：第６学年「幕府の政治と人々の暮らし」 

「我が国の歴史上の事象について、課題を追究したり解決したりする活動の充実に関する実践」 

２ 小学校知的障がい特別支援学級 国語科・算数科における指導事例  

国語科：「みちあんないを しよう」   算数科：「かたちはかせに なろう」 

「知的障がいのある児童の学習において、思考の整理を促し、表現する活動の充実に関する実践」 

３ 小学校ＬＤ等通級指導教室 自立活動における指導事例  自立活動：「めざせ 音読名人！」 

  「自分の感覚や認知の特性について理解し、自分の得意な方法で読むことの困難を克服することに関する実践」 

４ 中学校理科における指導事例①  対象学年：第２学年「気象とその変化」 

「『気象とその変化』について、気象観測データを基に、分析・解釈する学習の充実に関する実践」 

５ 中学校理科における指導事例②  対象学年：第３学年「化学変化とイオン」 

「電極における変化を、イオンのモデルと関連付けて微視的に捉える学習の充実に関する実践」 

６ 中学校外国語科における指導事例  対象学年：第３学年「書くこと ウ」 

「中学校外国語科における領域統合型の言語活動の充実に関する実践」 

７ 高等学校地理歴史科 歴史総合における指導事例  

「Ｂ近代化と私たち （４）近代化と現代的な諸課題」 

「現代的な諸課題につながる近代化の歴史的事象への多面的・多角的考察の充実に関する実践」 

８ 高等学校理科 化学基礎における指導事例  

「（３）物質の変化とその利用 （ア）物質量と化学反応式」 

「データの分析・解釈における考察・推論の充実に関する実践」 

９ 高等学校家庭科 家庭基礎における指導事例  

「Ｂ衣食住の生活の自立と設計 （３）住生活と住環境」 

「ライフステージに応じた住居の機能性に配慮した学習の充実に関する実践」 

10 高等学校工業科 工業情報数理における指導事例  

「（３）プログラミングと工業に関する事象の数理処理 ウ 数理処理」 

「事象をモデル化してシミュレーションする数理処理の学習の充実に関する実践」
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小学校 第６学年 社会科 「幕府の政治と人々の暮らし」 

対象児童生徒 葛巻町立葛巻小学校 第６学年 １クラス（23名） 

使用ソフト等 Microsoft Teams、Google Jamboard、Microsoft Forms、PowerPoint、 

ロイロノート・スクール

端末環境 WindowsＰＣ Windowsタブレット 生徒機１人１台・教師機１台 

概要  本単元では、江戸幕府の政策について学習問題を設定し、それを追究・解決

する活動を行った。この活動を通して、歴史的事象の特色や意味を多角的に考

える力や考えたことを適切に説明する力の育成を目指し、以下の学習場面でＩ

ＣＴを活用した。 

１ 児童が自ら学習問題を発見する場面でのウェブ会議（Microsoft Teams）、

大型提示装置とPowerPointの活用 

２ 学習問題に対する予想や調査をクラス全体で共有する場面や学習問題を

解決する場面、単元の学習を振り返る場面でのGoogle Jamboard、ロイロノ

ート、Microsoft Formsの活用 

３ 授業終了後に学習内容の板書を記録するためのカメラ機能の活用 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020 年６月 文部科学省 「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省 
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単元の導入では、PowerPointを活用し、アニメーション機

能で帯グラフに動きをつける。これにより、数値を予想し

ながらグラフの内容を読み取り、児童自ら疑問を抱き、主

体的に学習問題を見いだすことができるようにする。 

展開では、同じくPowerPointを使用し、教科書に掲載され

ている資料を拡大提示し、クラス全員で確認する。学習問

題の解決に必要な部分に焦点を当てながら、資料がもつ意

味を考えながら学習を進めることができるようにする。 

単元の導入で見いだした学習問題に対する考えをまとめ

ることができるように、以下の三つを活用する。 

一つ目は、１単位時間ごとに板書をカメラ機能で撮影す

る。授業の中で板書できなかった部分は、指導者がWordで追

加し、編集したものをMicrosoft Teamsのクラウドファイル

に保存する。これにより、児童がいつでもクラウドファイル

にアクセスし、単元の学習内容を確認することができるよう

にする。 

二つ目は、１単位時間の終末でMicrosoft Formsを活用し、

学習問題を解決するための過程で感じたことや学んだ成果を

自身の言葉で記述する。その後、Excelで編集し一人一人に配

付できるよう個票にし、１単位時間や単元全体を通して学ん

だことを児童自身が自覚できるようにする。 

三つ目は、前述の板書記録や個票を見返し、学習内容を想起

しながら、ロイロノートのシンキングツール「くらげチャート」

を使って、単元の学習問題に対する考えをまとめる。その際、

まとめるためのキーワードはくらげの足になる部分に、学習問

題に対する考えはくらげの頭の部分に、自分の言葉で説明でき

るようにする。 

児童一人一人の意見をクラス全体で整理するために、

Google Jamboardで一つのスライドを共有し、共同編集機能で

個人の意見を記述した付箋を貼る。学習問題に対する予想や

歴史文化館の学芸員の方への質問、教科書で調べて分かった

ことなどを整理する場面で活用し、多くの意見を可視化しな

がら整理することができるようにする。また、整理する際は、

クラス全体で確認しながら行うことができるようにする。

博物館や資料館から離れた場所に学校がある場合でも、学習

資源を活用できるようにMicrosoft Teamsのウェブ会議を活用

し、学芸員の方と児童がリアルタイムに質疑応答できるように

する。また、単元の導入で身近な歴史を扱うことで、歴史学習

への興味関心を高めるきっかけにできるようにする。 

Ｃ２ 協働での意見整理 

Ｃ４ 学校の壁を越えた学習 

Ａ１ 教師による教材の提示 

Ｂ３ 思考を深める学習 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体６時間） 

時 ねらい 重点 記録 評価方法と【評価規準】 

１ 

本
時 

・鎌倉幕府、室町幕府と江戸幕府の期間
を比較し、江戸幕府が他の二つよりも
長いことに気付き、学習問題を見いだ
すことができるようにする。

 

・単元の学習問題について予想したり、何
を調べるのかを考えたりしながら単元
の学習に見通しをもつことができるよ
うにする。 

・大名行列が大名にとって大きな負担だ
ったことに気付くことができるように
する。

思 

 

態 

【思－①】〔発言・記述〕 
 三つの幕府が政治を行った年数を比較する
ことで問題を見いだしているかを確認する。 

 

【態－①】〔発言・記述〕 
大名や民衆を厳しく統制したことを予想し、

江戸幕府が行った様々な政策を調べる計画を
立て、解決の見通しをもっているかを確認す
る。 

２ ・大名たちが幕府から大きな負担をかけ
られても抵抗することができなかった
ことから学習問題を見いだすことがで
きるようにする。

・武家諸法度や大名の配置、幕府領と各地
の大名領の比較から調べたことを関連
付けて、幕府と大名がどのような関係に
なっていたのかを明らかにできるよう
にする。 

知 【知－①】〔記述〕 
 「抵抗しそうな大名を江戸から離して配置す
るなどの工夫や大名に対する法令（武家諸法
度）を定めたことで全国の大名を統制したこと
を理解しているか」を確認する。 

３ ・幕府への抵抗勢力は大名だけなのかを
考えることから民衆の統制について問
題を見いだすことができるようにする。 

・身分制について調べることで、江戸幕府
の人々に対する支配の仕組みを明らか
にできるようにする。 

思 【思－②】〔記述〕 
 「江戸時代の身分制について調べ、関連付け
たり総合したりして、江戸幕府の人々に対する
支配の仕組みを文章で説明しているか」を確認
する。 

４ ・幕府の外交政策の変化から鎖国政策に
ついて問題を見いだすことができるよ
うにする。

・鎖国の経緯を明らかにできるようにす
る。

知 【知－①】〔記述〕 
 「江戸幕府が外国との交流を絶った経緯を理
解しているか」を確認する。 

５ ・鎖国を行う上での弊害を考えることで、
鎖国下での外交について問題を見いだ
すことができるようにする。

・鎖国をすることによって、幕府の政策や
人々の生活にどのような影響が出るの
かを明らかにできるようにする。 

知 【知－①】〔記述〕 
 「鎖国下において一部の外交を続けることで
幕府が貿易や海外の情報を独占したことを理
解しているか」を確認する。 

６ 
 
 
 

・これまでの学習で身に付けた知識を関
連付けて文章にまとめ、江戸幕府が行っ
た様々な政策の意図を明らかにできる
ようにする。

・武士の政治が安定することで人々の生
活にどのような影響が出るのかを明ら
かにできるようにする。

 
 

知 

思 

 
 

○ 

○ 

 
 

【知－②】〔記述〕 
 「江戸幕府が行った様々な政策により武士に
よる政治が安定したことを理解しているか」を
確認する。 
【思－②】〔記述〕 
 江戸幕府の様々な政策を関連付けたり、総合
したりして、政策の意図を考え、文章で記述し
たり説明したりしているか」を確認する。 

単元の学習問題 

なぜ、江戸幕府は鎌倉幕府や室町幕府より長い期間続いたのだろうか。 

単元の学習問題のまとめ（例） 

江戸幕府が他の幕府よりも長く続いたのは、武士による政治を安定させるため（長く続けるため）

に、参勤交代や鎖国、身分制などの仕組みを整えたから。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第１時） 

本時の目標 江戸幕府が鎌倉幕府、室町幕府よりも長い期間続いたことに着目し、主体的に学習問題を見いだ

し、答えを予想し、どのようなことを調べれば解決できるか学習計画を立てることができる。 

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

導
入 

５ 
分 

１ 前時までの既習事項から学習問題を見い
だす。 

２ 単元の学習問題を把握する。 

■大型提示装置、プロジェクター、PowerPoint
教師による教材の提示［Ａ１］

・前時に扱った「江戸図屏風」を提示し、これから江戸幕府
が行った政策の学習に入ることを確認する。

・鎌倉幕府、室町幕府、江戸幕府の期間を比較し、それぞれ
の時代が続いた長さに着目できるようにし、学習問題につ
なげる。

◇江戸幕府が他の幕府よりも長く続いたことに着目し、問題
を見いだしているかを確認する。【思考・判断・表現】

展 
開 

30 
分 

３ 単元の学習問題について予想する。 

４ 課題解決のための見通しをもつ。 

５ 盛岡藩の大名行列について、どのような
政策だったのか学芸員の方にインタビュー
をする。 

６ 学芸員の方からの回答を整理する。 

・当て推量にならないように、伝聞や書籍、テレビなどから
得た情報を根拠に予想できるようにする。

・多様な考えを収集し、左に記載したような考えに焦点化す
る。 

・江戸幕府が行った政策と意図について教科書や資料集に
掲載されている資料を使って調べれば課題解決につなが
ることに気付くことができるようにする。

・どのような政策を行ったか知っていることはないかを問
い、出てこなかった場合には、教師側で大名行列を紹介す
る。

◇大名や民衆を厳しく統制したことを予想し、江戸幕府が行
った様々な政策を調べる計画を立て、解決の見通しをもっ
ているかを確認する。【態度】

■ウェブ会議（Microsoft Teams）、大型提示装置
学校の壁を越えた学習［Ｃ４］

・加賀藩（石川県）の大名行列の想像図から気付いたこと、
疑問に思うことを書き出すことができるようにする。

・盛岡藩（岩手県）では行われていなかったのかについて歴
史上の事象が身近な話題となるように配慮する。

・児童から出された気付きや疑問について学芸員の方から
説明してもらう（このような調べ学習もあることを伝え
る）。

・説明の様子を録画しておく。

・黒板にまとめ、授業終了後にタブレットのカメラ機能で板
書の内容を撮影する（学習記録として撮影することを児童
へ伝える）。 

・次時へのつなぎとして、大名にとって大きな負担だったこ
とは必ずクラス全体で確認する。 

終
末 

10 
分 

７ 本時の学習についての感想を書く。 

８ 次時への見通しをもつ。 

■タブレットＰＣ、Microsoft Teams、Microsoft Forms
思考を深める学習［Ｂ３］

・振り返りフォームに本時の学習の進め方について感想を
打ち込むことができるようにする。タイピングに自信のな
い児童へは、手書き用の学習シートを配付する（児童が選
択できるようにする）。

・本時で解決できなかった疑問を次時の学習問題に設定し
て解決していくことを伝える。

単元の学習問題 

なぜ、江戸幕府は鎌倉幕府や室町幕府より長い期間続いたのだろうか。 

（例）幕府の命令に従わなかったときには、

厳しい罰を与えるような決まりを作っ

たから。 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第１～６時） 
（１）単元や１単位時間の導入で学習問題を見いだす場面 
児童が主体的に学習問題を見いだすことができるようにす

るために、単元や１単位時間の導入において、指導者が
PowerPointで作成した資料をプロジェクターで投影し、クラ
ス全体で読み取りを行った。
単元の導入では、グラフ資料の読み取りを行った。時代の古

い順に表示し、年数が右側に伸びるようにグラフにアニメー
ションをつけ、三つの幕府が政治を行った年数を予想しなが
ら比較できるようにした（図１）。グラフが伸びる様子に、「も
っと伸びろ！」「もっといけ！」などの声が児童の中から自然と上がり、関心をもった様子がうかがえ
た。また、江戸幕府が他の幕府より明らかに長く続いたことを読み取り、「なぜ、長く続いたのか」とい
う疑問から学習問題につなげることができた。
第２時の導入では、第１時の最後に児童が抱いた新たな疑問を生かした学習問題を設定した（図２）。

児童が新たに抱いた疑問の根拠となる資料を提示し、その後、根拠と矛盾する資料を提示した。児童た
ちは、将軍に頭を下げている大勢の大名たちに気付き、なぜ、大名行列のような重い負担をかけられた
のに頭を下げているのだろうという疑問から学習問題を見いだすことができた（図３）。 

（２）１単位時間の展開で資料をクラス全体で確認する場面 
児童が設定した学習問題を解決するために、解決に必要な部分に

焦点を当てたり、資料がもつ意味を確認したりする際に教科書の資
料を拡大提示した。第６時では、学習問題に対する考えをまとめる前
段階として、教科書の年表資料を基に鎖国の経緯をクラス全体で確
認した（図４）。児童は、教科書の資料の意味を理解した上で、それ
ぞれの歴史的事象を関連付けたり、総合したりして学習問題に対す
る考えをMicrosoft Formsやロイロノートに記述した。 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ３ 思考を深める学習（第１～６時） 
第６時は、単元の導入で見いだした学習問題に

対する考えをまとめる時間とし、１単位時間ごと
に学習してきた歴史的事象を関連付けたり総合し
たりして江戸時代が始まった頃の社会の様子を考
え、文章で記述したり説明したりすることができ
るように、以下の三つを活用した。 
一つ目は、１単位時間ごとの学習の履歴を残す

ため、授業終了後に板書の内容をタブレットのカ
メラ機能で記録したことである。限られた授業時
間の中で板書できなかった部分は、指導者がWordで
追加し編集した（図５）。指導者がその板書記録を
Microsoft Teamsのクラウドファイルに１単位時間
ごとに保存することで、児童はいつでも学習した内
容を振り返ることができるため、ノートの代用とす
ることができた（図６）。児童の振り返りの中には、
「ノートにメモをするときは、追いつかない時があ
ったので最後のときに写真を撮って送ってくれて
いたのが便利だった」という記述があった。

図 

図６ クラウドファイルへの保存 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図１ 単元の導入で使用したグラフ

図５ 板書の記録 

図２ 児童の新たな疑問 

図３ 児童の新たな疑問の根拠となる資料（左）とそれに矛盾す
る資料（右） 

図４ 教科書の資料提示 
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二つ目は、授業で学んだことを児童が自覚できる
ようにするために、単元や１単位時間の終末に
Microsoft Formsを活用し、学んだことの振り返りを
記述したことである（図７）。その後、Microsoft 
Formsに入力したデータをダウンロードし、毎時間の
記録を個票にし、第６時と単元の学習がすべて終了
した時点で児童に配付した（図８）。第１時は、ウェ
ブ会議を活用しての授業が初めてということで、ウ
ェブ会議を体験してみての感想を記述した。児童の
感想からは、ほぼ全員が「分かりやすい。詳しい方か
ら話を聞くことができてたくさん学ぶことができ
た」や「もっともっと歴史の事に詳しくなりたいし興
味ももてた」という記述
が見られた。また、大名
行列の様子を学習した後
に「なぜ、そんなに人が
必要だったのか」や「な
ぜ、各地の大名を集めた
のか」等のような新たに
生じた疑問を記述する児
童も見られた。第２時以
降は、１単位時間の学習
問題に対する考えも併せ
て記述した。幕府が行った大名の支配に
ついて、「外様の地位の大名を遠くに配置
することで、参勤交代で費用がより多く
かかる中、不満が募り戦いを挑もうとし
ても、参勤交代の費用や妻や子供のこと
もあり、決まりに逆らうことができなか
った」のような記述が見られ、１単位時間
の児童の理解度を確認し、学習改善につ
なげる評価を行うための資料にすること
もできた。 
 三つ目は、第５時までに学んだ歴史的
事象を関連付けて説明するために、ロイ
ロノートのシンキングツール「くらげチ
ャート」を活用したことである（図９）。
様々なシンキングツールの中から、今回
は、自己の意見の根拠を明らかにし、理由
付けをする際に適したくらげチャートを
使用することにした。第６時の授業の前
半では、指導者主導で第５時までの学習を振り返り、学習問題のまとめにつながりそうな歴史的事象を
クラス全体で確認した。その後、児童それぞれが自身の意見の根拠となりそうな歴史的事象をキーワー
ド又は短文でくらげの足の部分に記述し、最後にくらげの
頭の部分に自己の意見の説明を記述することができた。児
童たちは、江戸幕府が長く続いた理由を説明しようと何度
も打ち込んだり消したりしながら、よりよいまとめになる
ように推敲していた。中には、カメラで記録した板書記録
を見て、第５時までに学習したことを振り返りながらチャ
ートに打ち込む児童も見られた（図10）。
以上の三つのことから、単元の導入で見いだした学習問

題に対する考えをまとめるために、１単位時間ごとの学習
の履歴を記録したデジタルの教材を用いたり、シンキング
ツールを活用したりして、思考を深める学習が実践できた
と考える。

図９ シンキングツールに記述された児童のまとめ

図８ 児童の記述（左）と児童に配付した個票（右） 

図７ Microsoft Forms の内容 

図10 学習記録を見る児童 
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【Ｃ 協働学習】 Ｃ２ 協働での意見整理（第１～５時） 

 学習問題の解決に向けて、予想し
たことや調べて分かったことをクラ
ス全体で共有するために、Google
Jamboardの共同編集機能を活用した
（図11）。自分の考えや調べて分かっ
たことを付箋で貼り出すと、他の児
童の画面にも同様の付箋が表示さ
れ、他の児童がどのような考えをも
っているか、一目で分かる機能であ
る。意見を整理しやすいように、名簿
番号を記載すること、なるべく短い
文にすること等、必要最小限の指示
を出した。また、自分の考えをもつこ
とができない児童については、他の
児童が出した考えと同じならば、同
じ内容を貼ってもよいことにした。
多くの児童がタイピングによる文字
入力で自分の考えをスムーズに貼り
出すことができており、教科書にあ
る本文や資料から学習問題の解決に
つながりそうな内容を多数発見する
ことができていた。最初は任意の場
所に自由に貼り出していたが、指導
者が何枚か整理する方法を実演する
と、児童は同じように整理し始め、単
元の後半には自分たちで付箋を動か
し、同様の意見をまとめる段階までできるようになった。 

【Ｃ 協働学習】 Ｃ４ 学校の壁を越えた学習（第１時） 

単元の導入では、ゲストティーチャーとして歴史文化
館の学芸員の方を招き、身近な地域の歴史から学習を開
始することにした（図12）。教科書の資料では、加賀藩（現：
石川県）の大名行列の資料が掲載されているが、盛岡藩
（現：岩手県）と八戸藩（現：青森県八戸市、葛巻町も八
戸藩領）について説明いただくことで、自分たちの地域に
も関係が深いことを学習するという意識をもたせたいと
考えた。今回の授業を行うにあたり、事前の打ち合わせを
１回行い、Microsoft Teamsへのゲスト招待を完了させて
おき、当日は、授業開始前にウェブ会議を立ち上げ、学芸
員の方がいつでも参加できるようにしておいた。 
第１時の授業の中で、児童たちは学習問題を解決する

際の方法として、教科書やインターネット検索を活用し
た調べ学習を真っ先に挙げた。しかし、本ＩＣＴ実践の授
業を行うに当たり、事前に教育センターと葛巻小学校と
の接続テストを行ったことを想起させると、児童たちは
オンラインによるウェブ会議が使えることに気付いた。
実際にウェブ会議を活用して歴史文化館の学芸員の方と
つながることが分かると児童の中から自然と歓声が上が
った。また、このような形式の授業では、児童が説明を聞
きメモを取るだけの受動的な授業になる可能性があるが、これを解消するために、インタビューの前に
教科書を参考にして質問内容を自分たちで考える時間を設定し、クラスの代表者が質問するようにした。
自分たちが抱いた疑問を解決しようと真剣に話を聞いている児童の様子が見られ、学校から離れた場所
にある学習資源を生かすことが、児童を主体的に学習に向かわせる上でいかに効果的であるかというこ
とが分かった。

図 12 学芸員の方とのウェブ会議の様子

図11 Google Jamboardの共同編集機能による意見整理 

※囲み線は、指導者
が授業後に追加
しものだが、並べ
替えは児童が行
った。 
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【学習の成果】 
１ 一斉学習について 
児童の問題意識を醸成した上での学習問題の設定 

PowerPointのアニメーション機能によって作成したグラフは、動きがあるので児童の興味関心を引

き出すことができると考える。また、視覚的に比較しやすく、三つの幕府の存続期間について正確に

理解していなくても、自然に疑問が生まれ、学習問題を見いだすことが可能になると考える。 

２ 個別学習について 
学んだことを活用したり自覚したりする活動の充実 

学習内容の板書をカメラ機能で記録することにより、授業後に板書の内容を編集したりクラウドフ

ァイルに保存したりすることが可能となった。第６時に行ったロイロノートでの「くらげチャート」

の作成では、板書の記録を確認しながら記述する児童の姿が見られ、学んだことをアウトプットしな

がら単元の学習問題に対する考えをまとめることができた。このことから、本単元の学習において何

をどのように学んだのかを自覚することができるようになったと考える。また、１単位時間ごとの振

り返りをデータ化したことで、児童の考えを可視化し学級全体で共有することが容易になった。第２

時以降の導入で学習問題を見いだす際、振り返りに記述された児童からの新たな疑問を生かすことに

よって児童の主体的な学びにつなげることができたと思う。さらに、今回の実践では実現できなかっ

たが、葛巻小学校は端末の持ち帰りを行っており、クラウドファイルに各家庭からアクセスすること

で、家庭学習等での活用が想定され、発展的な学習にもつながる可能性があると考える。 

３ 協働学習について 
（１）多様な意見を瞬時に共有できることの効果 

 指導者が児童を指名したり児童が自ら挙手したりして発言する場合とGoogle Jamboardの共同編集

機能を活用して意見を表明する場合とを比較すると、後者の方が多く自分の意見を表明できるように

なった。自分の席に座ったまま入力するだけで意見表明できるので、挙手によるものと比較して抵抗

感が少ないのではないかと考える。振り返りにも半数の児童が、「みんなの意見をすぐに見ることが

できてよかった」、「意見の交流が簡単になった」等のように記述しており、Google Jamboardの活用に

ついて肯定的な意見が多く、自分の考えを積極的に表明することができる授業が実践できた。また、

クラス全体の意見表明の様子を付箋によって可視化することで、他の児童の意見も容易に参考にする

ことができるようになった。これも多くの児童が意見表明できるようになった一因だと考える。

（２）学校から離れた場所にある学習資源の有効活用 

ウェブ会議を活用したことにより、現地に行くことでしか実現できなかった専門家へのインタビュ

ーを行うことができ、本単元の学習に向けた児童の興味関心を高めることができたと思う。また、教

科書や資料集には掲載されていない、歴史文化館所蔵の資料をMicrosoft Teamsの画面共有機能で提

示することができ、間接的ではあるが本物の資料に触れることができた。 

【指導上の留意点】 
（１）問題解決的な学習過程におけるウェブ会議の活用 

本実践では、ウェブ会議の経験がほとんどない児童が対象であったため、指導者からウェブ会議を

提案する方法をとったが、今後は児童が主体的に学習問題の解決に活用することができるようになる

と考える。事前の指導は必要だが、授業中の児童からの提案で指導者が外部の方につないだり、児童

が自ら繋いだりすることが可能になってくると考える。世の中で働く様々な方々から話を聞くことは、

人々の営みを学習する社会科にとって大変重要なことであり、これが学校にいながら可能になったこ

とは、ＩＣＴの活用なしでは実現しなかったことである。社会科にとどまらず総合的な学習の時間等、

教科等横断的な活用ができるようになると考える。 

（２）ＩＣＴ機器の日常的な使用について 

ＩＣＴを有効に活用するためには、児童が日常的にＩＣＴ機器を使用する環境が整わなければなら

ないと考える。実践校では、児童が日常的にタブレットを持ち歩いており、委員会やクラブ活動で活

用していたり、授業以外でも調べたいことがあるときは、自分でインターネットで検索したりしてい

た。日頃から手元に置いておき、いつでもＩＣＴ機器を活用できるような環境を作る必要があると思

う。 

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 
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小学校 知的障がい特別支援学級 国語 「みちあんないを しよう」 

対象児童生徒 盛岡市立向中野小学校 知的障がい特別支援学級 ７名 

使用ソフト等 授業支援ソフト（ロイロノート・スクール） 

Microsoft Teams 

端末環境 Windows タブレット（生徒機１人１台、教師機１台） 

概要 本単元では、知的障がいのある児童が、ＩＣＴを活用して、繰り返し

たり段階的に学習を進めたりすることを通して、自分に合った方法で表

現する力を育成することをねらいとした。そのために、以下の三つの学

習活動場面でＩＣＴを効果的に活用した。 

１ 単元の導入では、 Microsoft Teams で教室と廊下をつなぎ、児童

は指導者の道案内に従って、校舎内を歩く体験をした。 

２ 発表原稿を作る活動では、児童は、ロイロノートのカメラ機能で目

的地や目印になるものを撮影し、説明を加えながら道案内の発表原稿

を作成した。 

３ 発表の場面では、 Microsoft Teams で教室と廊下をつなぎ、双方

向のやりとりができるようにした。児童は、ロイロノートで作成した

原稿を教室で発表し、担任外の教員を交流学級まで道案内した。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020 年６月 文部科学省
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Ａ１ 教師による教材の提示 

第１時で児童は、指導者の道案内を聞きながら、校舎内を歩く体験をする。そのために、教室と廊

下を Microsoft Teams でつなぎ、双方向のやり取りができるようにする。教室では、道案内の様子を

視聴しながら、どんな道案内が分かりやすいか捉えることができるようにする。また、第６時で担任

外の教員を交流学級まで道案内をすることを伝え、単元の見通しをもつことができるようにする。 

第２時では、指導者の道案内を再生し、分かりやすい道案内に必要なことは何か考えることができ

るようにする。第２時以降も、道案内の体験を

振り返りながら発表原稿を作ることができる

ように、必要に応じて指導者の道案内を再視聴

しながら学習を進める。 

Ｂ１ 個に応じた学習 

道案内の発表原稿を作るために、まず、児童はロイロノートのカメラ機能を使って、通過する廊下

や階段、目印になる教室などの写真を撮る。次に、ロイロノートを使って、写真を並べ替えたり、カ

ードを挿入したりして、発表原稿を作る。カードは、手書きや文字入力、「まず」「次に」など順序を

表す言葉を書いた短冊を写真に撮るなど、個に応じた方法で作成する。また、写真やカードの枚数、

文章の長さは、個々に違ってよいことを伝え、自分に合った方法で発表原稿を作ったり、発表したり

できるようにする。 

Ｃ１ 発表や話合い 

発表の場面では、第１時と同様に、教室と廊下を Microsoft Teams で

つなぎ、双方向のやり取りができるようにする。児童は、発表原稿をも

とに道案内をし、担任外の教員は、児童の道案内を聞きながら、校舎内

を歩く。発表原稿は Microsoft Teams で共有し、発表者以外の児童も教

室でやり取りを視聴できるようにする。この発表は、担任外の教員が、

目的地にたどり着くことがねらいである。そのために、声の大きさや速

さ、間の取り方に気を付けるなど、個に応じて発表のめあてを示し、相

手意識をもつことができるようにする。
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２ 単元の指導と評価の計画（全体６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重
点 

記 
録 

評価規準・評価方法 

１ ・道案内を聞きながら、

校舎内を歩く。

・自分たちも、道案内を

するという課題をも

つ。 

・道案内を聞きながら、校舎

内を歩く体験を通して、道

案内に興味をもつことがで

きるようにする。

・単元の最後には、担任外の

教員に交流学級までの道案

内をすることを示し、単元

の見通しをもつことができ

るようにする。

態 【態度】〔行動観察〕 

道案内についてこれまでの

経験と結びつけて積極的に考

え、単元計画に沿って見通し

をもっているか確認する。 

２ ・「分かりやすい道案

内」を知る。 

・道案内する場所と目

印になるものを確か

める。

・前時の体験を振り返り、指

示語の使い方や目印になる

ものなどの視点を示し、相

手に「分かりやすい道案内」

を理解することができるよ

うにする。

知 【知・技】 

〔行動観察・発言・記述〕 

道案内をするために、必要

な事柄を選んでいるか確認す

る。 

３ ・目印になるものを撮

影しながら、道順を確

かめる。

・次時以降の資料になること

を伝え、右折や左折をする

場所や、目印になるものを

撮影できるようにする。

知 〇 【知・技】 

〔行動観察・写真の記録・発言〕 

目的地までの道順や、目印

になるものを理解しているか

確認する。 

４

・ 

５ 

本

時 

・道案内の内容を考え、

発表原稿を作る。

・「分かりやすい道案内」を示

したり撮影した写真を見た

りしながら、道順を想起す

ることができるようにする 

・話す事柄を整理しながら、

発表原稿を作ることができ

るようにする。

・発表方法を複数示し、自分

に合った方法を決めて、繰

り返し練習することができ

るようにする。

思 

・ 

態 

〇 【思・判・表①】〔記述・発言〕 

「分かりやすい道案内」や、

撮影した写真に基づいて、話

す事柄の順序を考えているか

確認する。 

【態度】〔行動観察〕 

課題に沿って練習しなが

ら、道案内の内容を考えてい

るか確認する。 

６ ・道案内の発表会をす

る。

・児童の道案内を聞きなが

ら、担任外の教員が校舎内

を歩くことを確認し、相手

意識をもって発表すること

ができるようにする。

思 【思・判・表②】 

〔行動観察・発言〕 

伝えたい事柄や相手に応じ

て、声の大きさや速さなどを

工夫しているか確認する。 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第１、２時） 

道案内に関する児童の実態は、道案内という言葉と大体の意味は理解しているものの、実際に誰かを

案内したり、案内されたりしたことはなかった。そこで、道案内に興味をもち、単元の見通しをもって

学習を進めることができるようにするため、児童は第１時に、指導者の道案内を聞きながら校舎内を歩

く体験をした。ここでは、 Microsoft Teams を利用して、指導者が道案内をする教室と児童が歩く廊下

をつなぎ、双方向のやりとりができるようにした（図１～２）。また、ホワイトボードにも投影し、教室

内で友達が歩く様子を見ることができるようにした。 

教師は、意図的に以下の三つのような道案内をした。 

① 「まず、教室を出て、右に曲がります。次の角を、左に曲がります。」のように、順序や方向がはっ

きり分かるような道案内

② 「あっちに行ってください。こっちに曲がります。」のように、指示が曖昧な道案内

③ 目的地にはたどり着くものの、遠回りをする道案内

児童は、実際に自分が体験したり、友達が歩く様子を見たりすることを通して、①は場所と進む方向

がはっきりしていて分かりやすい、②のように、「あっち」や「こっち」という言葉を使うと分からない、

③については、普段通っている道順と違う、普段通っている道順の方が近くて行きやすいなどと気付い

た。これらの活動を経て、第２時では、分かりやすい道案内に必要なこととして以下のようにまとめた。 

分かりやすい道案内 

・目印になるものを入れる

・出発地から目的地まで順番に話す

「まず」「次に」「そして」のような順序を表す言葉を入れるとよい

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図１ Microsoft Teams の画面 図２ 操作の説明を受けている様子 

児童の端末からの映像 指導者の端末からの映像 
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図３ 校舎内の写真を撮る様子 

図４ 写真の並べ替え 図５ 指で文字を書く 図６ キーボードで文字を入力する 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ１ 個に応じた学習 

児童は第３時に、目的地となる交流学級へ行くまでに、通過する廊

下や階段、目印になる教室など、発表原稿作りに必要な写真を撮る活

動をした。活動の前には、授業中に校舎内を歩く時の約束を確認し、

撮影は、交流学級が同じ方向にある児童をグループにして行った。ま

た、一人で校舎内を歩いたり撮影したりすることに不安があると指導

者が判断した児童は、高学年の児童とペアにした。ここでは、ロイロ

ノートのカメラ機能を使い、枚数は指定せずにどんどん撮りためてく

るように指示をした。ロイロノートでは、撮った写真を一つの画面で

見ることができるため、児童は、同じ写真を撮らないように確認しな

がら撮り続けた（図３）。 

図４～６は、第３時に撮りためた写真を使って、発表原稿を作って

いる場面である。児童はまず、撮った写真が、出発地である特別支援

学級から目的地の交流学級までの順番になっているかを確認し、必要

に応じて並べ替えた。次に、カードを作成して、写真と写真の間に入 

れる作業を行った。 

カードの作成は、文字を入力する児童、文字は入力せずに必要な情報をさらに写真に撮って原稿の一

部にする児童など、以下のように個に応じた内容で行った。 

発表原稿を作るに当たり、道順を考えたり、右、左、まっすぐ、曲がる、まず、次にといった言葉を

使ったりして道案内の文章を考えることは、抽象的なものを把握することであり、知的障がいのある児

童の学習上の特性からも、困難を要するものである。そのため、児童は写真があることで、順序を視覚

的に繰り返し捉えることができ、カードの作成においては、自分に合った方法や量で取り組んだ。また、

早く終わった児童は、画面を見ながら一人で発表の練習をしたり、ペアで聞き合ったりすることで、時

間いっぱい取り組んだ。 

文字で作成 

文字以外で作成 

指で文字を書く 

キーボードで文字を入力する ローマ字を使う

ひらがなを使う 

「まず」「次に」などと書かれた短冊の写真を撮る 

カ
ー
ド
の
作
成
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【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第６時） 

第１時で体験した道案内を再現するため、教室と廊下を Microsoft Teams でつなぎ、双方向のやりと

りができるようにした。第６時は、児童が道案内役になり、担任外の教員を交流学級まで案内するとい

う設定である（図７）。よって、伝える相手は担任外の教員であり、担任外の教員が目的地の交流学級ま

でたどり着けるような話し方で気を付けることを確認した。児童には、「発表のめあて」として、以下の

通り示した。 

発表のめあて 

・教室で話して、みんなが聞こえるくらいの声の大きさで話す（全児童）

・最後まで話す（児童Ａ、児童Ｅ）

・急がず、ゆっくり話す（児童Ｂ、児童Ｃ、児童Ｄ）

・相手が移動できるくらいの間の取り方で話す（児童Ｆ）

どの児童も、相手に伝わる声の大きさで話した。Microsoft Teams を使用することで、相手の様子が

見えるため、自分の声が届いているかを確認できたことが有効であった。また、タブレットを机に置い

て発表したため、原稿で顔が隠れたり、相手に背を向けて発表したりすることはなかった。 

児童Ａと児童Ｅは、特別支援学校の内容も取り入れて学習を進めており、文字よりも写真のように一

目で見て得られる情報が有効である。よって、ロイロノートで作成したカードを送りながら発表すると、

文字情報が少ないため話題がそれることなく発表することができた。 

児童Ｂ、児童Ｃ、児童Ｄは、初めは、相手が指示した場所を通過する前に、原稿を読み進めてしまう

ことがあった。しかし、相手からまだ通過していないことを告げられ、その場で発表を止めて相手が通

過するまで待ったり、説明を繰り返したりした。児童らは徐々に慣れ、急がず、相手の移動に合わせて

ゆっくり話すことができるようになった。音声情報は、過ぎ去ってしまうものであり、ゆっくり話すと

いう実感はもちにくいものである。今回は、Microsoft Teams による双方向のやりとりを行ったことで、

発表が先行した場合はすぐに気付き、話す速さを修正することができた。 

児童Ｆは、相手が移動する様子を見ながら発表していた。そのため、相手の移動が終わるまで間を取

ったり、移動に合わせて説明を繰り返したりした。 

※担任外の教員は、児童の発表画面を見ながら実際に歩く

図７ 発表の様子 
担任外の教員の画面 
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【学習の成果】 

１ 一斉学習について 

児童は、友達が道案内を体験している様子を見たり、自分が実際に道案内を体験したりすることで、

分かりやすい道案内を考えることができた。実際の場面に即して繰り返し学習することや、体験を伴う

学習をすることは、知的障がいのある児童の学習の特性上有効であり、本単元ではＩＣＴを活用するこ

とで、実際の場面に即した学習を行うことができた。また、体験を通して道案内に興味をもち、自分た

ちも誰かを案内してみたいと意欲を高めることができた。 

２ 個別学習について 

個に応じた内容と方法で、発表原稿を作ることができた。児童は、これまで伝えたいことや書きたい

ことがあっても、書くことが苦手なために原稿作りが進まなかったり、途中でやめてしまったりするこ

とが往々にしてあった。ロイロノートを使うことで、文字を書くことが苦手な児童でも、単語や記号で

あれば書くことができたり、写真を並べることで話す内容を整理することができたりした。本単元では、

自分に合った方法で発表原稿を作り、原稿を完成させたことにより、発表への自信につなげることがで

きたと考える。また、発表原稿作りにおいて、ロイロノートは個に応じた学習が可能であり、他の教科

においても活用することができると考える。 

３ 協働学習について 

これまで、本学級の児童は、教室の中で学級の友達や担任に向かって発表することを行ってきた。特

別支援学級は少人数学級であるため、教室内での発表やペア学習、グループ学習などにおいて相手が限

られてしまうことがある。本単元では、これまでに経験したことがない担任外の教員に向けた発表を行

い、相手意識を高めることができた。話すことが苦手な児童は、順序立てて話したり、文章で書いた原

稿を読んだりすることにつまずいていた。しかし、ロイロノートを使って作成した発表原稿は、話す順

序に並べられた写真やカードであり、カード内にある限られた情報を視覚的に捉えながら話すことがで

きるため、有効であった。一方、話すことが得意な児童は、タブレットで相手の様子を見ながら、原稿

にはなくても説明を加えたり繰り返したりすることができた。発表を聞く児童は、友達と担任外の教員

がやり取りしている様子を同じ教室にいながら見ることができ、友達の発表について客観的に考えるこ

とができた。よって、友達の発表のどんなところがよかったか、具体的に評価した児童が多かった。 

【指導上の留意点】 

・ロイロノートを使って作成した発表原稿は、写真の枚数やテキストの書き方、量など、個に応じたも

のである。よって、教師が作成方法を複数示すことや、一人一人方法が違うことを認め合える学級の

雰囲気づくりが必要である。

・情報活用能力を含めた実態把握も行い、ＩＣＴを活用することで苦手なことをどのように補うことが

できるのか、教師が意識して取り組むことが必要である。ＩＣＴを使うことで集中が途切れたり、操

作に戸惑って学習が進まなかったりする場合は、ＩＣＴを使わないことも個に応じた対応である。児

童が、この方法ならやりやすい、分かりやすいと思うようなＩＣＴの活用が有効である。

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 
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小学校 知的障がい特別支援学級 算数 「かたちはかせに なろう」 

対象児童生徒 盛岡市立向中野小学校 知的障がい特別支援学級 ７名 

使用ソフト等 授業支援ソフト（ロイロノート・スクール） 

端末環境 Windows タブレット（生徒機１人１台、教師機１台） 

概要 本単元では、知的障がいのある児童が、ＩＣＴを活用して、繰り返し

たり段階的に学習を進めたりすることを通して、自分に合った方法で表

現する力を育成することをねらいとした。そのために、以下の三つの学

習活動場面でＩＣＴを効果的に活用した。 

１ 単元の導入では、児童は、スクリーンに映し出された身近なところ

にある三角形や四角形の写真を見た。 

２ 発表原稿を作る活動では、児童は、校舎内にある三角形や四角形、

合同な図形や線対称の図形をロイロノートのカメラ機能を使って撮影

し、説明を加えながら原稿を作った。 

３ 発表の場面では、ロイロノートで作った原稿を共有して行った。児

童は、調べた形や校舎内で見付けた形について、原稿を基に発表し

た。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020 年６月 文部科学省
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Ａ１ 教師による教材の提示 

第１時で児童は、指導者が撮った身近にある三角形や四角形の写真を見て、何の図形の写真かをク

イズ形式で答える学習を行う。写真は、校舎の周りや校庭で撮ったものであり、三角コーンやジャン

グルジム、タイルで舗装された道路など、児童にとって日常的に目にするものである。写真を見なが

ら、身の回りには三角形や四角形、また、それらを組み合わせてできている形があると気付くことが

できるようにする。 

第７時で児童は、三角形や四角形を使って敷き詰め模様を作る。ここでも、身の回りにある敷き詰

め模様を紹介し、同じ形

を隙間なく並べるイメー

ジをもつことができるよ

うにする。

Ｂ１ 個に応じた学習 

第６時で児童は、単元を通して学習した図形について発表する。発表原稿を作

るために、まず、第４時で、ロイロノートのカメラ機能を使って、校舎内で三角

形や四角形など前時までに学習した図形と同じ形を見付けて写真を撮る。次に、

発表原稿にするため、写真を並べ替えたり、図形について学習したことをカード

に挿入したりして原稿を構成する。カードは、手書きや文字入力、単元を進める

中で書いたノートを写真に撮って使うなど、個に応じた方法で作成する。また、

写真やテキストの枚数、文章の長さは、個々に違ってよいことを伝え、自分に合

った方法で発表原稿を作ったり、発表したりできるようにする。 

Ｃ１ 発表や話合い 

発表は、ロイロノートで作成した原稿を指導者に提出し、指導者から児童のタブレットに配信して

行う。また、発表する児童の原稿は、教室前面のスクリーンにも投影する。発表する児童は、自分の

タブレットを操作しながら発表し、聞く児童は、スクリ

ーン又は自分のタブレットを見ながら聞くこととする。

この発表は、学習した図形の基本的な性質について説明

することと、身の回りから見付けた形について発表する

ことがねらいである。そのために、必要に応じて話型を

示し、ねらいを達成できるようにする。
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２ 単元の指導と評価の計画（全体７時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重
点 

記 
録 

評価規準・評価方法 

１ ・三角形や四角形を使

っていろいろな形を

作り、平面図形に親し

む。

・三角形や四角形の形

について調べるとい

う単元の課題を設定

する。

・自分が調べる形を決

める。

・三角形や四角形を並べた

り、見本と同じ形を作った

りして、平面図形に親しむ

ことができるようにする。

・自分が調べる形を決めるこ

とを通して、単元の見通し

をもつことができるように

する。

態 【態度①】〔行動観察〕 

三角形や四角形を使って、いろい

ろな形を作ろうとしている。 

２ 

・ 

３ 

・辺の長さや頂点の数、

角の大きさに着目し

て、三角形や四角形の

形について調べる。

・調べる形について着目する

要素を示し、図形の性質や

特徴を調べることができる

ようにする。

知 【知・技】〔行動観察・発言・記述〕 

三角形や四角形の意味や構成す

る要素を理解している。 

４ ・自分が調べた形と同

じ形を、身の回りから

見付ける。

・調べたことを振り返りなが

ら、身の回りから同じ形を

見付けることができるよう

にする。

思 

・ 

態 

○ 【思・判・表②】〔行動観察・発言〕 

身の回りのものの形を図形とし

て捉え、調べた形と同じ形を見付け

ている。 

【態度②】〔行動観察〕 

身の回りにあるものの形の中か

ら、自分が調べた形と同じ形を見付

けようとしている。 

５ ・見付けた形について、

発表するための準備

をする。

・着目した要素や調べた性質

を視覚的に示し、児童が撮

りためた写真やメモを振り

返りながら、発表の準備が

できるようにする。

思 

・ 

態 

〇 【思・判・表①】〔発言・記述〕

調べたことや見付けた形を振り

返り、説明内容を考えている。 

６ 

本

時 

・見付けた形について

発表する。

・自分に合った方法で、形に

ついて調べたことや、見付

けた形について発表するこ

とができるようにする。

思 ○ 【思・判・表①】〔行動観察・発言〕 

図形を構成する要素に着目し、基

本的な図形の性質について説明し

ている。 

７ ・自分が調べた形を使

って、敷き詰め模様を

作る。

・同じ形を敷き詰める活動を

通して、自分が調べた形に

親しむとともに、三角形や

四角形の特徴についての理

解を深めることができるよ

うにする。

態 【態度②】〔行動観察〕 

数学的に表現・処理したことを振

り返り、図形の敷き詰めに関心をも

って取り組んでいる。 
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○
指

導
過

程

３
 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
例

（
第

６
時

）
 

本
時

の
目

標
 

図
形

を
構

成
す

る
要

素
に

着
目

し
、

基
本

的
な

図
形

の
性

質
に

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

学
習

活
動
 

指
導

上
の
留

意
点
 

（
◇

評
価

【
 

】
評

価
の

観
点

 
 
■

活
用

す
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
等

）

児
童

Ａ
 

児
童

Ｂ
 

児
童

Ｃ
 

児
童

Ｄ
 

児
童

Ｅ
 

児
童

Ｆ
 

児
童

Ｇ
 

導 入
 

５ 分
 

１
 
学

習
課

題
を

把
握

す
る

。
 

（
１

）
前

時
ま

で
の

学
習

や
、

単
元

計
画

を
振

り

返
り

、
本

時
の

学
習

を

確
認

す
る

。
（

２
）

調
べ

た
形

の
名

称
を

確
認

す
る

。

・
単

元
計

画
表

を
見

な
が

ら
、

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

・
児

童
が

調
べ

た
図

形
の

写
真

を
数

枚
紹

介
し

、
発

表
に

向
け

て
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

■
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
教

師
に

よ
る

教
材

の
提

示
〔

Ａ
１

〕

・
発

表
内

容
が

一
人

一
人

違
う

こ
と

を
知

ら
せ

る
。

ま
た

、
誰

が
ど

ん
な

形
を

調
べ

た
か

な
ど

聞
く

時
の

視
点

を
示

し
、

友
達

の
発

表
を

聞
い

て
感

想
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

展 開
 

3
0

分
 

２
 
発

表
の

仕
方

を
確

認
す

る
。

 

発
表

の
順

番
や

、
発

表
で

使
う

方
法

な
ど

を
確

認
す

る
。

 

３
 
自

分
に

合
っ

た
方

法
で

調
べ

た
形

に
つ

い
て

発
表

す
る

。
 

（
１

）
一

人
一

人
発

表
す

る
。

・
指

導
者

と
一

緒
に

、
調

べ
た

形
と

見
付

け
た

形
を

見
な

が
ら

、
形

の

特
徴

を
確

認
す

る
。

・
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
を

使
っ

て
並

べ
替

え
た

写
真

を
投

影
し

な
が

ら
前

時

に
作

成
し

た
発

表
原

稿
を

基
に

発

表
す

る
よ

う
に

促
す

。

■
W
in
do
us

タ
ブ

レ
ッ

ト

発
表

〔
Ｃ

１
〕

・
調

べ
た

形
と

見
付

け
た

形
を

見
な

が
ら

、
形

の
特

徴
を

示
し

た
カ

ー
ド

を
使

っ
て

一
人

で
特

徴
を

確
認

す
る

。
そ

の
後

、
教

師
と

一
緒

に
確

認
す

る
。

・
指

導
者

と
一

緒

に
、

調
べ

た
形

と
見

付
け

た
形

を
見

な
が

ら
、

形
の

特
徴

を
確

認
す

る
。

・
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
を

使
っ

て
並

べ
替

え
た

写
真

を
投

影
し

な
が

ら
前

時
に

作
成

し
た

発
表

原
稿

を
基

に
発

表
す

る
よ

う
に

促
す

■
W
in
d
ow
s
タ

ブ
レ

ッ
ト

発
表

〔
Ｃ

１
〕

・
調

べ
た

形
と

見
付

け
た

形
を

見
な

が

ら
、

形
の

特
徴

を
示

し
た

カ
ー

ド
を

使
っ

て
一

人
で

特
徴

を
確

認
す

る
。

そ
の

後
、

児
童

Ｆ
と

児
童

Ｇ
で

お
互

い
の

発
表

を
聞

き
合

う
。

ま
た

、
発

表
内

容
に

つ
い

て
は

、
練

習
の

様
子

を
見

な
が

ら
、

教
師

が
確

認
す

る
。

・
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
を

使
っ

て
並

べ
替

え

た
写

真
や

入
力

し
た

説
明

の
文

章
を

投
影

し
な

が
ら

、
前

時
に

作
成

し
た

発
表

原
稿

を
基

に
発

表
す

る
よ

う
に

促
す

。

■
W
in
do
ws

タ
ブ

レ
ッ

ト

発
表

〔
Ｃ

１
〕

・
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
を

使
っ

て
並

べ
替

え
た

写
真

や
メ

モ
を

投
影

し
な

が
ら

、
前

時
に

作
成

し
た

発
表

原
稿

を
基

に
発

表
す

る
よ

う
に

促
す

。
■

W
in
d
ow
s
タ

ブ
レ

ッ
ト

発
表

〔
Ｃ

１
〕

・
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
を

使
っ

て
並

べ
替

え
た

写
真

や
入

力
し

た
説

明
の

文
章

を
投

影
し

な
が

ら
、

前
時

に
作

成
し

た
発

表
原

稿
を

基
に

発
表

す
る

よ
う

に
促

す
。

■
W
in
d
ow
s
タ

ブ
レ

ッ
ト

発
表

〔
Ｃ

１
〕

見
つ

け
た

形
を

、
み

ん
な

に
知

ら
せ

よ
う

。
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展 開 3
0

分
 

（
２

）
友

達
の

発
表

を
聞

い
て

、
感

想
を

交
流

す

る
。

◇
も

の
の

形
に

着
目

し
、

身
の

回
り

に
あ

る
も

の
の

特
徴

を
捉

え
た

り
、

形
の

構
成

に
つ

い
て

考
え

た

り
し

て
い

る
。

【
思

・
判

・
表

①
】
（

１
年
生

）
 

・
誰

が
身

の
回

り
か

ら
ど

の
よ

う
な

形
を

見
付

け
て

い
た

か
と

い
う

視

点
を

示
す

。

◇
図

形
を

構
成

す
る

要
素

に
着

目
し

、

身
の

回
り

の
も

の

の
形

を
図

形
と

し

て
捉

え
て

い
る

。
【

思
・

判
・

表
①

】

（
２

年
生

）
 

・
誰

が
身

の
回

り
か

ら
ど

の
よ

う
な

形

を
見

付
け

て
い

た

か
と

い
う

視
点

を

示
す

。

◇
図

形
を

構
成

す

る
要

素
に

着
目

し
、

図
形

の
性

質
を

見
い

だ

し
、

身
の

回
り

の
も

の
の

形
を

図
形

と
し

て
捉

え
て

い
る

。
【
思
・
判
・
表
①
】
 

（
３

年
生

）
 

・
誰

が
ど

の
よ

う

な
形

に
つ

い
て

発
表

し
て

い
た

か
と

い
う

視
点

を
示

す
。

◇
身

の
回

り
に

あ

る
も

の
の

形
の

観
察

を
し

て
、

も
の

の
形

を
認

識
し

た
り

、
形

の
特

徴
を

捉
え

た
り

し
て

い
る
 

【
思
・
判
・
表
①
】
 

（
１

年
生

）
 

・
誰

が
身

の
回

り
か

ら
ど

の

よ
う

な
形

を

見
付

け
て

い

た
か

と
い

う

視
点

を
示

す
。
 

◇
図

形
を

構
成

す
る

要
素

に
着

目
し

、

基
本

的
な

図
形

の
性

質
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

【
思

・
判

・
表

①
】
（

５
年
生

）
 

・
誰

が
ど

の
よ

う
な

形
の

特
徴

を
発

表

し
て

い
た

か
と

い
う

視
点

を
示

す
。

終 末
 

1
0

分
 

３
 
学

習
を

振
り

返
る

。
 

「
図

形
の

特
徴

や
、
身

の

回
り

か
ら

見
付

け
た

図

形
に

つ
い

て
発

表
す

る

こ
と

が
で

き
た

か
」
と

い

う
視

点
で

学
習

を
振

り

返
る

。
振

り
返

り
カ

ー
ド

に
記

入
す

る
。

 

・
調

べ
た

形
と

同
じ

形
を

身
の

回
り

か
ら

見
付

け
る

こ
と

が

で
き

た
か

、
最

後
ま

で
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

と
い

う
振

り
返

り
の

視
点

で
自

己
評

価
を

す
る

。

・
図

形
を

構
成

す
る

要
素

が
分

か
っ

た
か

、
調

べ
た

形
と

同
じ

形
を

身
の

回
り

か
ら

見
付

け
る

こ
と

が
で

き
た

か
最

後
ま

で
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
う

振
り

返
り

の
視

点
で

自
己

評
価

を
す

る
。

・
身

の
回

り
か

ら
形

を
見

付
け

る
こ

と
が

で
き

た
か

、
最

後
ま

で
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

と
い

う
振

り
返

り
の

視
点

で
自

己
評

価
を

す
る

。

・
図

形
を

構
成

す
る

要
素

が
分

か
っ

た
か

、
調

べ
た

形
や

身
の

回
り

か
ら

見
付

け
た

形
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
と

い
う

振
り

返
り

の
視

点
で

自
己

評
価

を
す

る
。
ま

た
、
自

分
の

発
表

と
友

達
の

発
表

に
つ

い
て

感
想

を
書

く
よ

う
に

促
す

。
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第１、２時） 

児童は、三角形や四角形という形は理解しているが、身の回りにあるものを形として捉えることへの

関心には個人差があった。そこで、形に興味をもち、単元の見通しをもって学習を進めることができる

ようにするため、第１時に、身の回りにある三角形と四角形の写真を見て、何の写真かをクイズ形式で

答える学習を行った。ここでは、ロイロノートで撮影した写真を、スクリーンに投影して一斉に見るこ

とができるようにした（図１）。 

写真を見ながら、三角形や四角形がどこにあるか探すように促した。すると、児童は徐々に写真の中

から、三角形や四角形を見付けられるようになった。同じ形を見たことがある、自分の家にもあるとい

う発言もあった。 

第７時では、単元のまとめとして、児童は、三角形や四角形を使っ

て敷き詰め模様をつくった（図２）。ここでも、授業の導入で身の回り

にある敷き詰め模様をロイロノートを使って紹介し、同じ形を隙間な

く並べることを確認した（図３）。写真を見る前に、教師が、敷き詰め

模様を知っているかを児童に問うと、答えることができた児童はいな

かった。敷き詰め模様について、更に言葉で説明したが、低学年の児

童は理解することができなかった。しかし、写真を提示すると同時に、

低学年の児童からも知っている、見たことがあるという答えが返って

きた。模様を理解した児童は、自分が学習した図形を使って、敷き詰

め模様を作った。 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図１ 写真を見ながら何の写真か答えている様子 

図３ 写真を見ながら敷き詰め模様を確認している様子 

図２ 児童が作った模様 

34



図４ 校舎内の写真を撮る様子 

図５ 漢字の読み方を書く 図６ キーボードで文字を入力する 図７ 写真に書き込む 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ１ 個に応じた学習 

児童は、第２・３時に図形の基本的な性質について学習した。児童Ａと

児童Ｂ、児童Ｅは「さんかくしかく」、児童Ｃは三角形と四角形、児童Ｄ

は正三角形と二等辺三角形、児童Ｆは合同な図形、児童Ｇは線対称な図形

について学習した。この学習を踏まえ、第４時に、自分が学習した図形と

同じ形を校舎内で見付けて、写真を撮る活動をした。活動の前には、授業

中に校舎内を歩く時の約束を確認し、校舎内であればどこに行ってもよい

こととした。ただし、一人で校舎内を歩いたり撮影したりすることに不安

のある児童は、指導者と一緒に撮影することも確認した。撮影は、ロイロ

ノート内のカメラ機能を使い、枚数は指定せずにどんどん撮りためてくる

ように指示をした（図４）。 

図５～７は、第４時に撮りためた写真を使って、発表原稿を作っている場面である。児童はまず、撮

った写真が、自分が学習した図形であるか、発表に必要であるかを検討し、必要に応じて並べ替えた。

次に、説明を補足するためのカードを作成して、写真と写真の間に入れる作業を行った。 

カードの作成は、文字を入力する児童、文字は入力せずに必要な情報を更に写真に撮って原稿の一部

にする児童など、以下のように個に応じた内容で行った。 

発表原稿を作る中で、学習した図形の基本的な性質を、どの場面でどのように説明するか悩む児童が

多かった。そこで、学習で使ったノートを振り返るように促すと、児童は、そのページを写真に撮って

原稿にした。また他の児童は、写真に撮ったノートの中に読み方でつまずいてしまう漢字があり、余白

にその漢字の読み方を書き込んだ。このように、書いたり暗記をしたりすることが苦手な児童も、自分

に合った方法で発表しようとする工夫が見られた。原稿が完成した児童は、自分のタブレットを見なが

ら、発表練習を繰り返した。 

文字で作成 

カ
ー
ド
の
作
成

指で文字を書く ローマ字を使う

キーボードで文字を入力する ひらがなを使う 

学習で使ったノートの写真を撮って書き込む 

文字以外で作成 学習で使ったノートの写真を撮る 
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【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第６時） 

第６時では、前時に作った発表原稿を基に、図形の基本的な性質と身の回りから見付けた形について

発表した（図８）。児童は、ロイロノートで作った原稿を教師に提出し、教師から全児童へ発表する児童

の原稿を配信して行った。また、発表する児童の原稿は、教室前面のスクリーンにも投影し、聞く児童

は自分のタブレット又はスクリーンのどちらを見てもよいこととした。 

発表する児童は、自分の発表原稿が友達のタブレットに配信されたり、スクリーンに映し出されたり

することを喜び、意欲的に発表した。児童の実態に合わせて、発表する内容を「発表のめあて」として

以下のように示した。ロイロノートで作った原稿は、一枚の情報量が少ないため、読み飛ばしたり重複

して読んだりすることはなかった。 

発表のめあて 

・見付けた形は、どんな形か説明する（児童Ａ、児童Ｂ、児童Ｅ）

・三角形と四角形の性質と、身の回りから見付けた三角形と四角形について説明する（児童Ｃ）

・正三角形と二等辺三角形の性質と、身の回りから見付けた正三角形と二等辺三角形について

説明する（児童Ｄ）

・合同な図形の条件と、身の回りから見付けた合同な図形について説明する（児童Ｆ）

・線対称な図形の条件と、身の回りから見付けた線対称な図形について説明する（児童Ｇ）

児童Ａ、児童Ｂ、児童Ｅは、撮った写真に合わせて、形の名前と校舎内のどこで見付けた形かを説明

した。児童Ｃは、学習したノートを写真に撮って原稿にしたため、ノートを読むことで三角形と四角形

の性質を説明した。読みにつまずく漢字には、読み方を書き込んだため、漢字で読みが止まることはな

かった。児童Ｄも、学習したノートを写真に撮って原稿にし、ノートを読むことで正三角形と二等辺三

角形の性質を説明した。児童Ｆと児童Ｇは、学習した図形の説明は、カードに文字を入力して原稿を作

った。自分で作ったカードは、自分が読める量や内容であり、カードや文字の色も、自分が見やすいも

のになっている。このカードを読むことで、図形の性質について説明をした。 

発表を聞く児童のほとんどは、自分のタブレットを見ながら聞いていた。スクリーンで見るよりも、

手元のタブレットの方が近くで見ることができるため、何を撮った写真なのかが分かりやすく、校舎の

どこにあるものかを発言する児童もいた。また、話されている内容をタブレットで視覚的に確かめなが

ら聞くことができ、集中力も持続した。発表を聞いた後の感想発表は、ペアで行った。感想は、「ペアの

友達は、何の形について説明をしたか」、「説明した形と同じ形を校舎内で見付けることができたか」を

話すように事前に示し、これらの視点に沿って、ペアの友達に感想を伝えた。 

図８ 発表の様子 
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【学習の成果】 

１ 一斉学習について 

単元の導入で、単元に関わる図形の写真をスクリーンに映し出すことで、一斉に確認することができ

た。写真は、身近にあるものの写真であり、児童が目にしたことがあるものである。そのため、これか

ら学習することに興味をもち、意欲も高めることができたと考える。知的障がいのある児童にとって、

やってみようという意欲や、少し頑張ればできそうという思いをもって学習に臨むことが大切である。

本単元では、導入を一斉指導とすることで、個に応じて学習の内容が違っても、図形について学習する

という共通の意識を促すことができた。 

２ 個別学習について 

ロイロノートのカメラ機能は、撮った写真が一つの画面に自動保存されるため、どんな写真を撮った

かすぐに確認することができる。また、使わない写真についても、同じ画面ですぐに消去することがで

きる。よって、児童は、確認や消去に時間をかけず、見付けた形を撮りためることができた。 

写真を使っての発表原稿作りは、個に応じた内容と方法で行うことができた。本単元では、身の回り

から見付けた形の紹介に加え、学習した図形の基本的な性質も発表することをねらいとした。そのため、

文章で表現することや暗記することが苦手な児童は、学習で使ったノートを写真に撮ったものをそのま

ま原稿として完成させることができた。 

本実践は、国語科の実践と同じようにロイロノートを使用した。児童らは、操作に慣れて自分から活

動を始めようとしたり、工夫しようとしたりする姿が見られた。算数科でも応用が可能であり、繰り返

し学習をすることで、操作の定着を図ることができた。 

３ 協働学習について 

発表する児童は、ロイロノートのカードで話す内容を確認したり、写真で形を見たりしながら発表し

た。ロイロノートの活用により、話題がそれたり説明が重複したりすることなく、最後まで発表するこ

とができた。ロイロノートは、カード一枚の情報量を自分に合った量にできるため、情報を少なくする

ことは、読むことが苦手な児童にとって有効であった。 

発表を聞く児童は、図形についてどんな説明をしているか、また、校舎内で撮った写真はどんな写真

なのか、ＩＣＴを活用することで、机上で確認しながら聞くことができた。このことは、聞く意欲や集

中力を維持し、感想をもつことにもつながったと考える。 

【指導上の留意点】 

・特別支援学級では、学習の内容や進度は個に応じており、学年の枠を超えるものである。よって、Ｉ

ＣＴを授業に取り入れる際は、情報活用能力を含めた実態把握が必要である。特に、個別学習で活用

する際は、操作できないことが児童にとって負担や不安になり、効果的な活用にならない場合がある。

ＩＣＴを活用することが、授業の目標を達成するための一助となるように、どの場面でどのように活

用するか単元を通した計画が必要である。

・原稿を早く作り終えた児童は、自分のタブレットを見ながら発表練習を行った。発表練習を終えて時

間を持て余す児童はいなかったが、さらに取り組む課題があれば、単元で学習したことの定着を図る

ことができる。課題をタブレット内に準備しておき、終わったら指導者に提出する方法であれば、

自分のペースで学習を進めることができたと考える。

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 
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小学校ＬＤ等通級指導教室 自立活動 「めざせ 音読名人!」 

対象児童生徒 小学校 ３年 １名 

使用ソフト等 ・音声教材：マルチメディアデイジー教科書（以下デイジー教科書）

・PowerPoint

・カメラ機能（iPad の動画）

端末環境 Windows タブレット生徒機１台 iPad１台 

概要  本題材は、「教室でスラスラと音読がしたい。」という本児の願いを指導

の出発点とし、そのために本児自身が自分の得意な方法、つまり自分の読

みやすい方法を見付けることをねらいとしている。そこで、デイジー教科

書を活用し、本児が、読みやすいと感じるフォントの大きさや行間隔、ふり

がななどを設定しながら音読練習を行った。 

また、アセスメントで単語のまとまりで読むことに困難さが見られたた

め、教材文に出てくる単語のフラッシュカードを PowerPoint で作成し、音

読の前に単語読みの練習を行った。 

さらに、iPad で音読の様子を撮影し、振り返りで活用することにより、

本児が自らの音読の変化に気が付くように計画した。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020 年６月 文部科学省 
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音読の前段階の教材として、PowerPoint で、フラッシュカ

ードを作成する。教材文に出てくる単語をフラッシュカード

で読んでいくことで、文章を単語のまとまりで読むことがで

きるようにする。 

音読では、デイジー教科書の設定画面から、本児が「読み

やすい」と感じるフォントの大きさ、行間隔、文字間、ふり

がなに変更する。設定が同じでも、教材文やページによって

画面の見え方が違うので、毎回音読の初めに設定を確認す

る。 

 はじめのうちは、指導者と一緒に設定画面を操作していく

が、徐々に自分で操作方法を覚え、一人で操作ができるよう

にする。 

 デイジー教科書の読み上げ機能があると読みやすくなるか

についても確認し、本児が使用したい場合には、活用するこ

ととする。 

デイジー教科書が読みにくい場合は、分かち書きにしたり

スラッシュを入れたりしたリライト教材を提示する。

文章の内容理解のための教材として、PowerPoint で音読ク

イズを作成する。読んだ内容について選択肢から選んで答え

るクイズにすることで、本児の文章読解への負担を軽くす

る。本研究は、読みやすい方法を見付けることを主目的とす

るため、このクイズは、文章理解力を指導者側が見るための

ものとし、正誤について詳しくは取り上げないこととする。 

音読している様子を、毎回 iPad のカメラ機能で動画撮

影する。振り返りカードに記入したデイジー教科書の設

定とビデオ視聴を合わせながら振り返ることで、本児が

自らの音読について気付く機会とする。 

本児が上達した部分について気が付いていない場合に

は、指導者がビデオの一部分を切り取りながら流暢にな

った言葉を伝え、本児が上達に気付くようにする。 

Ｂ１ 個に応じた学習 

Ｂ３ 思考を深める学習 
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２ 題材の指導計画（全体６時間） 

学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ ・「音読名人」を目指す

ための学習である

ことを理解する。 

・国語の教材文の単語

の読み方を覚える。 

・デイジー教科書の機

能の設定を変更し

ながら、読むことに

ついて自分の得意

な方法を見付ける。 

・学級でスラスラ音読するための学習

であることを知らせ、意欲を高めるよ

うにする。

・国語の教材を予習できるようにする。 

・PowerPoint で作成したフラッシュカ

ードを使って、何度も同じ単語に触れ

ることができるようにする。単語の意

味を想起しやすいように、カードにイ

ラストを入れる。

・音読の様子を撮影し、自分の読み方を

振り返ることができるようにする。 

【２心（３）】〔観察〕 

・読めなかった単語は、指導者の手本を聞き

ながら、正しく読もうとしているかを評価

する。 

【２心（３）】【４環（２）】〔聴取・記録〕 

・読むことについて自分の得意な方法は何か

を考えているかを評価する。 

２ ・国語の教材文の単語

の読み方を覚える。 

・デイジー教科書の設

定を変更しながら、

更に自分の得意な

方法を見付ける。 

・読みにくかった単語を確認し、正しい

読み方を教える。 

・前時の設定を振り返りカードで確認

できるようにする。

・音読の様子を撮影し、自分の読み方を

振り返ることができるようにする。 

【２心（３）】〔観察〕 

・読みにくかった単語を正しく読もうとして

いるかを評価する。 

【２心（３）】【４環（２）】〔聴取・記録〕 

・読むことについて自分の得意な方法は何か

を考えているかを評価する。 

３ 

本

時 

・デイジー教科書の設

定を変更しながら、

更に自分の得意な

方法を見付ける。 

・これまで試してきた

読み方を振り返り、

自分の得意な方法

を考え、選択する。 

・一人で読みやすい設定に変更できる

ように声がけする。

・音読している様子を撮影し、自分の読

み方を振り返ることができるように

する。 

・ビデオでこれまでの様子を振り返り

ながら、自分の得意な方法を選択でき

るようにする。

【２心（３）】【４環（２）】〔聴取・記録〕 

・読むことについて自分の得意な方法は何か

を考えているかを評価する。 

・ビデオを見ながらこれまでの読み方を振り

返り、自分の得意な方法を選択しているか

を評価する。 

４

・

５ 

・国語の教材文の単語

の読み方を覚える。 

・自分で選んだ得意な

方法で、音読をす

る。 

・フラッシュカードで答えが確認でき

るように設定し、一人で学習を進めら

れるようにする。

・読みにくかった単語を確認し、正しい

読み方を教える。 

・音読の様子を撮影し、自分の読み方を

振り返るようにし、読みにくい場合は

設定を修正できるようにする。 

・上手に読めているところを称賛しな

がら、意欲が持続するようにする。

【２心（３）】〔観察〕 

・一人で単語を正しく読もうとしているかを

評価する。 

【２心（１）（３）】【４環（２）】 

〔観察・記録〕 

・読むことについて自分の得意な方法で音読

をしているかを評価する。 

６ ・得意な方法を今後ど

んな場面で活用し

たいかを考える。 

・活用したい場面を想

定した練習をする。 

・これまでの学習を振り返り、成長した

点や頑張ってきた点を称賛し、学級で

活用しようという意欲が高まるよう

にする。 

・本児の願いに沿った活用場面で、どの

ように活動するか具体的な行動を一

緒に考え、練習し、本児が自信をもっ

て活用場面に向かえるようにする。 

【１健（４）】【２心（１）（３）】 

【４環（２）】〔聴取・記録〕 

・自分の得意な方法を、今後どんな場面で活

用したいか考えているかを評価する。 

・具体的な活用場面での意欲が高まっている

かを評価する。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第３時） 
本時の目標 ・これまでの読み方を振り返り、自分の得意な方法を選択することができる。

◯指導過程

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

導

入 

５ 

分 

１ スピーチ 

２ 学習内容と課題を把握 

・週末の出来事等を自由に話せるようにする。

・ホワイトボードで学習の流れを提示し、前時と同じような流れで

学習することを確認し、見通しをもてるようにする。 

展 

開 

25 

分 

３ トレーニング 

①単語フラッシュカード 

教材文の単語を読む。 

②音読とクイズ 

自分が読みやすいようにデイジー

教科書の設定を変更してから音読

する。 

読んだ文章についてのクイズに答

える。 

■タブレットＰＣ[Ｂ１] PowerPoint

・読みにくい単語は、正しい読み方を教え、読めるようにする。

・文字とイラストを挿入し、単語の意味を想起しやすいようにする。 

今後の学習への意欲付けのため、国語の予習単元の教材文に出て

くる単語を扱う。 

■タブレットＰＣ[Ｂ１] 音読 ：デイジー教科書、iPad

クイズ：PowerPoint 

■iPad[Ｂ１] カメラ機能（ビデオ）

・前時の設定を提示し、前時と比べて、より読みやすい設定に自分

で変更できるようにする。

・読み上げ機能について確認する。

・振り返りで活用するために、音読する様子をビデオ撮影する。

・クイズは、PowerPointで作成し、正誤判定ができるように設定す

る。 

・クイズの答え方から、得意な方法が文章理解につながっているか

どうかアセスメントの材料として扱う。 

終

末 

15 

分 

４ 振り返り 

トレーニングで読みやすかったの

はどんな設定だったかを振り返る。 

これまでのトレーニングの様子を

ビデオで振り返り、自分の得意な方

法を選択する。 

５ お楽しみ 

■iPad[Ｂ１] カメラ機能（ビデオ）

・なぜ、その設定にしたのか、自分なりの理由を話し、カードに記

入できるようにする。

・これまでのトレーニングの動画を振り返り、自分の得意な方法を

選択できるようにする。 

・選択できたことを称賛し、これからは選択した方法で練習してい

くことを伝える。 

◇これまでの読み方を振り返り、自分の得意な方法を選択してい

る。

【２心（３）】【４環（２）】 

自分のとくいな方法を 

見つけよう。 
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読むことについて、自分の得意な方法を見付けるために、PowerPoint で作成したフラッシュカードと

デイジー教科書を活用した。 

 はじめに、PowerPoint で作成したフラッシュカードで単語の読み方を練習した（図１）。これは、通

級指導教室担当者の、「音読の苦手さの理由の一つに、単語のまとまりを見付けることの難しさが関係

していると思う。」というアセスメントを受けて作成したものである。 

 音読する前に、このフラッシュカードの単語を読む練習をし、教材文に出てくる言葉を確認した。読

めない、もしくは読みにくい、読むのに時間がかかる単語は、指導者が正しい読み方を教え、それを本

児が復唱するようにした。繰り返し同じ単語を読むことで、徐々に読めなかった単語を読むことができ

るようになった。この学習が一人でもできるようにしたいという通級指導教室担当者の意見から、

PowerPoint の利点を生かし、クリックすると答えが出るように設定を変更した（図２）。これにより、

第５時、第６時には、教材文に出てくるの単語 30個程度を一人で読むことができた。 

 また、本児の「視覚情報の方が理解がしやすい特性」を生かし、作成の際には、なるべく多くのカー

ドにイラストを挿入し、言葉の意味理解の一助とすることとした。 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図１ 一人でフラッシュカードの学習をする

様子 
図２ 通級指導教室担当教員と相談しながら作成した 

フラッシュカード

次に、デイジー教科書を使って学習を行った。本児は、初めてデイジー教科書を使用するため、

基本的な操作方法を丁寧に説明し、本児自身が設定の変更を行えるようにした。練習する教材文に

よって、見え方が変わってくるので、全ての時間の音読の開始時に自分で設定をし直すようにした

（図３）。 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ１ 個に応じた学習 
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更に本児は、視覚優位な特性もある

ので、自分に合った設定が目で見て分

かるように、ワークシートに設定の数

値を記入するようにした（図４）。 

デイジー教科書の初期設定画面（図

５）の文章と比べ、本児は、「文字」

17pt から 16pt、「行間」3.0 から 1.3、

文字間 0.3 から 0.2 と、どの項目も初

期設定よりも小さな数字に変更した

（図６）。「聞いてから読む（読み上げ

機能）」は、速さ 100 で試してみたが、

自分には合わないと判断し、×印を記

入した（図４）。また、「ルビ」の設定では、全ての漢字にふり

がなを付けるオールから小２の段階に変更した。 

フラッシュカードで単語の読み練習をしてからデイジー教科

書で音読をすると、単語のまとまりが分かりやすくなる。また、

漢字も読みやすくなるために、練習前と比べ、読みにくい単語

が減り、読む速度が速くなった。 

第１時から第６時までの振り返りカードの感想は次のとおり

である。 

 

 

 

 

これらのことから、本児にとっ

てはふりがなが振ってあること

が音読時の安心につながること

を確認できた。 

第６時の学習では、学級で音読

する機会があると伝えられてい

る教材文の１ページ分の単語を

フラッシュカードで練習し、続け

てデイジー教科書で読む練習を行った。その後、本児が紙の教科書にも挑

戦してみたいと言ったこと、この段階では、まだ学級の中でデイジー教科

書を使う状況ではなかったことから、紙の教科書を手に持ち、同じ部分を

音読した（図７）。デイジー教科書と比べ、ふりがながない漢字もあった

が、指導当初と比べ、流暢に読むことができた。 

図５ デイジー教科書の初期設定画面 

図３ 設定画面を操作 

する様子 

図４ 設定を記入したワークシート 

図６ 最終的に自分で選んだ読みやすい

と感じる設定 

図７ 紙の教科書を読む 

様子 

・「いつもよりも読みやすかったです。」 

・「ふりがなをいっぱい付けると読みやすかったです。」 

・「音読ができてよかったです。」 

・「聞いてから読むはやらなくていいです。」 

図３ 設定画面を操作 

する様子 

図４ 設定を記入したワークシート 
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全ての時間で、音読する様子を iPad で撮影した。第３時に

は、そのビデオを見ながら音読の流暢性を確かめ、読むこと

について、自分の得意な方法を自分で決めることができた。 

第６時には、第１時の音読と第６時の音読を撮影した様子

をビデオで見比べた（図８）。指導者は、第１時の音読と比べ

て、流暢に読める箇所が増えたことを称賛した。 

その後の振り返りカードの記入の際に、本児は、次の項目に

◯を付けた（図９）。

これらのことから、本児にとって、デイジー教科

書は読みの困難さを解消してくれる教具となって

いることが分かる。さらに、この教具があれば、他

教科の学習や家庭での音読が、今よりもやりやす

くなると考えていることも分かった。 

 また、「フラッシュカードがあるといい」という

欄にも◯を付けた。本児にとっては、音読の前にフ

ラッシュカードで単語の読み方を確認することが

文章の読みやすさにつながることが確認できた。 

 以上のことから、本児の読みやすい方法は、 

という２点であることを本児と確認し、今後はこ

の方法で音読練習をしていけばいいことも確認で

きた。 

本実践では、本児が自分の感覚や認知の特性を理

解するには至らなかった点について課題を残した。この点について自らの特性を理解できるような内容

や時数等、指導計画を指導者が見直す必要があると考える。 

図８ これまでの音読の様子を iPad

で撮った動画で振り返ってい

る様子 

図９ 第６時の振り返りカード 

・デイジー教科書のふりがなの機能がよかった。

・これからもデイジー教科書を使いたい。

・デイジー教科書を使って家で音読の練習をしたい。

・デイジー教科書を使って学級でスラスラと音読をしたい。 

・デイジー教科書を国語だけではなく、社会・算数・外国語

でも使ってみたい。

・デイジー教科書でふりがなを設定して

読む。

・音読の前にフラッシュカードで単語を

読む練習をする。

【Ｂ 個別学習】 Ｂ３ 思考を深める学習 
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【学習の成果】 

 

（１）単語のまとまりで読む力の向上

本児は、文字と音を結び付けることはできているが、単語のまとまりで読む力がまだ十分に育ってい

なかった。そのため、PowerPoint で作成したフラッシュカードを活用し、単語のまとまりを意識するよ

うに学習を進めた。この学習により、単語のまとまりで読む力が向上し、以前に比べ流暢な読みへとつ

ながった。 

単語の意味理解を促すために、フラッシュカードにはなるべくイラストを入れるようにした。また、

自学することも考慮し、答えを確認できるように作り直した。本実践では、単語の読みが目的であった

が、意味理解を促す等、単語を読む以外の学習にも有効であると考えられる。 

（２）自分の得意な方法の発見

デイジー教科書は、自分で様々な設定にすぐに変更することができるため、自分の得意な方法を見付

けるために有効である。本児の読みやすい設定は前述の通りであるが、本児に限らず、この通級指導教

室で学んでいる児童達がデイジー教科書で学習してみると、「フォントは、22 ポイントがいい。」「色は

黒に黄色い字がいい。」などと言いながら、自分の読みやすい設定で音読をする児童が増えた。また、こ

れまで音読を避けていた児童が、読み上げ機能を使って自ら音読する姿も見られるようになったと通級

指導教室担当者から報告があった。書式の設定は、拡大コピー等でも代用できる部分もあるが、その労

力を考えると、デイジー教科書を含むＩＣＴ活用は有意義であると考えられる。 

（３）ふりがな振りの労力と紙面の読みにくさの軽減

本児は、これまでは、みんなと同じ紙の教科書にふりがなを書き込みながら学習してきた。単元ごと

に教科書にふりがなを振ることは、大きな労力を費やすことになり、これまでも全ての教材文にふりが

なを振ることは難しかった。また、ふりがなを振ってもその文字が小さかったり、行間が狭まったりし

て、読みにくくなっていた。 

 しかし、デイジー教科書のふりがな機能を活用することで、すぐにきれいにふりがなを表示すること

ができ、ふりがなを振る労力と紙面の読みにくさを軽減させることができた。 

【指導上の留意点】 

・デイジー教科書は、あくまでも読むための方法の一つであるため、児童生徒の実態によっては紙の教

科書を拡大したり、スラッシュを入れたりして読む方が得意なこともある。その場合、デイジー教科

書等の音声教材を無理に使わず、実態に合った支援が必要となる。

・フラッシュカードの作成には時間がかかるために、学習する単語の数を絞るなど、作成のための工夫

をする必要がある。

・ビデオ撮影を嫌う児童生徒もいるため、録音にするなど、記録の仕方の確認や撮影の可否について本

人との合意形成が必要である。

・通級指導教室の指導は、週に１～２回のことが多く、在籍学級で学習している単元は、通級のたびに

変わることも多い。読むことについて得意な方法を見付けるためには、在籍学級の学習内容にとらわ

れない教材を活用することが効果的であると考える。

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 

個別学習について 
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中学校 第２学年 理科 「気象とその変化」 

対象児童生徒 花巻市立東和中学校 第２学年 1クラス（30 名） 

使用ソフト等 授業支援ソフト（ロイロノート・スクール） 

端末環境 WindowsＰＣ 生徒機１人１台・教師機 1台 

概要 本時のねらいは、「冬の天気の特徴について、気象観測データを基に考察

し、日本海側に大雪をもたらす要因について説明することができる」ことで

ある。そのねらいを達成するために、次の３つの学習場面で、ＩＣＴを活用

した。 

１ 導入の場面で、大型提示装置を用いて事象の問題点を想起できるよう、

過去のニュース映像を繰り返し視聴した。 

２ 予想、考察の場面で、気象観測データを配付し、それを基にタブレット

を用いて自分の考えを表現できるようにした。 

３ 学級全体での発表の場面で、各グループの考えを大型提示装置に投影し、

グループの話合いの結果を共有できるようにした。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020 年６月 文部科学省 
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予想や考察の場面で、課題の解決のために必要な気象要素は 

何かについて考える必要がある。気象衛星画像（図２）や天気 

図（図３）、日本海の海水温のデータなど複数の気象観測データ 

をロイロノートの資料箱に保存し、その中から事象を説明する 

ための根拠となる気象観測データを選び、日本列島の模式図の 

ワークシート（図４）に大雪の原因について自分なりの考えを

図示できるようにした。 

大型提示装置を用いて、冬のある日の天気のニュ 

ース映像を基に、冬の天気の特徴について共有する 

（図１）。 

ニュース映像と同日の天気図をスクリーンに提示

し、既習事項を想起し、大雪が降るときの天気図と 

比べながら、事象に疑問を形成することができるよ 

うにする。 

課題へと結びつく疑問が生徒から出されるまで繰 

り返し再生し、自然事象の不思議な点や、既習事項との相違点について全体で共有する。 

図２ 気象衛星画像 

図３ 天気図 

図４ ワークシート（日本列島の模式図） 

図１ 大型提示装置でニュース映像を視聴する様子 

Ａ１ 教師による教材の提示 

Ｂ１ 個に応じた学習 

Ｃ１ 発表や話合い 

話合いの場面では、タブレットのワークシートに 

まとめた個人の考えを提示しながら、課題に対する 

自分の考えを根拠を示しながら、大雪が降る要因に 

ついてグループで話し合う。 

グループでの話合いの結果を大型提示装置に投影 

し（図５）、各グループ代表の説明を聞いて、考えを 

共有しながら、冬の日本海側に大雪が降る要因につ 

いて自分なりの考えを再検討できるようにする。 
図５ グループ代表のワークシートを拡大 

提示している様子 

出典：tenki.jp「気象衛星画像・天気図」 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体７時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重

点 

記

録 
評価規準・評価方法 

１ ・日本周辺で発達する気団に
ついての説明を聞き、それ
らがどのように日本の四季
に影響をおよぼすかを考え
ることで単元の学習の見通
しをもつ。

・日本の四季の天気の特徴に
ついて話し合う。

・気圧配置の変化と日本の四
季の天気には、どのような
関係があるのかについて考
える。

・海の影響による大気の性質
の変化を予想する。

・日本の四季の天気の
特徴について根拠を
もって説明できるよ
うにする。

・日本の冬に特徴的な
気圧配置を天気図か
ら読み取ることがで
きるようにする。

・北西からの季節風な
どの冬に特徴的な天
気と関連付けて理解
できるようにする。

思 

知 

態 

○ 

○ 

【思・判・表】〔発言・記述〕 
日本の四季の天気の特徴

を見いだすことができる。 

【知・技】〔行動観察・記録〕 
日本の冬に特徴的な気圧

配置を天気図から読み取り、
冬の天気の特徴と関連付け
て理解する。 
【主体的】〔発言・記述〕 
課題解決に向けて意欲的

に探究しようとしている。 

２

本
時 

・冬の特徴的な天気の様子に
ついてこれまでの生活経験
から想起し、具体的な気象
の特徴をまとめる。

・海から水蒸気が供給されて
雲ができることを提示され
た気象衛星画像や気象デー
タから確認する。

・日本海側の地域の天気の特
徴について、冬型の気圧配
置によってもたらされる要
因を気象観測データから理
解する。

・温度と水蒸気量に着
目して、シベリア高
気圧（気団）からふ
き出す大気の性質が
変化する原因を見い
だせるようにする。

思 

知 

○ 【思・判・表】〔発言・記述〕 
日本海側の大雪の要因に

ついて予想し、考えを表現す
ることができる。 

【思・判・表】〔発言・記述〕 
日本海側の大雪の要因を、

提示された気象観測データ
から根拠となる情報を選択
し、それを基に考察し、説明
することができる。 

３
・太平洋側の冬、春、つゆ、
夏、秋の天気の特徴につい
て、日本周辺に発達する３
つの高気圧の盛衰によって
四季それぞれに特徴的な天
気がもたらされていること
を理解する。

・太平洋側の冬、春、
つゆ、夏、秋の天気
の気圧配置の特徴を
天気図などから読み
取り、天気の特徴と
それが生じる仕組み
を具体例を挙げて説
明できるようにす
る。

知 ○ 【知・技】〔発言・記述〕 
日本の四季の気圧配置の

特徴を天気図などから読み
取り、天気の特徴とそれが生
じる仕組みを理解する。 

４
・台風の特徴についてまとめ
台風の進路について偏西風
の影響を受けることを天気
図、気象衛星画像などから
理解する。

・台風の進路や、風の
吹き方、雨の降り方
について、等圧線の
間隔や気圧配置から
説明できるようにす
る。

知 ○ 【知・技】〔発言・記述〕 
台風の特徴を天気図など

から読み取り、風の吹き方や
雨の降り方の特徴とその理
由を理解する。 

５
・
６

・明日の天気を予想する。数
日間の気象観測データを基
に分析・解釈して天気の移
り変わりを予測する。

・気象要素や天気図、
雲画像などから、適
切に天気の特徴を読
み取り具体的に考え
ることができるよう
にする。

・必要な気象データが
何か、理由を含めて
説明できるようにす
る。

知 

思 

態 

○ 

○ 

【知・技】〔発言・記述〕 
気象要素や天気図、雲画像

などから、天気の特徴を読み
取ることができる。 
【思・判・表】〔発言・記述〕 
収集した気象データを基

に、根拠をもって天気を予想
することができる。 
【主体的】〔発言・記述〕 
明日の天気を予想する方

法を探究しようとしている。 

７ ・実際の天気の様子と、気象
予測を比較し、自身の予測
が妥当であったか検証す
る。

・数日間の気象要素や
天気図、雲画像など
を根拠に天気が予想
できることを、発表
を通して説明できる
ようにする。

知 ○ 【知・技】〔発言・記述〕 
数日間の気象要素や天気

図、雲画像などを根拠にし、
天気が予想できることを理
解する。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第２時） 

本時の目標 
冬の天気の特徴について、気象観測データを基に考察し、日本海側に大雪をもたらす

要因について説明することができる。 

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

導

入 

５ 

分 

１ 学習課題を把握する 
（１）冬の大雪のニュース映像を視

聴する。 
（２）前線もなく、低気圧の中心で

もない日本海側の山地になぜ
大雪が降るのかについて問題
を見いだす。 

（２）学習課題を把握する 

■動画コンテンツ・プロジェクター
教員による教材の提示［Ａ１］

・過去の大雪の時のニュース映像を提示することで、特徴
的な気象のようすを再認識できるようにする。

・冬の天気に影響を与えるシベリア気団とその特徴につい
て振り返り、乾燥した空気であることを確認する。

・大雪が降っているのに、前線を伴わないこと、低気圧の
中心付近でないことに着目し、既習内容との相違点に気
付き、問題を見いだすことができるようにする。

展

開

35 

分 

２ 予想する 
・乾燥し寒冷なシベリア気団から、
なぜ大雪がもたらされるのかに
ついて、自分の考えをもつ。

３ 自分の考えの根拠となる情報
を整理して、要因を説明する 

（１）天気図や気象衛星画像、アメ
ダスのデータなどを用いて、気
付いたことをシートにまとめ
る。 

（２）グループで交流する。 

（３）学級全体に発表する。 

 
■タブレットＰＣ
個人で予想を考える［Ｂ３］

・タブレットＰＣのワークシートに自分の考えを記入でき
るようにする。

・配付された日本付近の地図に、天気図や気象衛星画像な
どから根拠となる情報を整理しながら、自分の考えを記
入できるようにする。

■タブレットＰＣ
個人の考えを、グループで交流する［Ｃ１］

・グループ内で、互いに自分の考えを根拠をもって説明す
ることで、日本海側に大雪が降る要因についてより妥当
な考えをもったり、修正したりすることができるように
する。

◇日本海側の大雪の要因について予想し、考えを表現する
ことができる。【思考・判断・表現】

■タブレットＰＣ・プロジェクター
グループの考えを、学級に発表する。［Ｃ１］

・高気圧と低気圧の分布のようすとそれに伴う風の吹き方
（北西の季節風）について、天気図と雲画像を基に気付
くことができるようにする。

・地理的条件から、上昇気流が生じ雲が発達して大雪をも
たらす要因となることを日本の模式図を提示し推測で
きるようにする。

◇日本海側の大雪の要因を、提示された気象観測データか
ら根拠となる情報を選択し、それを基に考察し、説明す
ることができる。【思考・判断・表現】

終

末 

10 

分 

４ 学習を振り返る 

・課題を再確認し、学習前と後で事

象の説明がどうなったかを振り

返る。

・学習前と比べ、事象の説明がより具体的で適切に表現で
きていることを取り上げ、自己の変容に気付くことがで
きるようにする。

・気象観測データを活用し、既習事項と関係付けて予想し
互いに根拠を明確にして説明することを通して、日本海
側の大雪の要因について理解を深めることができたこ
とを、大切な理科の学びの姿として価値付ける。

季節風によってシベリア高

気圧からふき出す大気が日本

海で水蒸気を多量に含むこと

で筋状の雲をつくり、日本列島

の山脈にぶつかって上昇する

ことでさらに発達し、日本海側

に大雪を降らせる。 

《学習の振り返り例》 
学習前に比べて、日本海側に大雪を降らせる要因について、詳しく説明することができた。 
グループや学級の他の人の説明を聞いて、自分の考えを修正しながら課題に対する答えを出す

ことができた。今回は冬の天気の特徴について考えたが、他の季節の特徴を考えるときも、気団
との関わりをポイントにして考えていきたい。 

冬に日本海側に大雪が降るのはなぜだろうか。 
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大型提示装置を用いて、昨年の日本海側での大雪

を記録した際のニュース映像を投影し、事象の様子

を全体で共有した。生徒の記憶にも新しく、想起しや

すいもの、事象を自分事として捉えることができる

よう意図的に選択した動画を提示した。 

特別な先入観をもたせないように、事前の説明を

せずに過去のニュース映像を流した。 

生徒が主体的に課題解決に臨めるように生徒の

生活経験とのつながりを想起する問いかけをし、

生徒の多くが、自身の経験にあることを確認した

（表１）。 

ニュース映像の中に、大雪の要因に結び付くよ

うな表現があったかについて質問し、気付きがあ

ったかを確認したところ、明確な返答がなかった。

そこで、事象の注目すべき点や疑問点を見いだす

ことができるように、再度ニュース映像を視聴す

ることとした。これにより、学級全体で日本海側

の大雪の状況と冬の特徴的な気圧配置について共

有することができた。 

次に、日本海側に大雪が降ったこの時の天気図を

スクリーンに提示し、「雨や雪が降るところって、

どのようなところでしたか。」と質問した。生徒は、

「前線のあるところで雨が降ります。」、「低気圧の

ところです。」と答えた。そこで、日本海側の大雪

が降っていた地域を指差しながら、前線や低気圧が

ないことを確認し、実際のニュースで見聞きした気 

象現象と、既習内容との相違点に気付かせ、問題を

明確にして課題提示につなげた（図７）。 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図６ 過去のニュース映像を視聴している様子 

過去のニュース映像の視聴の後 

T 「こういったニュースを耳にしたことが 

ある人？」 

C 生徒ほぼ全員が挙手 

T 「なるほど、ほとんどの人が耳にしたことがあ

るね。」 

「今、ニュースのキャスターが話された内容

で、冬の特徴的な天気について触れたワード

があったんですが何だと思いますか。」 

C 生徒の挙手は見られず 

T  「もう一度戻って見ますよ。」 

C 再度視聴する 

T 「さあ、冬の天気の特徴を決定づける言葉を

ニュースのアナウンサーがしゃべっているん

ですね。何と言っている？」 

C１ 「日本海側に大雪が降っている。」 

T  「何型のって言っているかな？」 

C２ 「冬型の気圧配置。」 

表１ 映像を視聴したときの授業記録 

【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示 

図７ 事象の疑問点を確認する様子 
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学級全体で気象現象と既習知との相違点を基に、課題を把握した

ところで、個人でその課題に対する予想を立てた。 

授業者がロイロノートの資料箱に、根拠を書き込みながらまとめ

るワークシートを保存した。 

ワークシートは大陸から日本海、日本列島、太平洋へと続く空間

の広がりを立体的に捉えやすいように描かれており、生徒が図や言

葉を書き込みながら、大雪が降る要因について説明できるようにし

た。また、気象観測データとして八つのデータ（表２）を資料箱に

保存し、生徒が必要に応じて利用できるようにした。 

冬の日本海側の大雪をもたらす要因について説明するには、日本

海の海水温、天気図、気象衛星による雲画像を根拠として説明でき

るとよい。

乾燥した空気がどのようにして水蒸気を含み、上昇気流を生じて雲を形成するのか、その後どのよう

な理由で雲が発達して大雪を降らせるのかについて時間の経過とともに起こる現象について考えられ

るよう生徒の理解を促した。 

多くの生徒は、シベリア高気

圧からの乾燥した冷たい空気

に、日本海からの水蒸気が加わ

り雲が発生する様子を図に書き

込んでいた（図８）。 

また、湿った空気が雲を発生

させると捉え、湿った空気のか

たまりである小笠原気団から水

蒸気が供給されるという既習内

容を想起する生徒も見られた。 

雲が生じる要因として、水蒸

気を含んだ空気が上昇すること

がポイントとなるが、日本海の

海水温のデータを根拠として、

暖かな海から水蒸気が供給さ

れ、その空気が上昇し雲が発生

したと説明する生徒も散見され

た（図９）。 

この段階では、時間の経過に

伴い、雲がどのように発達して

いったかについて捉えることが

できず、課題の解決には至って

いない状況であった。 

①実況天気

②気象衛星画像（日本周辺）

③気象衛星画像（東北）

④天気図

⑤雨雲レーダー

⑥アメダス（積雪深）

⑦アメダス（風向・風速）

⑧日本海の海水温

表２ 気象観測データ一覧 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ３ 思考を深める学習 

図９ 暖かな日本海から水が供給され雲ができたとするワークシート 

図８ 日本海から水蒸気がもたらされると示されたワークシート
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写真は、画面をキーボードから取り外し、グループのメンバー

に見せながら説明する様子である（図 10）。 

このように、グループでの話合いでは、自分の考えを根拠とな

る資料を示しながら説明する活動を行った。これまでの言葉だけ

の説明では伝えきれなかったことも、ワークシートに、事象の具

体的な様子の変化について、絵や矢印などを描画することによっ

て、図解として相手に伝えることができ、より説明に対する理解

が促された。 

グループでの話合いでは、「日本海の上で、上昇気流が生じて積乱雲ができたために大雪が降ったん

だと思います。」や「冷たい乾燥したシベリア高気圧からの風に、湿った小笠原気団からの風がぶつかっ

て雲ができて大雪が降るのだと思います。」などの意見が交わされていた。この活動を通して、自身の考

えに確信をもったり、逆に考えを修正したりするなどして事象の要因の解明に迫ることができていた。 

各グループでの話合いを経てまとめた意見を学級全体で共有を図った。グループの発表者のワークシ

ートを電子黒板に拡大表示し、各グループの代表が発表し、他者からの詳しい説明を受ける場を設けた

（図 11、図 12）。 

各グループ代表の発表を聞き、

教師から補足説明を受けてから、

自分の考えを修正する時間を設け、

確かになったこととして学習シー

トに記入した。話合いから気付い

たことを付け加えて自分の考えを

まとめることができた（図 13）。 

【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い 

図 13 学級発表後にまとめた学習シート 

図 10 グループで話し合う様子 

図 11 グループ代表が発表するようす 図 12 拡大表示したワークシート 
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【学習の成果】 

地球領域の指導においては、スケールが大きく長大な時間軸で起こる事象を取り扱うため、事象の

理解が不十分であったり、自分事として捉えることの難しさがある。大型提示装置を使って過去のニ

ュース映像を繰り返し視聴することで、教科書の紙面上の説明だけでは感じ得ない、時間の経過によ

る天気の移り変わる様子なども動画を用いることによって意識させることができた。 

この単元を学習するときにおいては、教科書に示された説明を範読し現象の様子と要因について教

師の説明を聞き、知識として覚える程度であったが、配付された気象観測データから根拠として活用

できるものを自ら選び、それを基に自分の考えをワークシートに書き込む活動を通して、自分の考え

を根拠を明確にしてまとめることができ、日本海側に大雪を降らせる要因に迫ることができた。 

これまで漠然と分からないことを理由にして話合いに消極的だった生徒も、全員に根拠となる気

象観測データが共有されていたため、それらが思考するきっかけとなり、全ての生徒が自分なりの

考えを持つことができた。グループでの話合いでは、自分の考えと他者の考えを比較し、自分にない

捉えをした生徒に質問をしながら自分の考えを修正し、課題の解決に向かおうとする姿が見られた。 

【指導上の留意点】 

１ 時間の経過に伴う気象要素の変化を捉える工夫 

  今回の実践では、特定の日の気象観測データ（静止画）を資料として用いた。地球領域における

理科の見方は時間的、空間的な視点で事象を捉えさせることにあるため、時間の経過とともに様子

がどのように変化していくかを気付かせる手立てが必要である。そのため、数日間の動画データを

用いた方がより効果的である。時間の経過とともに移り変わる雲の様子や、それに対応する天気図

の気圧配置の変化など、事象を捉える視点を明確にしてその後の気象の変化を予想できるように指

導していく。 

２ 空間的な広がりで事象を理解させる工夫 

冬の日本海側での大雪の要因について考える授業であったが、日本海側の「山地」に大雪が降る

とし、より具体的な地点を示すべきであった。生徒たちは、暖かな日本海から水蒸気を得て雲が発

生するという捉えはおおむねできていたが、強い季節風によって発生した雲が山地を上昇すること

でさらに発達し、大雪が降るという見解にまでは至らなかった。指導のポイントとして、日本海上

空から、奥羽山脈に至る空間の広がりを意識させ、地点ごとに雲の発達の様子や降雪の状況の違い

を考えさせる配慮が必要であった。 

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 

１ 一斉学習について 

２ 個別学習について 

３ 協働学習について 
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中学校 第３学年 理科 「化学変化とイオン」 

対象児童生徒 北上市立和賀東中学校 第３学年 ２クラス（68名） 

使用ソフト等 Google Classroom、 Google スプレッドシート 

端末環境 Chromebook  生徒機１人１台・教師機１台 

概要 本単元では、化学変化と電池について、イオンと関連付けて実験結果を分析し

て解釈し、化学変化における規則性や関係性を見いだして表現することに取り組

んだ。 

以下の三つの学習活動場面でＩＣＴを活用した。 

１ 教師が化学変化と電池に関する事象について、画像を拡大提示しながら学級

全体で共有することで、生徒が問題を見いだしたり、実験結果を分析したりす

ることができるようにした。 

２ 生徒が端末でイオンのモデルを操作することで、自分の思考を可視化し、学

習履歴を記録・保存しながら学習することができるようにした。 

３ 生徒が端末で各自の学習履歴を共有することで、化学変化と電池の仕組みを

イオンのモデルを用いて表現することができるようにした。

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省 
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Ａ１ 教師による教材の提示 

本単元では、主に化学変化と電池について、以下に示す演示実験や事象等の画

像資料を提示し、学級全体で共有しながら授業展開することで、事象を質的・実

体的に捉えながら問題を見いだしたり、実験結果を分析したりすることができる

ようにする。第５・６時については、次頁以降に掲載する。  

第１時の銅と硝酸銀水溶液の実験（銀樹）では、少しずつ銀色の固体が析出

し、無色透明の水溶液が青色透明に変化していく（図１）。この変化の様子を約

２時間撮影しておく。授業では、変化の様子をより明確に観察できるようにする

ために、撮影動画を早送りで再生して提示する。   

第４時では、金属のイオンへのなりやすさを調べる実験として、３種類の金属

と硫酸塩水溶液の反応を調べる実験を行う。実験結果の分析時は、金属の表面の

変化と水溶液の色の変化に着目して、結果を比較しながら問題を見いだすことが

できるようにするために、実験後の反応経過時間が異なる結果（水溶液の青色

は、開始２分後より30分後の方が薄い）を並べて示す（図２）。 

Ｂ３ 思考を深める学習 

本単元では、実験結果を分析して解釈し、視覚的に捉

えることができない化学変化をイオンのモデルと関連付

けて微視的に捉えて表現できるようにする。第１・３・

４時では金属のイオンへのなりやすさについて、第６時

ではダニエル電池の仕組みについて考察する。 

考察の場面では、あらかじめ粒子のモデルやダニエル 

電池等を図に示した Google スプレッドシートを活用する。生徒は、端末のモデルを操作することで、

自分の思考を可視化し、学習内容を記録・保存しながら学習できるようにする（図３）。 

Ｃ１ 発表や話合い 

考察の場面では、学習プリントや Google スプレッドシートに表現した互

いの考えを共有できるようにする。グループ内で考えを共有するときには、

個々のGoogleスプレッドシートを見せ合ったり、自分の端末で他人のGoogle

スプレッドシートを見たりできるようにする（図４）。その後、生徒の学習状

況に応じて、さらに共有が必要な場合は、グループ間又は学級全体で発表す 

る場面を設定する（図５）。この学習を通して、最初に自分で考

えた内容を基に、科学的な根拠に基づいて議論したり、電池の仕

組みを説明する内容を改善したりすることで、自分の考えをより

妥当なものにすることができるようにする。 

図３ 端末でモデルを操作

図５ 学級全体で発表 

図 ２  結果 

図１ 銀樹 

図４ 端末のシートを見せ合う 

２分後 30分後 

Ｂ３ 思考を深める学習 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体７時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重
点 

記 
録 

評価規準・評価方法 

１ 
・
２ 

○身の回りにはどんな電
池があるかを調べる。

○硝酸銀水溶液に銅線を
入れると、銅線の周り
に銀色の結晶ができる
現象を観察する。

○硝酸銀水溶液と銅の反
応を原子、イオン、電
子のモデルを用いて説
明する。

・どんな電池があるのかを調
べ、電池の仕組みに問題を見
いだすことで、単元の学習の
見通しをもつことができる
ようにする。

・硝酸銀水溶液に銅線を入れた
ときの観察結果を分析する
ことで、問題を見いだすこと
ができるようにする。

・反応を、モデルを用いて考え
ることで、銅の方がイオンに
なりやすいことを捉えるこ
とができるようにする。

態 

知 ○ 

【主体的】〔発言・行動観察〕 
硝酸銀水溶液と銅線の実験

に進んで関わり、その仕組みを
科学的に探究しようとする。 
【知・技】〔発言・記述分析〕 
硝酸銀水溶液と銅線の反応

の仕組みを、粒子のモデルと関
連付けて理解する。 

３ ○金属の種類によってイ
オンへのなりやすさに
違いがあるのかを確か
める方法を考える。

○金属のイオンへのなり
やすさを調べ、結果を
まとめる。

・身の回りの電池の仕組みを確
認し、金属の種類によるイオ
ンへのなりやすさの違いを
考えることができるように
する。

・実験計画を確認することで、
正しく安全に実験を行うこ
とができるようにする。

思 

知 

【思・判・表】〔発言・記述分析〕 
金属のイオンへのなりやす

さの順番を調べる計画を立て、
説明することができる。 

【知・技】〔行動観察・記述分析〕 
実験計画を基に正しく安全

に行うことができる。 
４ ○実験の結果を確認し、

結果から何が分かるか
を考察する。

○金属は種類によってイ
オンへのなりやすさに
違いがあることをまと
める。

・銅、亜鉛、マグネシウムの金
属の組み合わせの実験結果
を比較したり、モデルで表し
たりすることで、金属は種類
によってイオンへのなりや
すさに違いがあることの判
断ができるようにする。

思 

態 

○ 

○ 

【思・判・表】〔発言・記述分析〕 
結果を基に、金属のイオンへ

のなりやすさの順番を判断し、
説明することができる。 
【主体的】〔発言・記述分析〕 
金属のイオンへのなりやす

さについて、見通しをもった
り、振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとする。 

５ 
・ 
６ 
本
時 

○実験を観察し、水溶液
中の変化について、問
題を見いだす。

○ダニエル電池の実験を
行い、実験結果から分
かったことを考察し、
ダニエル電池について
説明する。

○ダニエル電池の内部で
どのような変化が起こ
っているか、実験結果
を基に、原子、イオン、
電子のモデルを用いて
考察する。

○モデルを用いて、ダニ
エル電池の基本的な仕
組みを説明する。

・電池に電子オルゴールをつな
いで観察することで、ダニエ
ル電池では、銅が＋極、亜鉛
が－極であること、化学変化
を利用して電気エネルギー
を取り出す装置が電池であ
ることを捉えることができ
るようにする。

・長時間使用したダニエル電池
の亜鉛板と銅板を観察する
ことで、電池の＋極および－
極では、原子とイオンの間で
電子の授受が行われている
ことを捉えることができる
ようにする。

・亜鉛板、銅板それぞれの表面
での化学変化や電子の移動
の向きなどに注目したり、既
習内容を想起したりするこ
とで、電池の仕組みを、モデ
ルを用いて表現することが
できるようにする。

知 

思 

態 

○ 

○ 

【知・技】〔行動観察・記述分析〕 
ダニエル電池を製作する実

験を正しく安全に行うことが
できる。 

【思・判・表】〔発言・記述分析〕 
電池の仕組みを、イオンのモ

デルを用いて考察し、＋極、－
極での変化を中心に説明する
ことができる。 

【主体的】〔記述分析〕 
電池の基本的な仕組みにつ

いて、見通しをもったり、振り
返ったりするなど、科学的に探
究しようとする。 

７ ○電池と化学変化の関連
について、マンガン電
池内部の変化から問題
を見いだす。

○身の回りにはさまざま
な電池があり、化学変
化を利用していること
についてまとめる。

・一次電池、二次電池、燃料電
池について触れながら、単元
の始めに見いだした問題（電
池の特徴や仕組みなど）がど
のように解決されたかを振
り返り、学習の有用性を実感
できるようにする。

知 【知・技】〔記述分析〕 
身の回りにはさまざまな電

池があり、生活の中で使用され
ていることを理解する。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第５、６時） 

本時の目標 実験結果を基に、電池の仕組みをイオンのモデルを用いて考察し、＋極、－極での変

化を中心に説明することができる。 

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等） 

導
入 
10 
分 

１ 既習事項を想起し、実験を観察する。 

２ ダニエル電池の模式図と学習課題を
把握する。 

・銅と亜鉛では亜鉛の方がイオンになりやすいことを粒
子モデルと関連付けて想起することを促す。

■ Chromebook ［Ａ１］
ダニエル電池でモーターが回転する実験を提示し、水溶
液中の変化に問題を見いだすことができるようにする。

・ダニエル電池の模式図を示すことで、導線を移動する電
子と、金属イオンへのなりやすさの違いに着目し、電池
の仕組みについて考えることができるようにする。

展
開 
75 
分 

３ ダニエル電池を製作し、実験する。 
４ 結果を整理し、考察する。 
・考察１：＋極と－極の金属は何か
・考察２：導線を移動する電子の向き

はどうなっているか 
・考察３：金属の表面の様子はどうな

っているか 

５ ダニエル電池を長時間使用したとき
の亜鉛板と銅板の変化を観察する。 

６ 結果から分かったことをまとめる。 

電流が流れているとき、電池の内部 
では化学変化が起こっている。 

７ ダニエル電池の内部の変化につい
て、実験結果と既習事項を、ダニエル電
池の模式図を用いてイオンと関連付け
ながら考察する。 

（１）考察１～３を全体で確認する。
（２）自分で考える。
（３）グループで共有する。
（４）グループ間又は学級で共有する。
８ まとめる。

亜鉛板に生じた電子は導線を通って 
銅板へ移動しているので、亜鉛板が－ 
極、銅板が＋極となる。－極の亜鉛板 
では、亜鉛原子が電子を失って、亜鉛 
イオンになってとけ出す。＋極の銅板
では、水溶液中の銅イオンが銅板表面
で電子を受け取って銅原子になる。

・金属板の表面の様子と電子オルゴールのつなぎ方に着目
することを促し、実験結果を整理し、考察できるように
する。

◇ダニエル電池を製作する実験を正しく安全に行うこと
ができる。【知・技】

・ダニエル電池の模式図を再確認し、実験結果と既習事項
を、イオンと関連付けたダニエル電池の内部の変化につ
いて、改めて問題を見いだすことができるようにする。

・電池の仕組みをモデルで表す際の見通しをもつことがで
きるようにするために、考察１～３を確認する。

■ Chromebook ［Ａ１］
電池を長時間使用した後の亜鉛板と銅板の変化を示し、
電池の内部の化学変化を捉えることができるようにす
る。

■ Chromebook ・プロジェクター・スクリーン
［Ｂ３］［Ｃ１］

・自分の学習履歴を記録及び保存するように促す。
・グループで学習履歴を共有及びグループ間又は学級全体
で、あらかじめ自分で考えた内容を基に、科学的な根拠
に基づいて議論したり、電池の仕組みを説明する際に必
要な部分を追加したり修正したりしながら、自分の考え
をより妥当なものにすることができるように促す。

◇電池の仕組みを、イオンのモデルを用いて考察し、＋極、
－極での変化を中心に説明することができる。
【思・判・表】

◇電池の基本的な仕組みについて、見通しをもったり、振
り返ったりするなど、科学的に探究しようとする。
【主体的】

終
末
15 
分 

９ 学習を振り返る。 
・「電池の仕組みについて、モデルを用

いて説明する学習を通して考えたこ
と」を視点に学習を振り返る。 

・電池の仕組みについて、ダニエル電池の実験結果を基に、
デルを用いて考える学習活動の中で、見通しをもったり、
り返ったりしていた活動の様子を取りあげる。

【学習課題】ダニエル電池の中ではどのような変化が起こっているのだろうか 

＜学習の振り返り例＞ 

ダニエル電池の変化について、イオンのモデルを用いて説明できなかった部分があり困った

けど、周りの人の説明を参考にして、最後は自分でモデルを用いながらダニエル電池の仕組み

を説明できるようになった。 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第５、６時）  ※丸数字は活動順を示す。

実験中には捉えられない数日後の金属板の変化の様子

を撮影した映像を提示する。金属の変化を時間の経過と

ともに捉えることができるようにするために、以下の①

～⑤の順に学習活動を展開した。 

＜指導過程の学習活動１・２について＞ 

① 図６に示す既習事項の考察内容を提示することで、

生徒がイオンへのなりやすさについてモデルと関連付

けて想起することができるようにした。 

② 第３時の金属のイオンへのなりやすさの実験結果を

提示し、硫酸亜鉛水溶液と亜鉛、硫酸銅水溶液と銅を

実験すると、どんな変化が生じるかを問いかけた。生

徒から、「金属原子と水溶液中の金属イオンは同じ金属

だから変化しない」という意見が出た。この後、図７に

示す水溶液と金属の反応を調べる動画を提示し、学級

全体で変化しないことを確認した。 

③ 亜鉛と銅、硫酸亜鉛水溶液と硫酸銅水溶液を用いて、

亜鉛板と銅板とモーターを接続するとどうなるかを問

いかけた後、この変化の動画を提示し、学級全体でモ

ーターが回転することを確認した。 

④ 図８に示す電池の模式図を提示し、電池内のセロハ

ンや素焼き板の役割を説明することで、生徒が電池の

内部の水溶液・金属・イオン・原子・電子に着目し、電 

図６ イオンへのなりやすさ 

図７ 反応を調べる実験動画 

図８ 電池の模式図 

池内部の変化について考えることができるようにした。 

＜指導過程の学習活動５について＞ 

⑤ ダニエル電池を使用する前と長時間使用した後の金属板の変

化を捉えやすくするために、動画で２日後及び図９に示す写真で

４日後の変化を提示することで、生徒が電池の内部の化学変化に

ついて考えることができるようにした。図10は第６時終了後に生

徒が提出した学習シートである。 

図10 第６時終了後の学習プリント 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

結果ａ 結果ｂ 

結果ｄ 結果ｃ 

考察② 
考察① 

説明① 

説明② 

  亜鉛 銅  

４日後

の変化 

変化前 

図９ 変化の様子 
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【Ｂ 個別学習】 Ｂ３ 思考を深める学習（第６時） 

＜指導過程の学習活動７について＞ 

ダニエル電池の内部の変化について、電池の模式図を用いてイオンと関連付けながら説明すること

ができるようにするために、図11に示す学習プリント（以下「プリント」という）と図12に示すGoogle

スプレッドシート（以下「シート」という）を使用する。プリントとシートの共通点は、実験で使用

した金属と水溶液を背景としていること、相違点はシートでは原子・電子・イオン等のモデルを自由

に動かすことができることである。このシートをGoogle Classroomで個別に配付し使用する。 

始めに、考察１～３（指導過程の学習活動４を参照）を踏まえて、個人の考察をプリントに記入す

るように促し、その後にグループ内で共有することを伝えた。また、共有する際は、モデルを用いて

可視化しながら説明できるようにするために、モデルを動かし、説明に必要な幾つかの場面づくりを

するように促した。生徒は、プリントとシートを用いることで、理科の見方・考え方を働かせ、実験

結果と既習事項及びイオンや電子等のモデルと関連付け、考えを可視化しながら学習を進めた。 

図11と図12は、個人の考察後に、グループ内での共有が終わった後の記載内容である。プリントと

シートの内容を照らし合わせてみると、図中の矢印で示したように、電池内部の化学変化について、

実験結果を基にモデルを用いて表現できていることが分かる。 

図11 学習プリント 

図12 原子・電子・イオン等のモデルを自由に動かすことができる Google スプレッドシート 

考察３ 

考察２ 

結果 
結果 

考察１ 
考察１ 
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【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第６時） 

＜指導過程の学習活動７について＞ 

〇考えを共有する方法について 

グループ内での考えの共有を、端末画面を用いて図13に示すシー 

トを各グループで見せ合ったり、各自の端末画面で他人のシートを

見たりする方法で実施した。 

各自の端末画面で他人のシートを見る方法を図13で説明する。こ 

のシートは共同編集ができるので、切り替えタブを４人分（Ａ～Ｄ 

さん）作成する。ＡさんがＢさんのタブをクリックすると、Ａさん 

の端末画面には、Ｂさんのシートが映り閲覧できようになる。 

下のプロトコルは、シートを用いて電池の仕組みを表現する   

活動に取り組んでいる３人の様子である（図14）。下の［ ］内には生徒の活動を記載する。  

［ＡさんはＢさんの端末画面を見ながら、Ｂさんに説明している。］ 

Ａさん：電子を銅イオンに移す。 

［ＢさんはＡさんの説明を受けた後、イオン等の

モデルを動かしながら図を作成している。］

Ｂさん：じゃあ、どっちも、これになる（銅原 

子を指で示す）。なるほどね。 

［このやりとりを、Ｃさんは自分のＰＣでＢさん 

のシートを見ながら、Ｂさんに説明している。］ 

Ｃさん：これは、元からあったものじゃないから 

隣に付ける（銅原子を銅板に付ける）。 図14 電池の仕組みを表現している様子 

〇個々やグループの実態に応じた生徒への支援について 

電池の内部の変化を、実験結果と既習事項を関連付けて考えることができるようにするために、

電子の移動の向き、電子の授受、金属のイオンへのなりやすさの違い等を生徒に問うことで既習事

項の想起を促した。表１に、支援の一部①～⑥を示す。  

表１ 支援の一部 

支援の一部 生徒の発言 既習時期 

①電子オルゴールの実験から＋極は？－極は？ 銅板、亜鉛板 第５時 

第２学年 ②＋極、－極が分かると、電流と電子の向きは？ ＋極から－極の方向、電流と逆向き 

③金属板をモデルで表すとき、どのモデルを使う？ 銅原子、亜鉛原子 

第３時 

第４時 

第５時 

④水溶液中のイオンをどのモデルで表す？ 硫酸亜鉛水溶液だから亜鉛イオンと 

硫酸イオン 

⑤亜鉛の表面の変化は？亜鉛原子がどうなる？ 溶けて亜鉛イオンになる 

⑥銅の表面の変化は？どうして？ 銅が現れる 

水溶液中の銅イオンが銅原子になる 

図15は、前頁の図11・12 

を記載した生徒の本時の振 

り返りの内容である。図11 

・12・15の内容を併せて分

析すると、生徒はモデルを

用いて自分の考えをまとめ、 

他の人に説明する活動を通

して、電池の仕組みを理解

できたことを自覚している

と判断できる。
図 15 授業の振り返りの内容 

図 13 シート
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【学習の成果】 

１ 一斉学習について 

実験結果を比較し、問題を見いだすことにつなげることができた 

教材を提示し、金属板の変化を捉えやすくしたことで、図10に示すように、２日後の結果（結果ａ

と結果ｂ）、４日後の（結果ｃと結果ｄ）をそれぞれ比較することができるようになり、さらに電池

内部の変化について問題を見いだすことができるようになった。また、考察①、②のように、実験結

果をイオンと関連付けて分析し、表現できるようになった。 

２ 個別学習について 

電池内部の変化について、モデルを用いて可視化しながら考察することができた 

図11の学習プリントと図12のシートの表現内容を分析すると、電池の内部の変化について、亜鉛と

銅のイオンへのなりやすさを質的・実体的な視点で捉え、実験結果と既習事項及びイオンや電子等の

モデルと関連付けながら表現することができるようになった。更に図12に示すように、ダニエル電池

の仕組みを説明する過程を記録・保存しながら学習を進めることができるようになった。また、図10

の説明①、②のように、生徒は矢印を使いながら図示し、プリントで説明する際にモデルを動かしな

がら考察した内容を表現することができるようになった。 

３ 協働学習について 

各グループ内で学習状況に応じた共有方法で互いの考えを共有し、考察することができた 

考察の場面では、各グループが端末画面を見せ合ったり、各自の端末画面で他人のシートを見たり

しながら取り組んだ。その後、学級全体での発表を行ったことで、自分の考察内容を振り返ることが

できた。また、図10～12は、第６時終了後の学習履歴であるが、記入内容を分析すると、電池の仕組

みをイオンのモデルを用いて考察し、＋極、－極での変化を中心に説明することができている状況で

あると言える。 

【指導上の留意点】 

４ モデルや言語で説明する活動場面での生徒に対する指導の手立てについて 

表２は、図11、図12の表現内容を分析した表現類型である。表現類型１～３に当てはまる２割強の

生徒の表現内容を更に分析すると、図11には実験結果を確認し記録できているが、考察１～３の内容

と図12のモデルと関連付けて表現することに困難を感じていることがわかる。 

表２ 図11、図12の表現内容を分析した表現類型 

表現類型 ダニエル電池の仕組み（第５、６時） ※生徒 68 名 割合 

１ 金属原子及び水溶液中のイオンのみを表現している。 5.9％ 

２ １と「亜鉛原子は電子を失って、亜鉛イオンとなること」を表現している。 4.4％ 

３ ２と「亜鉛板に残った電子は導線を通って銅板へ移動すること」を表現している。 11.8％ 

４ ３と「水溶液中の金属イオンは電子を受けとって金属原子となる」を表現している。 77.9％ 

授業改善を図るために、個別の支援として、「模式図やイオンのモデルの意味を確認する（類型１）」、

「＋極に電子を受け取るものと－極に電子を渡すものの存在に気付く（類型２・３）」、「電子の移動す

る向きを確認する（類型３）」、「金属のイオンへのなりやすさの違いに気付き、その上でどちらがイオ

ンになりやすいかを判断する（類型２～４）」等を各々ができるように、個々の生徒の困難さの実態に

応じた取組を大切にする。 

※本実践で使用した教材提示データ（モデル、動画等）を提供します。アクセス箇所は以下の通

り。岩手県立総合教育センターWeb ページ ＞ トップメニューの「研究」 ＞ 教科研究の「理科」内

URL http://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/104rika.html

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 
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中学校 第３学年 外国語科 「書くこと ウ」 

対象児童生徒 山田町立山田中学校 第３学年 ２クラス（54名） 

使用ソフト等 Google Classroom、Google Jamboard 

学習者用・教師用デジタル教科書 

端末環境 Chromebook 生徒機１人１台・教師機１台 

概要 本単元では、「社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、

考えたことや感じたこと、その理由などを簡単な語句や文を用いて書くこと

ができる。」を目標に設定し、読んだことを基に自分の考え等を書く領域統合

型の言語活動を行った。複数の領域を統合した言語活動を行う際に想定され

るつまずきを軽減できるように、以下の場面で生徒が必要に応じてＩＣＴを

活用できるようにした。 

１ 聞いたり読んだりした内容を理解する場面 

２ 聞いたり読んだりして理解したことを基に自分の考えをもったり、思考 

を整理したりする場面 

３ 思考を整理したものを基に考えを英語で表現する場面 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020 年６月 文部科学省 
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以下のような場面で、生徒が必要に応じて活用できるようにする。 

１ 英語で書かれた文章を読む際、既習の知識を活用したり推測したりしても読めない単語や意味

の分からない単語がある等、内容を把握することに支障をきたす場合に、検索機能を用いて発音

や意味を調べることができるようにする。 

２ 考えを英語で話したり書いたりする際、既習表現を使ったり、内容をかみ砕いて易しく言い換

えたりしても、伝えたい内容を表現することが難しい場合に、検索機能を用いて語彙や表現を調

べることができるようにする。 

３ 学習者用デジタル教科書を用いて学習する際、生徒が各自のペースで再生スピードを調節した

り、繰り返して聞いたりできるようにする。また、理解の状況に応じて、音声を聞きながら文字を

読んだり、内容を確認しながら音読したりすることができるようにする。 

Ｂ１ 個に応じた学習 

読み取った内容を基に自分の考えを話したり書いたりする際、読み取った内容だけでは考えをも

つことが難しい場合に、生徒が必要に応じてタブレットで内容を補足する情報を検索し、収集した

情報を基に内容に関する理解を深めて考えをもつことができるようにする。 

Ｂ２ 調査活動 

単元の導入時に、生徒が学習内容に興味・関心をもてるように、 

教材を提示したり題材内容に関連する動画を視聴したりする。ま 

た、教科書の内容について生徒と確認する際、教師用デジタル教 

科書の本文や図表を大型テレビで提示し、本文に線を引いたりポ 

イントとなる事項を書き込んだりしながら確認する。

Ａ１ 教師による教材の提示 

 Google Jamboard の付箋機能を活用して指導者が作成した思考ツールを用いることで、読み取っ

た内容や自分の考えを整理することができるようにする。また、考えを整理した思考ツールを基に

ペアを替えて複数回伝え合う（ペア交流）ことで、多様な視点を得て内容面や言語面での改善を図り

ながら話すことができるようにする。その後、考えを整理した思考ツールとペア交流で得た視点を

基に改善して英語で書くことで、読んだことを基に考えを書くことができるようにする。 

Ｂ３ 思考を深める学習 

読み取った内容や自分の考えを整 

理した思考ツールを示しながら伝え 

合うことで、考えを交流することが 

できるようにする。また、ペア交流 

を繰り返す中で、思考ツールに考え 

を書き加えたり話す順序を替えたり 

して、改善しながら話すことができ 

るようにする。 

Ｃ１ 発表や話合い 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体８時間） 

時 ねらい（■）、言語活動等（丸数字） 知 思 態 備考 

１ 

■単元の目標と学習内容について理解し、自己目標を設定する。

①児童労働に関する英文を読み、自分の考えを書く。（読む→書く）

【パフォーマンス課題（事前）】

②単元のゴールの活動を理解する。

③単元の自己目標を設定する。

２ 

■主格の関係代名詞の働きや構造について理解する。

①２ヒントクイズを通して、人やものについて詳しく説明する。

②主格の関係代名詞の働きや構造について、様々な例を通して気付く。

③①②を通して理解したことを自分の言葉でまとめる。

３ 

■古代のチョコレートの特徴についてペアに伝える。

①聞いたり読んだりして、概要や要点を把握する。

②キーフレーズを基に古代のチョコレートの特徴について話したり書いたり

する。（読む→書く）

４ 

■チョコレートの歴史について、一番驚いたことをペアに伝える。

①歴史など時系列で書かれた文章を読み取る際に注目すべき点について考え

る。

②①で確認した目的に応じた読み方をしながら、要点を読み取る。

③キーフレーズを基に、チョコレートの歴史について一番驚いたことやその

理由を話したり書いたりする。（読む→書く）

５ 

■フェアトレードの良い点やフェアトレードについての自分の考えを書く。

①段落ごとに書かれている内容にふさわしいタイトルを考えることで、概要

を把握する。

②読み取ったことを基に、フェアトレードの良い点やフェアトレードについ

ての自分の考えを話したり書いたりする。（読む→書く）

○ ○ 

６ 

本

時 

■教科書とは別の英文（フェアトレードの良い点についての文章）を読み、

フェアトレードの良い点やフェアトレードについての自分の考えを書く。

①これまで学習してきた読み方を基に、要点を把握する。

②読み取ったことを基に、フェアトレードの良い点やフェアトレードについ

ての自分の考えを話したり書いたりする。（読む→書く）

７ 

■おすすめのフェアトレード製品について紹介するメッセージボードを作成

する。

①これまでフェアトレードの良い点について読んで理解してきたことやそれ

を通して考えてきたこと、また、紹介したいフェアトレード製品について

やり取りしたり調べたりしたことを基に、紹介文とともにメッセージボー

ドを作成する。

○ ○ 

８ 

■友達のメッセージボードを読み、内容や英語表現について学び合う。

■単元の学習を振り返り、できるようになったことやこれから頑張ることを

書く。

①メッセージボードを読み合い、紹介文の良かった点についてコメントを書

く。

②児童労働に関する英文を読み、自分の考えを書く。（読む→書く）

【パフォーマンス課題（事後）】

③単元の学習を振り返り、できるようになったことやこれから頑張ることに

ついて書く。

○ ○ 

後

日 
ペーパーテスト ○ 

記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
た
だ
し
、
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
見
届
け
て 

指
導
に
生
か
す
こ
と
は
毎
時
間
行
う
。
活
動
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
。

(○)
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第６時） 

本時の目標 フェアトレードについて書かれた文章を読み、フェアトレードの良い点やフェアトレード

についての自分の考えを書くことができる。 

〇指導過程 
学習活動 指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

導

入 

５ 

分 

１ 紹介したいフェアトレード製品のおすす 

めポイントについてやり取りする。 

２ 学習課題を把握する。 

（１）教師とのやり取りを通して、前時の内

容について復習するとともに、本時に学

習する英文の内容への興味をもつ。

・宿題で調べてきたメモを基に、知っている単語や表現で伝えることが

できるようにする。画像があれば、タブレットで製品の画像を見せな

がら伝える。

■大型テレビ、タブレットＰＣ

発表や話合い［Ｃ１］

展 

開 

40 

分 

３ フェアトレードの良い点について読み取 

る。 

（１）本文を読んで、フェアトレードの良い点

が書かれているところに線を引く。 

（２）教師の範読を聞きながら、再度確認する。 

（３）ペアで確認する。

（４）全体で確認する。

４ フェアトレードの良い点やフェアトレー 

ドについての自分の考えを書く。 

（１）個人のペースで音読練習をする（教師が

範読した音声データを活用）。 

（２）思考ツールに示されたキーフレーズを基

に、フェアトレードの良い点についてペア

で伝え合う。中間指導を参考に、内容面・

言語面での改善を図りながらペアを替え

て複数回行う。 

（３）（２）の内容にフェアトレードについて

の自分の考えを加えて、ペアで伝え合う。

中間指導を参考にしながら、内容面や言語

面での改善を図りながら行う。 

（４）（３）で伝え合ったことを基に、フェア

トレードの良い点やフェアトレードにつ

いての自分の考えをワークシートに書く。 

 

・教科書とは別の英文を読み、フェアトレードに関連する事柄への理解

を深めることができるようにする。

・読めない単語や意味が分からない単語は、辞書やタブレットを使用し

て調べてもよいことにする（一字一句調べるのではなく、内容把握に

支障をきたすような場合に調べる）。

■タブレットＰＣ

個に応じた学習［Ｂ１］

・生徒とのやり取りの中で出てきたキーフレーズを用い、その後の活動

につなげられるようにする。

・発音が分からない単語は、必要に応じてタブレットで調べることがで

きるようにする。

■タブレットＰＣ

個に応じた学習［Ｂ１］

・キーフレーズを頼りに伝えることで、どんなことをどのように表現す

ればよいか、思考・判断できるようにする。

・考えをもつことが難しい場合には、内容を補足する情報を収集するな

どして、考えがもてるようにする。

■Google Jamboard

思考を深める学習［Ｂ３］

発表や話合い［Ｃ１］

個に応じた学習［Ｂ１］

調査活動［Ｂ２］

・英語で話したり書いたりする際、必要に応じてタブレットで英語表現

を調べることができるようにする。その際、文全体を翻訳するのでは

なく、単語レベルで調べるように伝える。

■タブレットＰＣ

個に応じた学習［Ｂ１］

終

末 

５ 

分 

５ 学習を振り返る。 

（１）これまでの取組と比べて、できたことや、

改善したいことを振り返りシートに書く。 

（２）宿題を確認する。

本時の帯活動でフェアトレード製品のお

すすめポイントを伝えてみて、さらに必要

だと思った情報や表現について調べてく

る。

フェアトレードの良い点やフェアトレードについての自分の考えを書こう。

《学習の振り返り例》 

 前回に比べて、つなぎことばに注目しながらだいたいの内容を読むことができた。フェアトレードの良い点について

理解できたので、メッセージボードを作るときにも、このことに触れて書けるようにしたい。 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第４時） 
教科書本文の提示 
教科書本文に書かれている内容（本時では、チョコレートの歴史）を読み取る際、時間や順序を表

す表現、数字などの時間的順序を示す語に着目して情報を読み取ればよいことを全体で確認した。そ
の後、生徒はそのような時間的順序を表す表現が本文中のどこにあるかを探して線を引いた。個人で
線を引いた箇所をペアで確認した後に全体で確認する際、教師用デジタル教科書を大型テレビで提示
したものに、線を引いたりポイントとなる事項を書き込んだりしながら確認した。生徒は、個人で線
を引いた時には見付けられなかった語や表現を再度確認しながら各自の教科書に線を引いたり書き
込んだりした。生徒の教科書と同じ画面を表示したものに線を引いたり書き込んだりしたため、生徒
はどの語や表現に線を引くのかをすぐに確認することができていた。 

【Ｂ 個別学習】 

Ｂ１ 個に応じた学習（第１、３～８時） 
（１）聞いたり読んだりした内容を理解するための語彙・表現の検索 
教科書の本文や教科書以外の初見の英文を読む際、既習の知識を活用し 

たり推測したりしても読めない単語や意味の分からない単語がある等、内 
容を把握することに支障をきたす場合に、生徒は検索機能を用いて発音や 
意味を調べることで、内容を読み取ろうとしていた（図１）。 
（２）英語で考えを話したり書いたりするための語彙・表現の検索 
読み取ったことを基に考えを英語で話したり書いたりする際、既習表現 

を使ったり、内容をかみ砕いて易しく言い換えたりしても、伝えたい内容 
を表現することが難しい場合に、生徒は検索機能を用いて語彙や表現を調
べながら、話したり書いたりしていた。授業では、フェアトレードの良い
点の一例として“Children don’t have to work.”という表現を取り上げたが、
検索機能を用いて“Children can go to school without working.”と表現して
いる生徒もおり、多様な表現を学ぶことにつながっていた。 
（３）学習者用デジタル教科書の活用 
 学習者用デジタル教科書を用いて学習する際、生徒が各自のペースで学習することができるようにし
た。以下のような場面で、生徒は各自の必要に応じた使い方をしていた。 
ア 音声を聞きながら本文を読む
教科書本文の内容を理解する際、文字を読むことが苦手なために内容を読み取ることが難しい場合

に、生徒が必要に応じて音声を聞きながら本文を読むことができるようにした。読み上げられる音声
に合わせて、英語の文字の色が変わるため、生徒は今どこが読まれているのかを確認しながら音声を
聞くことができた。生徒は、各自の必要に応じて音声を聞きながら内容を理解しようと取り組んでい
た。 
イ 個人のペースで音読練習をする
読み取った内容や自分の考えについて話す活動を行う前

段階として音読練習を行う際に、生徒が各自のペースで行 
うことができるようにした。本文の内容や発音など各自の 
必要に応じて再度確認することができ、その後の話す活動 
に臨むことができる。本実践では、再生スピードが選べる 
こと（遅い、普通、速い）とチャンク機能（文中の意味の 
切れ目に区切り線を表示）について最初に紹介した。生徒 
は、コントロールバーから選択して次のような活用をして 
いた。 

図３ 語句にマーカーを引く 

図２ 日本語の意味を確認しながら聞く 

図１ 語彙・表現を検索する

①再生スピードを遅くして聞く。
②聞き取れない所や分からない所を繰り返して聞く。
③日本語の意味を確認しながら聞く（図２）。
④アニメーション動画を見て内容を確認しながら聞く。 
⑤チャンクを確認しながら音読する。
⑥モデル音声を聞いたあとに、リピートする。
⑦モデル音声を聞きながらオーバーラッピングする。
⑧ポイントとなる語句にマーカーを引く（図３）。
⑨英文表示を消して、自分で日本語の意味を書き込む。 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 
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図６ 付箋機能を使って考えを加える 図７ 出だしや接続詞をテキストボックスに

入力する 

 音読練習の時間が始まると、すぐに音読を始める生徒もいれば、①や②のような使い方で始めに正し
い読み方をインプットする生徒、③や④のような使い方で内容を再度確認しながら聞く生徒など、各自
の必要に応じた使い方をしていた。また、⑤⑥⑦のように生徒が練習方法を選択しながら行っていた。
⑧の使い方をしていた生徒は、内容を読み取る際に全体で確認した時間的順序を表す語句（in the 16th

century, in 1847, After that など）を赤色のマーカーで引き、動詞を黄色のマーカー、接続詞を緑色のマ
ーカーで引くなどしていた。この生徒は、別の時間には⑨の使い方をしており、音読練習にとどまらな
い活用をしていた。級友の様々な使い方を全体で共有することで、学び方を知る機会にもなっていた。 

Ｂ２ 調査活動（第１、５～７時） 
（１）内容を補足する情報を収集する 
 読み取った内容を基に自分の考えを話したり書いたりする 
際、読み取った内容だけでは考えをもつことが難しい場合が 
ある。そこで、必要に応じて内容を補足する情報を収集する 
ことで考えをもつことができるようにした。本実践では、第 
１時に初見の英文を読んで、文中の問いかけに対する考えを 
コメント欄に英語で簡潔に書くという活動を行った。本文中
にフェアトレードについて言及している内容があり、フェア
トレードについて検索することでコメントを書くための考え
をもとうとしている生徒もいた（図４）。第５・６時ではフェ
アトレードについて書かれた文章を読み取り、フェアトレー
ドの良い点やフェアトレードに関する自分の考えを書く活動
を行った。その際にも、フェアトレードについて理解を深め
るために、フェアトレードについての情報を検索し収集する
生徒もいた。単元のゴールの活動では、フェアトレードにつ
いて学校内外の様々な人に関心をもってもらえるようにメッ
セージボードを作成する活動を行った。その際、おすすめの
フェアトレード製品を紹介するために、フェアトレード製品
とそのおすすめポイントについて情報を収集した。このこと
により、実際にどのようなフェアトレード製品があるのかや、
そのフェアトレード製品の良さ（生産者や消費者の健康に良
い製法で作られていることなど）を知って、メッセージボー
ドの作成につなげている生徒もいた（図５）。

Ｂ３ 思考を深める学習（第３～６時） 
（１）読んだことを基に内容や自分の考えを整理する 
教科書本文や初見の英文を読んだことを基に自分の考えを書く言語活動を行う際、その前段階として

考えを整理したものを基にペアで伝え合う段階を設けた。その際、Google Jamboard の付箋機能を活用
して指導者が作成した思考ツールを用いることで、読み取った内容や自分の考えを整理したものを見な
がら話すことができるようにした。生徒とのやり取りの中で出てきたキーフレーズを用いた思考ツール
を生徒個々に Google Classroom を通じて課題配信した。生徒は思考ツールを使いながら、どの内容を
どの順序で話すか考えた。読み取った内容から考えたことを付箋機能を用いて書き加えている生徒もい
た（図６）。また、出だしの言い方や、伝えたい内容を順序立てて話すための接続詞をテキストボックス
で入力して加えている生徒もいた（図７）。 

（２）考えを整理したことを基に英語で書く 
 思考ツールを用いて伝える内容や考えを整理したことを基にペアを替えて複数回伝え合った後に、話
したことを英語で書いてまとめた。生徒は、思考ツール上のキーフレーズを参考にしたり、自分が話し
た内容やペアの相手が使っていた表現を思い出したりしながら書いていた。伝えた内容が一つであった 

図５ 収集した情報を基にメッセージボード

を作成する（原文ママ）  

図４ 内容を補足する情報を収集する 

製品の画像 
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としても何度も口にして話したため、生徒はすぐに英語で書くことができていた。表１の下線①の内容
は、やり取りの中で二文で話していた内容であったが、本文を確認しながら書いたため、接続詞 If を用
いて一文で書いている。言語面での正確さに目を向けて書くことができたと考えられる。下線②は、ペ
ア交流４回目を終えて、書く活動に入る際に、指導者が make A B を使って表現している生徒がいたこ
とを紹介したことにより、make A B の表現を取り入れて書き加えていた。

【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第３～６時） 
（１）考えを整理したものを基にペアで伝え合う 
 Ｂ３（１）で伝えたい内容や考えを整理した思考ツールを手がかりにして、ペアを替えて複数回伝え
合うことで、多様な表現を学ぶことができるようにした。また、中間指導を挟みながら行い、内容面や
言語面での改善を図りながら話すことができるようにした。生徒は文で話すにはどうすれば良いのか、
接続詞などを用いて順序立てて話すにはどうすれば良いのかなど試行錯誤しながら取り組んでいた。何
をどのように話せばよいか困っている生徒には、キーフレーズの中から話せそうなものを一つ選んで、
まずはそのことについて話せるように取り組んでみるよう声をかけた。複数回行うことで、初めはキー
フレーズだけで話していたことを文で話せるようになったり、複数の項目について話せるようになった
りした生徒もいた。表２は、ある生徒の発話内容の変容について記録したものである。キーフレーズを
見ながら、どのような構成で、どのような英語表現で話せばいいのか、諦めずに試行錯誤しながら取り
組んでいる。ペア交流４回目では、多くの人がフェアトレード製品を買うことで多くの子供が学校に行
けること、そのことによって読み書きができること、そのことでより良い職業に就くことができること
を最初に比べてスムーズに話せるようになっている。また、指導者の発言（下線③）を受けて、自分の
考えを加えて話そうとしている（下線④）。キーフレーズを見ながら話すことを複数回行うことで、話す
内容や英語表現を改善しながら話していることが分かる。話した内容は、表１のように書くことにつな
がった。

表２ 考えを整理したものを基にペアで伝え合う活動における生徒の発話内容の変容（下線は筆者） 

（活動開始前） 
Ｓ１：Many people buy the (.) If many people buy the (.) fair trade chocolate, 
【ペア交流１回目】 
Ｓ１：Many people buy the fair trade chocolate,だから(.)many people buy the fair trade chocolate, 

えっと、so people(.)（シートを見て）so people can get more money.  More money (.)えっと 
More money のあと、何言ったらいいか分からない。Because companies pay fairly. 

【ペア交流２回目】 
Ｓ１：If you あ、If many people buy the fair trade chocolate,(.) children can go to school. 

Many people buy fair trade chocolate, so children can go to school.  They can read and write. 
【ペア交流３回目】 
Ｓ１：Many people buy the fair trade chocolate, so children go to school. えーと、children can go 

to school. (.) They can read and write.  They can read and write.   They can have a better 
job in the future. 

（１分間の作戦タイム） 
Ｔ ：本文を見て確認したり、言いたい表現を検索したり、言えそうな人は次、自分の考えをプラ

スして言えるといいかな。
Ｓ１：どうしたらいいんだろう。（思考ツールのキーフレーズを動かしながら考えている） 
【ペア交流４回目】 
Ｔ ：考えを入れてできそうかな？誰か I think で言ってたっけな。③ If we buy fair trade goods, 

とかでスタートしていた人もいたね。 
Ｓ１：Many people buy fair trade chocolate, so many children go to school.  Many children can go 

to school, they can read and write. えー、They can read and write,えー、they can have a better 
job.  I think children (.) children (.) I think go to (.) children (.) they can happy.④  

（原文ママ） 
(.)は、「短い間」を表す 

If many people buy “fair trade” chocolate, so many children can go to school.  If many children can 

go to school, they can read and write.  If they can read and write, they can have a better job in the 

future.①  I hope they make smile fair trade.②   （原文ママ） 

表１ 話したことを基に英語で書く場面の生徒のワークシート記述内容（下線は筆者） 
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図10 思考を整理して表現するための Google Jamboard 

の有用性に関するアンケート結果 

関するアンケート結果

図８ 検索機能の有用性に関するアンケート結果 

【学習の成果】 
１ 一斉学習について 
単元の導入時に、題材内容に関する教材や動画を提示することで、生徒は学習内容に興味・関心をも 

って取り組むことができた。また、教科書の内容について生徒と確認する際、大型テレビで提示した教
師用デジタル教科書の画面に下線を引いたり書き込んだりした。そのことにより、生徒はどの語や表現
に線を引くのかをすぐに確認することができた。 

２ 個別学習について 
（１）検索機能の活用 
 生徒が知りたい表現や情報をすぐに調べること
ができるため、より主体的に学習に取り組むことに
つながった。表現や語彙、発音、綴りなどを調べる
ことで、書きたいことを英語で書くことができたり、
多様な表現を学んだりすることができた。また、内
容を補足する情報を収集することで、読み取った内
容についてさらに理解を深めて話したり書いたり
することができた。そのため、検索機能を用いて知
りたい表現や情報をすぐに調べられることについ
て８割以上の生徒が肯定的な回答をしている（図
８）。 
（２）学習者用デジタル教科書の活用 
 従来の紙の教科書を用いた学習や一斉学習に比
べ、個別最適な学びがしやすくなり、生徒が各自の
必要に応じた使い方をすることができた。各自のペ
ースで学習者用デジタル教科書を活用できること
の有用性を生徒も実感しており、８割以上の生徒が
肯定的な回答をしている（図９）。 
（３）Google Jamboard の活用 
キーフレーズが書かれた付箋を動かしたり、考え

を書き加えたりして、話す内容や順序を考えて思考
を整理することができた。思考を整理することで、
話したり書いたりする活動につなげることができ
た。そのため、Google Jamboard の付箋機能の活用
について約７割以上の生徒が肯定的な回答をして
いる（図10）。 

３ 協働学習について 
個別学習を通して読み取った内容を基に思考を

整理したものを用いてペアで伝え合うなど、協働学
習に生かすことができた。ペアを替えて複数回行う
ことで、内容面や言語面での改善を図りながら取り
組むことができた。 

【指導上の留意点】 
・思考を整理する際にＩＣＴを用いる場合、付箋を
移動させたり付箋等に情報を書き加えたりして、
話す内容や順番をどのようにするか試行錯誤する
ために、個別学習に時間がかかり、協働学習の時
間を十分に確保することができなかった。時間配
分や活動の精査が必要である。

・音読練習の際にヘッドセットを用いる場合、周り
を気にして音読の声を出すことを躊躇する生徒も
いた。一斉音読した後に個人の音読練習の時間を
確保したり、各自の必要に応じてヘッドセットを
使用したりするなどの配慮が必要な場合がある。

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 

・内容の順番を自分が話しやすいように整理できる。

・考えを整理できたから話しやすかった。
・ヒントとして使えるので、今まで習ったことを思い出
しながら、自分の言葉で伝えられた。 

図９ 学習者用デジタル教科書の各使い方の有用性に 

関するアンケート結果 

・分からないことでも調べることで、自分が書きたい文
章を書けたし、表現も知ることができた。

・何て書いてあるか全く分からない時に、インターネッ
トがあるとすぐに調べられて便利だから。

・さらに調べたいことも前は教科書とかしかなかったか

ら、役立つ部分がたくさんあったから良かった。

・自分のペースでスピード、回数を選べるので、自分に

合う学習方法を効率よくできたと思う。
・音声を聞けるので、正しい発音を覚えられるし、リス
ニングの練習にも使える。

・in a など読むときにつながる言葉など注意しながら聞
きやすかった。
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高等学校 地理歴史科 歴史総合 Ｂ近代化と私たち（４）近代化と現代的な諸課題 

対象児童生徒 盛岡第三高等学校 第１学年 ３クラス（123 名） 

使用ソフト等 Microsoft Teams、Microsoft Forms、PowerPoint、 

Google Jamboard（本文中では Jamboard と記載） 

端末環境 Chromebook 生徒機１人１台または生徒所有のスマートフォン、 

ＰＣ 教師機１台 

概要 本単元では、近代化の歴史に存在した課題について、同時代の社会及び

人々がそれをどのように受け止め、対処の仕方を講じたのかを諸資料を活用

して考察することを通して、現代的な諸課題の形成に関わる近代化の歴史を

理解することをねらいとしている。この単元の授業を行うにあたり、３時間

相当を小単元とした。単元のねらいを達成するために、次の四つの学習場面

で、ＩＣＴを効果的に活用した。 

１ 生徒が学習の見通しをもちやすくするために、学習の流れの図示並びに

生徒が学習課題をより身近なものと感じるためのニュース動画やWeb記事

の提示を行う導入場面 

２ これまでの既習内容を振り返り、Microsoft Teamsのクラウドにある資

料から必要な情報（ＰＤＦファイル）を生徒が選択し、学習を進める場面 

３ イギリス・アメリカ・日本の歴史についてまとめた表に基づいて

Jamboardに示したグラフを活用し、共通点や違いについて整理する場面 

４ それぞれのグループがJamboardに示したベン図を用いて、まとめた考え

をオンラインで共有し、個人の考えを深める場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－（2020 年６月）」 文部科学省

１ ＩＣＴの活用場面 
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単元の導入時に生徒が学習内容への興味・関心を高め、

学習課題が自分にとって身近なものであることを実感す

る目的で、日本におけるヘイトスピーチの様子を全体で

視聴する。また、１単位時間の導入では、生徒が学習の

見通しをもちやすくするために、単元の学習内容の流れ

を図で示す他に、一単位時間において目指すゴールを提

示する。 

 学習内容を振り返るためにMicrosoft Formsを用いて、

課題解決に必要な知識を確認しながら学習課題に対する

生徒それぞれの考えを提示することにより、次の学習に

対しての関心を高める。 

これまでの学習内容（中学校を含め、これまでの歴史総

合でも学んだイギリス・アメリカ・日本の近代化の歴史）

をまとめたＰＤＦファイルをMicrosoft Teamsにアップロー

ドする。生徒はそれを活用し、学習課題の解決に向けてワ

ークシート（紙）にある表に整理して学習を進める。また、

第３時の学習のまとめでは、これまでの学習で各グループ

の学習課題への考え（ＰＤＦファイルにしたもの）を

Microsoft Teamsで確認し、19世紀の世界と現代の世界の特

徴を比較する。さらに多文化共生社会の実現のために自分

が行える具体的な方法を考える上で、自分のプリントや教

科書の記述に加え、Microsoft Teamsの投稿欄にあるＵＲＬ

から動画コンテンツを活用し、自らの考えをまとめる。 

通常の話合いでは、周囲との話合いが中心となり、発言

する生徒、意見の固定化が見られる。Microsoft Teamsの投

稿欄へ自らの考えや資料等から読み取ったことを発信する

ことにより、クラス全体での意見交換や考えを深めること

が可能になり、発言することが苦手な生徒でも投稿欄にあ

る他者の考えや自らが資料から発見したことを手掛かりに

発信することができる。これにより、生徒はそれまでより

も多くの考えや情報に触れることができ、その後のグルー

プ学習での話合いの質が高められる。 

前時またはその時間に個人でワークシートの表に整理し

た情報をJamboardに示したシンキングツールにグループご

とに集約し、協働して学習課題に対する意見をまとめる。

その後、それぞれのグループでまとめられた意見をスマー

トフォンやタブレットＰＣの画面で確認することで、瞬時

に学習課題に対する様々な視点や捉え方を確認することが

できる。グループ間の移動がない分、時間が節約され、新

たな情報や多くの情報を自分のグループの考えに加えるこ

とが容易になる。

Ａ１ 教師による教材の提示 

Ｂ２ 調査活動 

Ｃ１ 発表や話合い 

Ｃ２ 協働での意見整理 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体３時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重

点 

記

録 
評価規準・評価方法 

１ 

・近代化の歴史で異文化接触

の場面において日本や欧米

で行われた政策や具体的な

行動について、これまでの

学習を振り返り、例を挙げ

る。 

 

・ノートやプリント、教

科書を活用し、簡潔に

情報を多く出した上で

分類するように指示す

る。 

 

知 

 

○ 

 

【知・技】〔記述〕 

〇現代的な諸課題の形

成に関わる近代化の

歴史をこれまで得た

知識と結び付けて理

解している。 

２ 

・イギリス・アメリカ・日本

でみられた共通点や違いを

表に整理し、その表を基に

学習課題についてのグルー

プの考えをまとめる。

・各グループの成果物を確認

し、自分のグループの考え

を見直し、まとめ直す。

 

 

・情報収集の際に、簡潔

に伝え、より多くの情

報を集められるよう指

示する。

 

 

思 

 

○ 

 

【思考・判断・表現】 

〔記述〕 

〇異文化との接触の

際、日本がとった行

動の背景や原因、結

果や影響などに着目

して、イギリスやア

メリカの動向を比較

したり、相互に関連

付けたりするなどし

て、主題について多

面的・多角的に考察

し、表現している。

３ 

本

時 

・現代の状況を考え合わせ、

多文化共生社会の実現に取

り組める内容を記述する。

 

・現代と19世紀の世界を

比較したうえで、知識

として得た現代社会の

特徴を踏まえて実現で

きる条件を考えること

を説明する。

・レポートを画像として

保存し、Microsoft

Teamsにアップロードす

るよう指示する。

 

 

態 

 

〇 

 

【主体的】〔記述〕 

〇多文化共生社会の実

現を視野に入れ、自

身との関わりを踏ま

えて「近代化と私た

ち」の学習を振り返

るとともに、「国際秩

序の変化や大衆化と

私たち」の学習への

つながりを見いだそ

うとしている。 

小単元全体に関わる問い 

「多文化共生社会の実現のために、近代化の歴史を振り返り、私たちにできることは

何だろうか。」 

学習課題 近代化の歴史の中で、人々は異文化とどう向き合ってきたのだろうか。 

学習課題 19世紀の世界の特徴とはどんなものだったのか。 

また、その時代に多文化共生は実現できなかったのだろうか。 

学習課題 現代において多文化共生社会を実現するために必要な条件とは何か。 

小単元全体に関わる問いへのまとめ（例） 

文化や考え方、価値観の違いを優劣で考えずに相手との共通点を見付ける努力をする。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第３時） 

本時の目標 第１時にまとめた近代化を遂げた日本・イギリス・アメリカの傾向と第２時でまと

めた近代化が進んだ19世紀の特徴を踏まえて、現代で多文化共生社会を実現すること

を可能にする条件を考察し、自分自身、地域、国で多文化共生を実現するためにでき

ることを表現することができる。 

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

導

入 

10 

分 

１ 前時の復習 

19世紀の特徴の確認 

２ 19世紀の世界と現代の比較 

・発問「多文化共生や異文化理解が難

しかった19世紀と現代との違いは何

だろうか。」について考える。

・Microsoft Teams の投稿欄を使用して

自らの考えを発信する。

３ 現代世界の特徴の理解 

（１）特徴としてのグローバル化、国

際協力、国際競争と国際分業

（２）現代での異文化への姿勢の変化 

異文化理解から多文化共生へ 

・第２時でまとめた表の情報をJamboardにまとめる

よう指示する（またはそれぞれがまとめたものの

共有を指示）。

■タブレットＰＣ・スマートフォン

協働での意見整理［Ｃ２］

・Jamboard にまとめる際には、他のグループの記述

も読み、考えを深めるように指示する。

■タブレットＰＣ・スマートフォン

発表や話合い［Ｃ１〕

■ノートＰＣ

■プロジェクター（スクリーン）

■プレゼンテーションソフト

教師による教材の提示［Ａ１］

・グローバル化が進んだ1990年代と多文化共生の必

要性が言われた時期が同一であることを示す。

 

展

開

33 

分 

４ 本時のゴールと単元全体に関わる

問いの確認 

５ 個人による学習内容の整理と考察 

・前時にまとめた19世紀の状況を活用

し、現代世界と対比させて考える。

・これまでにまとめた異文化接触の様

子や19世紀の世界の特徴を活用し、

現代世界の特徴から多文化共生を実

現できる方法を考える。

６ 意見の発信と共有 

・Microsoft Teamsの投稿欄を活用し、

自分の考えを発表する。

・相互評価ではなく、自己評価を行うことを伝え

る。

■タブレットＰＣ・スマートフォン

調査活動［Ｂ２］

・学習内容の整理、考察

・Microsoft Teams上のファイル欄にあるＰＤＦフ

ァイル（ＮＨＫ for School動画、YouTube人権啓

発ビデオのＵＲＬ記載）を活用するよう指示す

る。

■タブレットＰＣ・スマートフォン

発表や話合い［Ｃ１］

・全員の活動をサポートすることが目的であること

を伝える（本時のゴールへの全員の到達）。

終

末 

７ 

分 

７ まとめ 

・現代の特徴と自らの状況を考え合わ

せ、多文化共生社会の実現に取り組

める内容を記述する。

◇多文化共生社会の実現を視野に入れ、自身との関

わりを踏まえて「近代化と私たち」の学習を振り

返るとともに、「国際秩序の変化や大衆化と私た

ち」の学習へのつながりを見いだそうとしてい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】（ワークシート） 

（記述） 

・ワークシートの記述欄を画像として保存し、

Microsoft Teamsにアップロードするよう指示す

る。

小単元全体に関わる問いへのまとめ

（例）

文化や考え方、価値観の違いを優劣

で考えずに相手との共通点を見付け

る努力をする。

学習課題 現代において多文化共生社会を実現するために必要な条件とは何か。 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第１時～第３時） 

（１）学習の見通しの共有

単元での学習の進め方を視覚的に捉えられるように、課題解決の過程を提示した。また、１単位時

間ごとに同じスライドを提示し、全体３時間の中でどの部分にあたるかを示すことで、授業の間隔が

空いても生徒は容易に学習内容を想起することができた（図１）。その際に生徒が到達を目指す「今日

のゴール」も提示した（図２）。これにより、単元全体に関わる問いを意識し、１単位時間ごとに自分

が何を行い、どのようにすればいいのかを理解し学習活動を生徒自ら進めることができた。 

（２）作業手順の提示・デジタルホワイトボードの操作方法の説明

ワークシートでの作業手順をアニメーション付きのスライドで示した。授業で使用するワークシー

トも画像として取り込んで提示し、作業を行う箇所を示しながら説明した。口頭のみでの説明よりも

生徒は視覚で手順を捉えることができ、その後の作業で戸惑ったり、止まったりしている様子が見ら

れなかった。また、本単元では、デジタルホワイトボードとしてJamboardを使用した。授業では、ア

クセスする際のＵＲＬ、付箋機能の使い方の手順を生徒の操作に合わせて説明を行った。

（３）問題提起としての提示

 第１時の導入として、単元全体に関わる問いへの動機付けとしてMicrosoft Teamsのチャネルに日本

におけるヘイトスピーチ問題のニュース動画とアメリカにおける先住民寄宿舎学校のWeb記事のＵＲＬ

を載せた（図３）。ニュース動画はプロジェクターで投影して視聴、記事についてはＵＲＬから生徒そ

れぞれがリンク先に移動して読んだ。ニュース動画で日本人の中にも在日外国人への様々な考え方が

あることを映像として具体的に捉えることで生徒は、教科書の図版を見て口頭で説明を受けるよりも

より身近なものとして感じていた。また、Web記事を読み、その下に関連事項が載っていることから、

早く読み終わった生徒の中にはさらに読み進めた生徒もいた。このことからもこれから学ぶことへの

生徒の関心は喚起できていたと思われる（図４）。  

（４）前時の学習状況の提示と確認 

第２時の導入では、第１時での学習活動で感じた内容について Microsoft Forms を活用し、「イギリ

ス・アメリカ・日本が異文化との接触において行ったこと（行為）で多かったのは次のうちどれか。」

について、集計を行った。生徒はその集計から、異文化への理解・共生の度合いと現代への影響が密

接に関係していることを確認した。この方法により、指導者が授業の中では感じることが難しい生徒

の学習状況を客観的に確認できる。また、生徒は他の人の意見に触れ、第２時での学習課題である

「19世紀の世界の特徴とはどんなものだったのか。」についての関心を高めることができた。

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図４ 全体での動画視聴 

図３ Microsoft TeamsへのＵＲＬの掲載 

図１ 単元のまとまり 図２ 今日のゴール 
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【Ｂ 個別学習】 Ｂ２ 調査活動（第１時、第３時） 
（１）個別学習のヒントとしての活用 

第１時の展開では、学習課題である「近代化の歴史の中で、人々は異文

化とどう向き合ってきたのだろうか。」の追究のために、教科書に紹介さ

れているイギリス、アメリカ、日本の異文化接触の時期を探る学習活動を

行った。その際の参考資料として、主に県内で使用されている教科書から、

イギリス、アメリカの近代化に関する既習事項について、指導者がまとめ

たものを準備した。そして、Power Pointで作成したスライドをＰＤＦ化

して参照させた。教科書を中心に学習を進める上での考えるヒントとして

必要に応じて参照するよう説明した。生徒はファイルを閲覧しながら、解

決の見通しをつけてそれぞれのペースで学習を進めていた（図５）。その

後、グループで話し合いながら、配付されたワークシートに整理した。生

徒はそれぞれ分担して調べた内容について、教科書の記述のみではなく、

ＰＤＦファイルやインターネットでの検索で調査した内容を踏まえて話合

いを行っていた。 

第３時の終末では、単元全体に関わる問いについて、個人（自分）、地域、国で何ができるかについ

て、配付したワークシートにまとめを記入するよう指示した。その際に考える材料としてＮＨＫ for 

Schoolの動画、人権啓発動画（YouTube動画）のＵＲＬを記載したＰＤＦファイルを活用するよう説明

した。生徒はまとめを作成する上で必要な情報をどのように得るかを判断し、これまでの学習を踏ま

えて動画を視聴（図６）したことにより、ワークシートの記述は個人レベルだけでなく、国レベルで

の取組についても述べられていた（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第１時、第３時） 
（１）考えの共有と深まり 

第１時の導入において、ニュース動画とWeb記事を読んだ

後に、指導者が「この二つの事柄に共通していることは何で

しょうか。」と発問した。その後に、「Microsoft Teamsの投

稿欄にその共通点を投稿してみましょう。」と呼びかけた。

呼びかけ直後は、投稿の頻度は少なく、「人権侵害」「差別」

といった単語での表現であったが、他者の考えをホワイトボ

ードやスマートフォンの画面から知ると投稿の頻度が上がり、

内容も「異文化や外国人、少数派への差別偏見」「人種民族

に対する差別偏見」「異なる文化への偏見」といった表現と

なっていった。複数の資料がもつ意味や関連性を深く捉えよ

うとする意図が見られるようになった（図８）。 

 第３時の展開では、単元全体に関わる問いである「多文化共生社会の実現のために、近代化の歴

史を振り返り、私たちができることは何だろうか。」に対してのまとめをするにあたり、現代で多文

化共生社会を実現するための条件を配付したワークシートに記入するよう指示した。その際に、指

導者から「自分が考えた意見を自分だけのものとせず、クラス全体で今日のゴールに到達できるよ

図５ 学習の様子 

図６ 動画視聴の様子 

図７ 記述状況 

図８ 考えの共有 
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う共有してみよう。」と呼びかけた。その後、個人での学習活動が進むにつれて、投稿欄に考えが投

稿された（図９）。その内容は「自分と違う何かを認めることは容易ではない。」という学習内容へ

の感想から始まったが、それまで出された意見を参考にしながら、権利の尊重や格差の縮小とぃっ

た異なる文化の受容だけではない側面からの意見が出されるようになった。そして、まとめをする

上での情報として書き加えている生徒もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ 協働学習】 Ｃ２ 協働での意見整理（第１時、第２時） 
（１）情報整理と学習課題の追究 

 第１時では、イギリス、アメリカ、日本における異文化接触の時期に関する情報収集をそれぞれ分

担し、ワークシートの表にまとめた。また、Jamboardに設定したグラフを活用してそれぞれの出来事

を配置していき、各国が異文化接触の時に行った行動・政策を評価する学習活動を行った。生徒は表

にまとめた出来事をグラフに置いていく際にグループ内で「なぜ、そこに置くのか」を説明し合った。

さらに、このグラフから分かることを付箋機能を使って、グループごとにまとめたことで、第１時の

学習課題である「近代化の歴史のなかで、人々は異文化とどう向き合ってきたのだろうか。」について

それぞれのグループが迫ることができた。それぞれのグループがまとめた付箋については第２時でも

閲覧が可能であるため、生徒は学習内容をそのまま資料として活用していた（図10）。 

第２時では、三つの国の近代化の過程にお

ける共通点と違いを、前時のシートを基に、

ワークシートに記述した。また、Jamboardに

設定したベン図に配置するよう指示した。そ

して、その様子から学習課題「19世紀の世界

の特徴とはどんなものだったのか。また、そ

の時代に多文化共生は実現できなかったのだ

ろうか。」を考えさせた。ベン図から19世紀の

特徴をつかむ過程で、近代化を進めた19世紀

という時期の輝かしい部分に隠れた負の面に

気付き、記述しているグループも見られた

（図11）。 

 

【学習の成果】 

１ 一斉学習について  
本単元では、一斉学習の場面で課題解決の過程や授業のゴール

を提示することにより、生徒が学習の見通しを持ちやすくなるこ

とをねらいとした。第２時の導入でのMicrosoft Formsを用いて

図２で示した第１時のゴールの達成度について回答を求めた。第

１時のゴールである「挙げている出来事と現代への影響を根拠を

もって説明できる」ことに関して、十分に満足できる（○）また

は概ね満足できる（△）状態であると95％の生徒が自らの学びを

振り返っていた（図12）。 

図９ 現代での多文化共生社会実現の条件 

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 

図 10 グラフへの情報整理 

図 11 ベン図での意見整理 

図 12 第１時「今日のゴール」達成度 
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このことからも課題解決の過程や授業のゴールを提示したことが、生徒に学習の見通しをもちやす

くする効果があったと考える。 

また、単元の導入においては問題提起としてのニュース動画やWeb記事を視聴・閲覧することで学習

内容への関心を高めることをねらいとした。生徒は自分の国でヘイトスピーチが行われている現実に

驚きを感じ、なぜ、そのようなことが起こるのかについて強い関心をもったことで異なる文化をもつ

人々への無理解が差別や偏見につながることに気付き、第３時の終末には個人レベルの取組としてそ

れぞれの文化の違いを認め、理解することが多文化共生につながると考える生徒もいた。 

 

２ 個別学習について 

 個別学習では、Microsoft TeamsにあるＰＤＦファイルや動画を学習のヒントとして活用することで、

生徒自身の復習を容易にし、近代化の歴史が持つ様々な側面を深く知るきっかけとすることをねらい

とした。 

第３時終了時に、生徒はスマートフォンで撮影し、Microsoft Teamsの投稿欄に発信した。単元全体

に関わる問いのまとめとして記入したワークシートの記述の内容を読むと、生徒は、教科書にある図

版や記述のみでまとめるよりもオンラインでの動画や資料など複数の資料を比較し検討しながら学ん

だことで、多文化共生を実現するためにどのように行動すればいいのかについて具体的に考えること

ができていた（図７）。 

 

３ 協働学習について 

協働学習では、発表や話合いの場面での考えの共有と深まりを、意見整理の場面では、効率的な情

報収集と課題追究の促進をねらいとした。また、実施後に第３時の振り返りとともに集めた「近代化

に対して、考えが変わったか。」についての質問を行った。回答数94のうち、近代化への考えが変わっ

たとする回答は76であった。その内容については、技術的な進歩や権利の獲得といったプラスの面が

ある一方で、その過程で差別や偏見といったマイナスの面が生じたことに触れている回答や現代の課

題とされていることを近代化の歴史につなげる視点をもてたとする回答が見られた（表1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒は様々な学習場面にＩＣＴを活用したことにより、これまで学習した近代化の歴史が現代の諸

課題と連続性をもつものであると実感していた。また、学習前は近代化を進めた国の立場でのみ捉え

ていたが、それらの国や人々に苦しめられた人の立場からも考察し、課題となっている多文化共生社

会の実現のために何ができるのかを考えることができていた。近代化の過程を複数の面（政治面、文

化面）や複数の視点から考察できたことが分かる。 

 

【指導上の留意点】 
（１）ＩＣＴ活用の位置付け 

  今回、思考や発言を視覚化する場面において、ＩＣＴを多く用いた。生徒の学習の成果を残すも

のとしては紙によるワークシートを使用するようにして、生徒が前時を振り返る際にはワークシー

トで確認できるようにした。生徒の実態から、スマートフォンの小さな画面上で振り返るよりも、

紙面での確認が有効であると考えた。このように授業のすべての場面でＩＣＴを使用するのではな

く、ＩＣＴの役割の位置付けを明確にしておく必要がある。 

（２）アプリケーション使用の際に気を付けること 

  現在、生徒のキーボード入力の速度に大きく個人差がある。ＩＣＴを授業に取り入れる際には、

使用ソフト、アプリケーションがタブレットＰＣとスマートフォンでは表示や機能がどのように違

うのか、スマートフォンのＯＳによっては事前にアプリケーションをインストールすることが必要

であるかを確認しておく必要がある。生徒のＩＣＴ操作スキルの実態を把握し、授業で使用する前

の準備を生徒側の使いやすさを考慮して進める必要がある。 

・近代化とは、現代までの発展に繋がる革新的なものだと思っていたが、一方で自国の利益を優先

するあまり、差別や偏見などが生まれてしまった出来事でもあることが分かった。 

・近代化とは、より強大な国に成長させるために工業化や軍事化を進めることだと思っていたが、

今回の授業を通して互いの文化を守り継承していくために歩み寄り理解することだとわかった。 

・今の時代で多文化共生が大切なのは分かっていたけれど、それを 19 世紀の世界とも関連づける 

のは考えたこともなかったので、新しい視点から考えることができました。 

 

表 1 近代化に対しての考えの変化（具体例） 
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高等学校理科 化学基礎「物質量と化学反応式」 

対象児童生徒 岩手県立花巻南高等学校 １学年普通科 ３クラス（123名） 

使用ソフト等 Microsoft Teams・Excel 

端末環境 Chromebook（生徒機１人１台・教員機１台） 

Windowsタブレット（教員機１台） 

概要 
本時の目標は「炭酸カルシウムと塩酸の反応について実験を行い、過不

足のある反応の量的関係を見いだして表現する」ことであった。その目標

を達成するために、次の三つの学習場面でＩＣＴを活用した。 

１ プロジェクターとプレゼンテーションソフトを活用して既習内容を振

り返ることで、本時の学習内容に関するレディネスを整えることができ

るようにした。 

２ 短時間に編集した実験操作に関する動画を Microsoft Teams上にアッ

プロードした。家庭学習など生徒にとって都合がつく時間にオンデマン

ド視聴することで、実験技能に関するレディネスを整えることができる

ようにした。 
３ 実験結果や考察をまとめてレポートを作成するため、あらかじめ授業

者が Excelで作成した実験レポートのテンプレートを、Microsoft Teams

上にアップロードすることで、班員で協働して実験レポートを制作でき

るようにした。また、実験レポートに実験結果を入力すると速やかにグ

ラフが作成されるようにすることで、班員でグラフを共有して議論でき

るようにした。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省 
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Ａ１ 教師による教材の提示 

プロジェクターを用いて PowerPoint で作

成したプレゼンテーション資料を拡大表示

することで、前時の学習内容を振り返る際

に、既存の知識と本時の学習課題を関連付け

ることができるようにする。また、探究の過

程に沿って学習活動を進める際に、生徒自身

が見通しをもって取り組むことができるよ

うにする。 

Ｂ５ 家庭学習 Ｂ１ 個に応じた学習

本時の実験で扱う器具の操作方法や安全

上の留意点についてまとめた動画を３分程

度に編集し、Microsoft Teams 上にアップロ

ードする。放課後や家庭学習、授業開始直前

など、生徒個々の都合のよい時間にオンデマ

ンドで動画を視聴することができるように

する。これにより、手際よく正確に実験する

ことができるようにする。 

Ｃ３ 協働制作 Ｃ２ 協働での意見整理 

探究の過程に沿って作成した実験レポー

トのテンプレートを Excel で作成し、

Microsoft Teams 上にアップロードする。班

員で協働して編集し、班ごとに実験レポート

を作成できるようにする。 

議論やレポート作成の際に、資料を手元に

置いて詳しく見たり入力したりすることが

できるようにする。 

実験レポート上で、数値を入力すると自動で計算されたり、グラフにプロットと検量線

が自動的に表示されたりするようにする。数値計算やグラフの作成にかかる時間を短縮す

ることで、考察の際の議論の時間を十分に確保することができるようにする。 

図１ 資料を拡大表示している様子 

図２ 電子天秤の使い方の説明 

図３ 実験結果を入力している様子 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体 10 時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ ・米粒や大豆 1 粒あたりの質量を

測定し、微粒子の質量の表し方

について問題を見いだす。

・同数の米粒と小豆の質量とを比

較し、12C を基準とする相対質量

について考える。

・米粒や大豆 1 粒はとても小さく、その質量

の測定が困難であることを実感できるよう

にする。

・米粒や小豆の質量を比較するよりも相対値

を用いた方が分かりやすいことを実感する

ことで、原子を相対質量で表すことの意義

について捉えることができるようにする。

【主体的】〔発言〕 

米粒や小豆 1 粒の質量を測定し

たり比較したりする活動を通して、

微視的な粒子の化学量の表し方に

ついて見通しをもつことができる。 

２ ・原子量が同位体の相加平均であ

ることを理解する。

・分子量や式量が構成原子の原子

量の総和で表されることを理解

する。

・種々の元素の原子量や分子量、式量を計算

することで、その求め方を身に付けること

ができるようにする。

【知・技】〔発言〕 

原子量が同位体の相加平均であ

ることを理解している。また、分子

量や式量が構成する原子の原子量

の総和で表されることを理解して

いる。 

３ ・多量の小さな粒を効率的に数え

る方法を理解する。

・粒子の数に基づく量の表し方で

ある物質量を理解する。

・多量の小さな粒を数えることで、1 粒ずつ

数えるよりも例えば 10 個を一括りにして

数えた方が分かりやすいことを、見いだし

て理解することができるようにする。

・物質 1 mol が 6.02×1023個という極めて膨

大な数の集団であることを理解することが

できるようにする。

【知・技】〔行動観察・記述分析〕 

多量の小さな粒を数えることを

通して、効率的に数える方法を個人

またはグループで協議し、物質量に

ついて理解している。 

４ ・具体的な物質を用いて、物質量

と粒子数、質量、気体の体積と

の関係を説明する。

・物質 1 mol の定義を理解することで、物質

量と粒子数、質量、気体の体積への単位変

換を考えることができるようにする。

【思・判・表】〔記述分析〕 

物質量と粒子数、質量、気体の体

積との関係を説明している。 

５ ・溶液の体積と溶質の物質量との

関係を表すモル濃度を理解す

る。

・水溶液に含まれる溶質の質量を

求め、質量パーセント濃度とモ

ル濃度の違いを理解する。

・種々の溶液のモル濃度を計算することで、

その求め方を身に付けることができるよう

にする。

・同じ質量パーセント濃度の塩酸と水酸化ナ

トリウム水溶液を混合しても中性を示さな

いことを観察することで、溶質の種類が異

なる溶液間の濃度の比較にはモル濃度を用

いることを、実感を伴って理解することが

できるようにする。

【知・技】〔発言〕 

質量パーセント濃度とモル濃度

の違いを理解している。 

６ ・決められた濃度の溶液を正しく

調製する技能を身に付ける。

・量りとる溶質の質量を計算したり、メスフ

ラスコを用いて実際に溶液調製したりする

ことで、決められた濃度の溶液を正しく調

製する技能を身に付けることができるよう

にする。

【知・技】〔行動観察〕 

適切な実験器具を用い、適切な手

順で決められた濃度の溶液を正し

く調製する技能を身に付けている。 

７ ・化学反応式の表し方を身に付け

る。

・反応を粒子のモデルで表すことで、反応に

関わる粒子数と化学反応式の係数の関係に

ついて考えることができるようにする。

【知・技】〔記述分析〕 

粒子の数に着目して化学反応式

の係数を決定する技能を身に付け

ている。 

８ ・化学反応式の係数の比が、何に

関係しているのか予想する。

・化学反応式の量的関係を、物質量、粒子数、

質量、気体の体積等で比較することで、反

応の係数と物質量の関係について、見いだ

すことができるようにする。

【思・判・表】〔記述分析〕 

化学反応式の係数の比が、物質量

の比と関係していることを見いだ

して表現している。 

９ 

本 

時 

・炭酸カルシウムと塩酸の反応を

グラフで表し、過不足のある化

学反応について関係性を見いだ

して表現する。

・グラフの形状と、反応後のコニカルビーカ

ーの様子を多面的に考えることで、炭酸カ

ルシウムの過不足について見いだすことが

できるようにする。

【思・判・表】〔記述分析・発言〕 

炭酸カルシウムと塩酸の反応を

グラフで表し、過不足のある化学反

応について説明している。 

10 ・土壌改良剤に含まれる炭酸カル

シウムの純度について、これま

で学習した化学反応の量的関係

の知識を活用して、実験を通し

て課題を解決しようとする。

・化学反応の量的関係を用いて、土壌改良剤

に含まれる炭酸カルシウムの純度を求める

ことができることを、見いだして考えるこ

とができるようにする。

【主体的】〔行動観察・記述分析〕 

土壌改良剤に含まれる炭酸カル

シウムの純度について、見通しをも

ったり、他者と関わりながら振り返

ったりするなど、科学的に探究しよ

うとしている。
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第９時） 

本時の目標 炭酸カルシウムと塩酸の反応について実験を行い、過不足のある反応の量的関係を見いだして表現

することができる。 

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

前 

日 

・家庭学習等で実験方法に関する動画を視聴し、

実験に対する理解を深める。

■生徒各自の情報端末・Microsoft Teams［Ｂ５］

導 

入 

５ 

分 

１ 前時の学習内容（化学反応の量的関係）を想

起する。 

２ 炭酸カルシウムと塩酸の反応について、加

える塩酸と発生する二酸化炭素の物質量の関

係について予想する。 

３ 学習課題を把握する。 

■Chromebook の起動・Microsoft Teams へのサインイン

■プロジェクター・PowerPoint［Ａ１］

・化学反応式の係数の比と物質量の比が関係しているこ

とを想起することで、本時の学習内容について見通し

を持つことができるようにする。

・塩酸と二酸化炭素の物質量の関係について、前時の学

びを活かして予想することで、本時の実験に対する仮

説を立てるとともに学習課題の設定につなげる。

展 

開 

40 

分 

４ 実験する。 

５ 結果を整理し、塩酸 vs 二酸化炭素のグラフ

を作成する。 

６ 考察する。 

・グラフがなぜそのような形になるか、グルー

プで話し合う。 

・グラフ上の代表的な３点について、理論値を

計算し、反応の過不足について確認する。 

７ まとめる。 

■Microsoft Teams［Ｂ１］

・実験操作の習得状況により、実験動画を視聴しながら

実験してもよいこととする。

・１班 25 mL、2 班 30 mL、…というように、１班あたり

の割り当てを決めて、１プロット分の実験にとどめる

ことで、考察の時間を十分に確保できるようにする。

・実験が終わった班は、発生した二酸化炭素の質量を授

業者に報告することで、クラス全体で実験結果を共有

することができるようにする。

・実験操作を正しく理解し、実験器具を安全に使用でき

ているかについて、机間巡視により生徒の活動の様子

を観察する。

■Microsoft  Teams・Excel［Ｃ３］［Ｃ２］

・グラフの作成においては、あらかじめ個人で考えてか

ら他者と意見交流することで、正しいグラフの描き方

について身に付けることができるようにする。

◇【思・判・表】実験結果をグラフで表し、過不足のあ

る化学反応について説明している。

・反応後のコニカルビーカーについて、炭酸カルシウム

の存在の有無を観察し、グラフの形状と比較すること

で、過不足のある量的関係について多面的に考えるこ

とができるようにする。

終 

末 

５ 

分 

８ 学習を振り返る。 

「本時の学習の前後を振り返って、何ができる

ようになったか」を視点に振り返る。 

 

 

・本時の学習活動の前後を比べることで、自己の変容を

自覚することができるようにする。

炭酸カルシウムと塩酸の化学反応において、加える塩酸と発生する二酸化炭素の物質量は、どのような

関係になるか。 

① コニカルビーカーに炭酸カルシウムを 5.0

g 量りとる。

② メスシリンダーに 2.0 mol/L 塩酸を一定体

積(10～100 mL)量りとる。

③ ①のコニカルビーカーと②のメスシリンダ

ーの合計質量を測定する。

④ ①の炭酸カルシウムに②の塩酸を注いで反

応させる。

⑤コニカルビーカー内にドライヤーで風を送り

(30秒程度)、残留する二酸化炭素を追い出す。 

⑥ ④のコニカルビーカーと空のメスシリンダ

ーの合計の質量を測定する。

⑦ ③と⑥の質量の差を求め、発生した二酸化

炭素の質量を求める。

はじめのうちは加える塩酸の量に比例して二酸化炭素が発生するが、さらにたくさん加えると炭酸カル

シウムがなくなるため、二酸化炭素の発生量は一定になる。

＜学習の振り返り例＞ 

授業のはじまりの段階では、化学反応の過不足のことは全く考えていなかったけれど、実験により確か

めることによって、過不足ある量的関係について実感を伴って理解することができた。 
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【Ｂ 個別学習】 Ｂ５ 家庭学習 

本時の実験操作や、実験器具を扱う上での留意点について、授業者による演示実験の様子をビデオ撮影

し、短時間で視聴できるように編集した実験動画を作成した（表１）。 

授業前の準備として、Microsoft 

Teams にクラスごとのチームを立ち上

げ、実験動画と Excel で作成した実験レ

ポートのテンプレートをアップロード

した。また、一つのファイルにアクセス

が集中しないように、班ごとにファイル

を分けて、ＰＣの動作が遅くならないよ

うにした。 

生徒は、家庭学習など各自の都合のよ

い時間に実験動画を視聴した。動画を３

分程度に編集したことで、本時の授業ま

でに繰り返し視聴した生徒もいた。 

【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示  

表２に、本実践の導入の場面の授業記録を示す。高等学校・理科では、「課題の把握」「課題の追究」「課

題の解決」という探究の過程に沿って、資質・能力を育成していくことが重視されている。その中でも

「課題の把握」について、事象に対する気付きを大切にし、課題を設定し、その課題に対する仮の答え、

すなわち仮説の設定につなげることは、課題解決に向けた見通しを明確にもつことができるようにする

ためにも極めて重要である。 

表２ 探究の過程を意識した導入の場面の授業記録 

・前時の振り返り

をしている場面

Ｔ：前時から、化学反応の量的関係について学習しています。化学反応式の係数の比は

何に関係しますか？ 

Ｓ：物質量。 

Ｔ：2Cu + O2 →2CuO の反応において、0.02mol の銅と反応する酸素は 0.01mol ですね。

では、銅を 0.04mol、0.06mol と増加していくと、反応する酸素の物質量はどのよ

うに変化しますか？ 

Ｓ：0.02mol、0.03mol…と増加していく。 

Ｔ：これをグラフで表したとき、右肩上がりの直線の関係を何といいますか（図４）。 

Ｓ：比例。 

・前時と本時を関

連付け、事象に

対する気付きを

促している場面

Ｔ：本時の実験で扱う CaCO3 + 2HCl → CaCl2 + H2O + CO2の反応でも、銅と酸素の反

応と同じような量的関係が成り立つでしょうか？一定量の炭酸カルシウムと反応

する塩酸の物質量を 0.02mol、0.04mol、0.06mol と増やしていくと、発生する二酸

化炭素の物質量はどのように変化すると予想できますか？計算してグラフに表し

てみましょう。 

Ｓ：（グラフを作成し、比例の関係になることを班で確認。） 

・仮説を設定する

場面

Ｔ：このグラフによる予想を、言葉で表現してみましょう。 

Ｓ：（レポートに『物質量の比は化学反応の係数の比に等しいので、塩酸と二酸化炭素

の物質量の間には比例の関係が成り立つ。』と記入。） 

・学習課題を提示

する場面

Ｔ：本時の学習課題を示します。『炭酸カルシウムと塩酸の化学反応において加える塩

酸と発生する二酸化炭素の物質量はどのような関係になるか』ということについ

て、実験結果をグラフに表し、考察してみましょう。 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

表１ 実験動画の内容 

実験操作 留意点

① コニカルビーカーに炭酸カルシウムを5.0g
量りとる。 －

② メスシリンダーに2.0mol/Lの塩酸を一定体
積量りとる。

　・駒込ピペットの使い方
　・メニスカス

③ ①のコニカルビーカーと②のメスシリンダー
の合計質量を測定する。

　・電子天秤の使い方
　（ゼロ点補正）

④ ①の炭酸カルシウムに②の塩酸を注いで
反応させる。

　・吹きこぼしに注意
　（誤差につながる）

⑤ コニカルビーカー内にドライヤーで風を送
り、残留する二酸化炭素を追い出す。

　・冷風に設定する

⑥ ④のコニカルビーカーと空のメスシリンダー
の合計質量を測定する。

－

⑦ ③と⑥の質量の差を求め、発生した二酸
化炭素の質量を求める。

－
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そこで、本時の導入の場面では、化学反応の量的関

係について、前時で扱った銅と酸素の反応を例に示し

（図４）、本時で扱う炭酸カルシウムと塩酸の反応を

予想することで、前時と本時の学習内容について関連

付けることができるようにした。また、事象に対する

気付き、仮説の設定、学習課題の設定を関連付けるこ

とで、生徒自身が本時の学習課題の解決に向けて、見

通しをもって取り組むことができるようにした。 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ１ 個に応じた学習 

「課題の追究」の場面における、実験の様子を図５

に示す。事前に実験操作に関する動画を視聴したこと

で、実験で扱う器具の操作方法や留意点について正し

く理解し、安全かつ手際よく実験を進めることができ

た。特に、塩酸をこぼしてしまうと質量の誤差が大き

くなるため、こぼさないように慎重に実験する様子が

見られた。したがって、図６に示すとおり、得られた

グラフは理論値に極めて近いものとなった。 

【Ｃ 協働学習】 Ｃ３ 協働制作 Ｃ２ 協働での意見整理  

Microsoft Teams 上の実験レポートを立ち上げ、実験で得られた数値や考察した内容を入力するなど、

班員で協働して制作した。 

Excel の実験レポートは、事前に授業者がテンプレートを作成することで、生徒のＩＣＴ活用に関する

負担を軽減できるようにした。例えば、実験で得られた二酸化炭素の質量を入力すると、自動で物質量に

変換されるようにし、さらにグラフ上にプロットや検量線が自動で表示されるようにした（図６）。この

ため、実験結果を整理する場面では、速やかにグラフの作成がなされ、その後の考察の時間を十分に確保

することができた。 

「課題の解決」の場面において、実験結果を考察する際、Chromebook の画面を眺めながら班で議論し

た。完成したグラフについて 塩酸と二酸化炭素の物質量の関係が２直線からなるグラフで表されるの

はなぜか、考察した（図７）。 
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図６ 実験結果から得られたグラフ 図７ 議論の様子 

図４ 前時の振り返りをしている様子 

図５ メスシリンダーに塩酸を量りとる様子 
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表３ グラフの形から過不足のある量的関係について考察する場面での授業記録 

Ｔ ：実験結果をグラフに整理すると、２直線からなるグラフが得られました。グラフの前半が比例の関係

になるのは、仮説のとおりでしたね。では、グラフの後半が一定になるのはなぜですか？ 

《Ａ班の議論の内容》 

Ａ１：炭酸カルシウム 5g に対して塩酸が反応しきっ

たってことでしょう？5g に対して反応できる

塩酸は…（説明が続かない） 

Ａ２：…（Ａ１の説明を理解できていない） 

《Ｂ班の議論の内容》 

Ｂ１：炭酸カルシウムと反応できる塩酸の量には限

りがあるんじゃない？ 

Ｂ２：えー、わかんない。どういうこと？ 

Ｔ ：考察に苦労している班のために、ヒントを出します。加える塩酸の量が少ないコニカルビーカーは白

く濁っていますね？加える塩酸の量が多いコニカルビーカーは無色透明ですね？どうしてこのような

違いが出たのでしょうか？皆さんの実験レポートにも、コニカルビーカーの写真があるので、グラフ

に重ねてみましょう（図８）。 

Ａ１：塩酸が 0.1mol で溶けきった訳じゃない？ 

Ａ２：うん。 

Ａ１：溶けきったからグラフは変化しなくて、こっち

は白く濁ってないでしょう？溶けきってない

から、こっちは白く濁っているでしょう？ 

Ａ２：うん。（頷きながらＡ１の説明を聞いている） 

Ｂ２：白く濁っているのは、炭酸カルシウムが残って

いるからだよね。こっちが無色透明なのは、炭

酸カルシウムがなくなったってことかな。 

Ｂ１：塩酸の物質量が 0.1mol を超えると、炭酸カル

シウムが全て反応するから、二酸化炭素がそれ

以上発生しなくなるんじゃない？

表３に、考察の場面における授業記録を示す。Ａ班の生徒Ａ１は、議論が始まってすぐに、班員に対し

て自分の考えを述べたが、他の生徒を納得させる説明ができなかった。しかし、議論の途中で、授業者が

グラフの交点について考えを促すための支援（図８）を出したことで、Ａ１は議論の後半では他の生徒を

納得させるような説明をすることができた。これは、Ａ１の説明の中に、グラフの交点、すなわち炭酸カ

ルシウムと塩酸が過不足なく反応する点である「塩

酸 0.1mol」という具体的な言葉が出てきたためであ

ると考えられる。また、Ａ１以外の生徒についても、

考える視点が明確になり、他者の説明を受け入れる

準備が整ったためだと考えられる。 

 考察の内容を整理して、本時のまとめを実験レポ

ートに表現した。レポートは Microsoft Teams 上で

共有されているので、授業後に授業者が閲覧し、記

述分析による評価に活用することができる（表４）。 

表４ 評価基準と実験レポートへの記述内容の例 

評価基準 生徒の記述内容の例 

Ａ 炭酸カルシウムと塩酸がちょうど反応する点（グ

ラフの交点）に触れた上で、前半のグラフが比例

になる理由と後半のグラフが一定になる理由を

両方説明できている。

0.05mol の炭酸カルシウムに加える塩酸が少量のと

きの反応では、発生する二酸化炭素の量が塩酸の量

に伴い増加する比例関係であるが、塩酸が0.1molを

超えると、炭酸カルシウムが全て反応してなくな

り、二酸化炭素の量に変化がなく、一定となった。 

Ｂ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半のグラ

フが比例になる理由と後半のグラフが一定にな

る理由を両方説明できている。

グラフの前半では、物質量の比は反応式の係数の比

に等しいので、塩酸と二酸化炭素の物質量の間には

比例の関係が成り立つ。グラフの後半では、炭酸カ

ルシウムの反応が終わって一定になっている。

Ｃ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半のグラ

フが比例になる理由は説明できているが、後半の

グラフが一定になる理由を説明できていない。

物質量の比は反応式の係数の比に等しいので、比例

の関係が成り立つ。 
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図８ ヒントを重ねたグラフ 
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授業実践から５日後に、授業に出席した生徒を対象に、質問紙法による事後調査を行った。図９に質

問紙の内容を示す。 

質問１ ＩＣＴの活用に関するアンケート 

今回の授業では、以下の⑴～⑶の場面でＩＣＴを活用しました。これらの場面におけるＩＣＴ活用は、本時の授業

を進めるうえでどれくらい役に立ちましたか。次の①～④から１つ選び、番号で回答してください。また、そのように

回答した理由について、自由に記述してください。 

①役立った ②どちらかといえば役立った ③どちらかといえば役立たなかった ④役立たなかった

⑴ 家庭学習等で事前に動画を視聴する場面 〔理由 〕 

⑵ 実験結果を整理してグラフを作成する場面 〔理由 〕 

⑶ グラフの形状について、班で議論を深める場面〔理由 〕 

質問２ 授業内容の達成度に関するルーブリック評価 

今回の授業の目標は、「炭酸カルシウムと塩酸の反応について実験を行い、過不足のある反応の量的関係を見いだし

て表現する」ことでした。あなたは、この学習課題をどれくらい達成することができましたか。次の４～１から１つ選

び、回答してください。 

４ 炭酸カルシウムと塩酸がちょうど反応する点（グラフの交点）に触れたうえで、前半のグラフが比例になる理

由と後半のグラフが一定になる理由を両方説明できた。 

３ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半のグラフが比例になる理由と後半のグラフが一定になる理由を両方

説明できた。（＝目標達成の基準） 

２ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半のグラフが比例になる理由は説明できたが、後半のグラフが一定に

なる理由を説明できなかった。 

１ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半のグラフが比例になる理由を説明できなかった。 

質問３ 授業内容の達成度をはかるペーパーテスト 

炭酸カルシウムと塩酸の反応は次の化学反応式で表されます。CaCO3 + 2HCl → CaCl2 + H2O + CO2 

いま、0.10mol の炭酸カルシウムに塩酸を少量ずつ加え、二酸化炭素を発生させました。このとき得られるグラフ

の形として正しいものはどれですか。次の①～⑥から一つを選び、番号で答えてください。また、その理由も答えて

ください。 

〔番号 理由 〕 

質問４ 最後に、今回の授業に関する感想をお書きください。〔 〕 

図９ 事後調査における質問紙の内容 
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【学習の成果】 

１ 個別学習について 

実験を行う場面では、駒込ピペットの持ち方、メスシリンダーの目盛りの合わせ方、電子天秤の使い

方など、実験上の留意点を把握した上で取り組む様子が見られた。また、オンデマンドの動画は、授業

中でも自由に視聴することができるため、実験操作に自信がない班は、動画を視聴しながら実験に取り

組む様子が見られた。このように、ＩＣＴコンテンツを用意しておけば、授業者が指示を出さなくても、

生徒が自発的に活用することが分かった。実験の正確性についても申し分なく、理論値に近いグラフが

得られた（図６）。 

質問１のアンケート結果を、図 10 に示す。⑴より、動画の事前視聴について、「①役立った」「②どち

らかといえば役立った」と肯定的に回答した生徒の割合は約 90%であった。そのように回答した理由に

ついても、「スマホでも Microsoft Teams を利用していたので、実験動画をいつでも見ることができた。」

「実験操作を一回の説明で理解できないことが多いので、何度も見返せる動画があって助かった。」「事

前に実験の手順を確認することで、実験をスムーズに進めることができた。」などの肯定的な回答が得

られた。 

これらを総合的に判断して、事前に実験動画を視聴することは、実験技能に関するレディネスを整え

る上で有効であるといえる。 

２ 協働学習について 

本時の目標は「炭酸カルシウムと塩酸の反応について実験を行い、過不足のある反応の量的関係を見

いだして表現する」ことであった。この目標を達成するために、Microsoft Teams 上に格納した実験レ

ポートを用いて班ごとに実験結果の整理・分析を行い、得られたグラフを班で共有して議論し、科学的

な根拠に則して結論を導き出すことができるようにした。 

図 10⑵及び⑶より、グラフ作成や班で議論する際にＩＣＴを活用することについて、「①役に立った」

「②どちらかといえば役に立った」と肯定的に回答した生徒の割合は 90%以上であった。また、そのよ

うに回答した理由についても、「Excel で計算やグラフの作成を行うことで、プリント上で自力で計算す

る時間や書く時間が省けた分、グループワークや考えることに時間に使うことができた。」「正確な結果

を班の全員で共有することができた。グラフをもとに話し合うことで議論が発展した。」「それぞれの意

見を言い合うことで、より正確でグループ全員が納得する意見が出せた。」などの概ね肯定的な回答が

得られた。 

これらの回答から、実験レポートの協働制作を通して、生徒同士の対話が促され、意見交流や教え合

いにより、学習内容の理解につながったという充実感や達成感がうかがえる。 

図 10 アンケートの結果 
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【指導上の留意点】 

（１）資質・能力の育成 

質問２のルーブリック評価による自己評価で、本

時の目標達成の指標である「３」および「４」と答

えた生徒の割合は 85.9%であった（表５）。また、実

験レポートの記述分析で、本時の目標達成の指標で

ある「Ｂ」および「Ａ」に相当する班の割合は 85.2%

であった（表６）。このように、生徒の自己評価と

授業者による客観的評価の双方で高い値を示した

一方、質問３のペーパーテストで反応の当量を判断

して２直線の交点を読み取って正答を導いた生徒は、全体で 58.7%にとどまった。このことから、汎用

的に活用できる程度の思考力の育成には課題が残った（表７）。実験レポートの記述分析で「Ｃ」に相当

する班については、意見交流の内容に不足や考え違いがある場合に、他の班の考察を参考にして自分た

ちの考察が妥当かを改めて振り返る場面を設けるなど、更なる支援が必要である。 

（２） 生徒のＩＣＴ活用技能を想定した１単位時間の指導計画

今回の実践では、当初計画していた展開案のうち、４分の３程度の内容のみの実施となった。その主

な理由は、ＩＣＴの操作方法について説明したり、生徒が入力したりする時間を確保したことで、化学

の授業内容に割くことのできる時間が短くなったためである。質問４にはＩＣＴ活用に対する肯定的な

感想が多かったが、一部では「授業のスピードが速くて、ついていくのに大変だった。理解が難しかっ

た。」「タブレットＰＣを使っての授業は、使い方があまり分からず、大変だった。」「わざわざタブレッ

トＰＣを使ってやるような授業ではない。紙に書いた方が速い。」などの感想もあったことから、授業内

容の理解とＩＣＴ操作という情報量・作業量の多さに困惑していた生徒がいた様子がうかがえる。ただ

し、これらはあくまで一時的なものであり、今後、すべての授業でＩＣＴ活用が進み、基礎的な操作が

身に付くことで解消していくと見込まれる。 

表５ ルーブリックによる自己評価の結果 表６ 実験レポートの記述分析の結果 

割合〔％〕 割合〔％〕

４ 炭酸カルシウムと塩酸がちょうど反応する
点（グラフの交点）に触れた上で、前半の
グラフが比例になる理由と後半の後半のグ
ラフが一定になる理由を両方説明できた。

37.0

Ａ 「十分満足できる」
炭酸カルシウムと塩酸がちょうど反応する
点（グラフの交点）に触れた上で、前半の
グラフが比例になる理由と後半のグラフが
一定になる理由を両方説明できている。

14.8

３ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半
のグラフが比例になる理由と後半のグラフ
が一定になる理由を両方説明できた。 48.9

Ｂ 「概ね満足できる」
塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半
のグラフが比例になる理由と後半のグラフ
が一定になる理由を両方説明できている。

70.4

２ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半
のグラフが比例になる理由は説明できた
が、後半のグラフが一定になる理由を説明
できなかった。

8.7

Ｃ 「努力を要する」
塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半
のグラフが比例になる理由は説明できてい
るが、後半のグラフが一定になる理由を説
明できていない。

14.8

１ 塩酸と二酸化炭素のグラフについて、前半
のグラフが比例になる理由を説明できな
かった。

5.4

無回答

0.0

100.0 計 100.0計

到達度 評価基準

表７ ペーパーテストの結果 

割合〔％〕

⑤
（正答）
比例区間の傾きとグラフの交点を
読み取ることができている

58.7

⑥
（誤答）
比例区間の傾きは読み取れているが
グラフの交点は読み取れていない

26.1

他
（誤答）
比例区間の傾きを読み取れていない 15.2

計 100.0

解答類型

87



高等学校 家庭科 家庭基礎 B衣食住の生活の自立と設計 「住生活と住環境」 

対象児童生徒 花巻北高等学校 第１学年 ６クラス（234名） 

使用ソフト等 webcad、Microsoft Teams、Microsoft Forms、YouTube、 

ＱＲコード（ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です） 

端末環境 Chromebook 

概要 クラウド型住宅図面作成ツールの webcadを活用し、協働で住宅図

面の作成を行った。作成した住宅図面を提示しながら、工夫した点

の発表をした。生徒同士で評価し合う場面では、Microsoft Forms

を活用した。瞬時に集計ができ、発表者へのフィードバックが効果

的に行えた。Microsoft Teamsの共同編集を活用して、Excel シート

へ振り返りの入力を行い、クラス全員で振り返りの共有をすること

ができた。YouTube 動画の視聴を行い、学習内容の効果的な理解や

個別に作業方法の確認を行うことができた。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省
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右図のように、高機能プロジェクタを活用して見やすい図を

提示して授業の説明を行う。必要に応じ、動画も活用し生徒たち

の理解を深める。 

生徒たちは授業の最後に Microsoft Teams 上の Excel シート

に振り返りを入力する。次時に教師が入力された前時の振り返

りを提示しながら、前時の内容を確認する。提示方法は内容に応

じて、数人の振り返りをそのまま提示する場合と、全員の振り返

りをテキストマイニングで加工し、提示する場合がある。 

１人１台タブレットを活用しＱＲコードを読み取り、生徒た 

ちが自分で選択した YouTube 動画を二つの場面で視聴する。 

 右図のように、副教材に記載されたＱＲコードから解説動画 

を視聴する。生徒たちは、自分の興味がある内容の動画を自由 

に選び、視聴しながら学習を行う。 

webcad の操作方法を九つの動画にして、YouTubeにアップロ 

ードする。そのＵＲＬをＱＲコードにする。生徒たちは、ＱＲ 

コードを読み取り必要に応じて動画を選択し、視聴しながら webcadの操作を行う。

グループで検討し、webcadで作成した住宅図面を右図のよう 

に高機能プロジェクタで提示しながら発表を行う。提示する住 

宅図面を、平面と３次元に切り替えながら行うことで効果的に 

自分たちの意見を伝えることができる。発表を聞く生徒たちは、 

Microsoft Forms を活用することで、聞きながら発表に対する 

評価やアドバイスを入力することができる。教師は生徒たちの 

結果を瞬時に回収し、すぐに発表者へ提示することができる。 

クラウド型住宅図面作成ツールである webcadを活用し、右

図のようにグループで協働制作を行う。webcadはドアや窓の設

置など面倒な作業を自動で行うことができるため、生徒たちは

自分たちが思い描く住宅図面を簡単に、短時間で製作すること

ができる。 

クラウド型であるため、グループのメンバーはそれぞれの端

末から一つの図面を加工することができる。また、同じクラス

内すべてのグループの住宅図面を閲覧することもできる。 

Ｃ３ 協働制作 

Ａ１ 教師による教材の提示 

Ｂ１ 個に応じた学習 

Ｃ１ 発表や話合い 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体８時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ 

・ 

２ 

 

 

・生活の拠点である住居の

機能と生活行為につい

て話し合う。 

・住宅平面図について理解

する。 

・伝統的な住居と現代の住

居について生活様式を

基に、現代の暮らしに生

かすことができる和の

文化について話し合う。 

・webcad の住宅図面を提示 

することで、題材全体の

見通しがもてるような指

導を心がける。 

【知識・技能】 

生活行為と住空間の関わりについて理解している。 

〔ワークシート〕 

【主体的】 

住まいの機能、住空間の計画や住環境について、課題の解

決に主体的に取り組もうとしている。 

〔ワークシート〕〔行動観察〕 

 

 

 

【知識・技能】 

住まいの安全対策や住まいにおける健康管理など、環境

に配慮した住まいについて理解している。 

健康的な住環境における基本的な知識を理解している。 

〔ワークシート〕 

【思考・判断・表現】 

・安全な住まい作りや、快適な住環境についての問題を見い 

だして課題を設定している。 

・暮らしやすい住まいやまちづくりについて、環境とも関係 

していることをレポートなどにまとめるために考え、工

夫している。 

〔ワークシート〕 

 

 

 

【知識・技能】 

ライフステージに応じた住生活の特徴を理解している。

〔ワークシート〕 

【思考・判断・表現】 

ライフステージに応じた住生活と住要求について、解決

策を構想したり、評価したりしている。 

〔webcad の作品〕〔行動観察〕 

【主体的】 

住まいの機能、住空間の計画や住環境について、課題解

決に向けた一連の活動を振り返って改善しようとしてい

る。 

〔webcad で制作した平面図〕〔ワークシート〕 

 

【思考・判断・表現】 

ライフステージと住空間の設計、住環境についての課題

解決に向けた一連の活動について考察したことを、根拠に

基づいて論理的に表現している。 

〔ワークシート〕〔行動観察〕 

【主体的】 

住まいの機能、住空間の計画や住環境について自分や家

庭地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしてい

る。 

〔ワークシート〕 

３ 

・ 

４ 

 

 

 

・日照、換気などに関する

環境性能について理解

を深め、快適かつ健康、

安全な生活を行う場と

なる住居の条件につい

てまとめる。 

・住まいとエネルギーの観

点から持続可能な環境

に配慮した住まいとは

何かを考えまとめる。 

・まちづくりと持続可能な

住生活について話し合

う。 

・次時に活用する webcad の 

操作について理解する。 

・情報収集はインターネッ 

トを活用するため、接続

する順序を指示するなど

回線の圧迫状況に留意す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・webcad の操作方法の動画 

を視聴してくることを連 

絡する。 

５
・
６ 

本
時 

 

・ライフステージによる

住まいの変化について

考える。 

・20 年後、30 年後、40 年

後のライフステージご

との住要求について考

え、その条件を満たす

住まいについて webcad

を活用して間取り図を

作成する。 

・年代ごとの住まいの間取

りについて、グループご

とに作成する。 

・ライフステージや住まう 

人の住要求によって平面 

計画が変化する事を助言 

する。 

・住まいの生活空間の特徴 

や家族のイメージができ

るように留意する。 

・webcad の操作方法は動画 

を確認しながら随時行う

よう促す。 

７ 

・

８ 

 

 

・クラス内で、グループ毎

にそれぞれ作成した住

宅の間取り図について

発表を行う。 

・生涯を見通した住生活に

ついて考えをまとめる。 

・発表内容の検討を通し

て、 

意見の整理を行い、思考 

を深められるような指導 

を心がける。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第５・６時） 

本時の目標 ライフステージごとの住要求をふまえ、機能性に配慮した住まい方について工夫すること

ができる。 

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等）

導

入 

10 

分 

１ 前時までに学習した、住居の機能と生活行為

や、快適かつ健康、安全な住居の条件について

振り返る。 

２ 学習課題を把握する。 

・前時に入力した振り返りシートで、振り返る。

■教師用ＰＣ、高機能プロジェクター

前時の振り返りを提示［Ａ１］

・20 年後、30 年後、40年後のモデル家族の構成を確認

する。

展

開

100 

分 

３ 課題を解決する。 

（１） Ａ～Ｃの年代ごとに担当を決め、現時点

での家族構成と将来を意識してどのよう

な間取りにするか。

Ａ 30 代夫婦/幼児 1人 

Ｂ 40 代夫婦/中学生 1 人/小学生 1 人 

Ｃ 50 代夫婦/大学生 1 人/高齢の祖父母 

（２）Ａ～Ｃの年代のうち、選んだ年代の住要求

の視点をもとにした間取り図を作成する。 

（３）同じ年代同士のグループごとに、制作した

平面図について、グループ内で発表し、一

つの平面図に絞り込む。更に絞り込んだ間

取り図について、さらによりよい間取りと

なるように意見を出し合い、考えを深め

る。 

４ ライフステージごとの住要求の課題を解決

するための工夫をまとめる。 

・ライフステージごとの住要求について、自分自身に当

てはめたり、調べたりしながらまとめる。  

就寝場所、子ども部屋、プライバシー、高齢者 

◇ライフステージに応じた住生活の特徴について理解

している。【知識・技能】〔ワークシート〕

■Chromebook

YouTube動画を視聴し webcad の活用方法確認［Ｂ１］ 

・生涯を通して住むための住宅について webcadを活用

し、試行錯誤しながら間取り図を作成する。 

■Chromebook

webcadを活用し協働制作をしながら住宅図面を作成

［Ｃ３］

◇ライフステージに応じた住生活と住要求について、

解決策を構想したり、評価したりしている。

【思考・判断・表現】〔webcad の作品〕〔ワークシート〕

〔行動観察〕 

・個々に作成した平面図をグループ内で共有した上で、

一つの間取り図について協働で編集する。 

◇ライフステージに応じた住生活について、解決策を

構想したり、改善したりしている。

【思考・判断・表現】〔行動観察〕〔ワークシート〕

終

末 

10 

分 

５ 学習を振り返る ◇住まいの機能、住空間の計画や住環境について、課

題解決に向けた一連の活動を振り返って改善しよう

としている。

【主体的に学習に取り組む態度】

〔webcad の作品〕〔ワークシート〕

≪学習の振り返り例≫ 

生涯を通して住み続けられる家をつくるためには、家族の年齢や人数が変化した場合にも対

応できるような間取りを考えることが必要である。将来、自分の家族が住む住空間について、

ライフステージの変化にも対応できる住居の計画・管理ができるようにしたい。

生涯を通して住むための住宅の間取りにはどのような配慮が必要だろうか 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第１～８時） 

クラス毎１枚の Excel シートを生徒たちが協働編集し、授

業の最後に「本時の振り返り」と「これから、したいことや

心がけたいこと」の入力を行った（図１）。次時の導入に前

時の振り返りを次の二つの方法から選択し、生徒たちに提示

を行った。 

（１）教師が振り返りシートから数点を選び出し、生徒たち

に提示する（図２）。教師が選び出すため、教師の意図

に沿った内容にできた。 

（２）クラス全員の振り返りのテキストデータを加工（テキストマイニング）し、図として生徒たちに提

示する（図３）。教師は全員の意見を確認することなく、瞬時に生徒たちへの提示ができた。 

【Ｂ 個別学習】 Ｂ１ 個に応じた学習（第３・４・５時） 

生徒一人一人の興味・関心やニーズに合わせた動画の視聴を行うことができた。生徒たちはＱＲコード

を読み取ることで、あらかじめ準備された YouTube動画を次の二つの場面で視聴した。 

（１）住生活に関わる「通風と換気」、「耐震から免震・制震へ」、「ヒートショック」の三つの動画から選

び視聴する。図４のように副教材に記載されているＱＲコードを読み込み動画の視聴を行った。 

（２）webcadの操作方法についての YouTube動画を九つの場面に分け、図５のようにＱＲコードにして、

一覧を配付した。生徒たちは操作に必要な動画を何度も視聴し、作業を進めることができた。各自の

スマートフォンでも視聴でき、隙間時間に webcadの操作方法の確認もできた。教師は、授業で操作

方法の説明をする必要がなく、生徒たちは授業時間の多くを制作活動に充てることができた。 

図４ ＱＲコードを読み取る様子 図５ 生徒に配布したＱＲコード一覧 

図３ 全員のデータを加工し提示する様子 図２ 数点を選び出して提示する様子 

図１ 振り返りの入力シートの例

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 
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【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第５～７時）、Ｃ３ 協働編集（第５・６時） 

生徒たちが自ら課題を設定し解決策を考えながら、住宅図面の作成を行った。また、クラス発表を行

うことで意見の共有を行い、生徒たちの思考を広げる活動を行った。 

（１）課題の設定とそれを解決するための工夫の検討 

４人ずつのグループをつくり、次のＡ～Ｃのライフステージを割り当て、それに応じた課題を設 

定し、解決するための工夫を実現した住宅図面の検討を行った。 

Ａ 30 代夫婦/幼児１人  

Ｂ 40 代夫婦/中学生１人/小学生１人 

Ｃ 50 代夫婦/大学生１人/高齢者１名 

（２）webcadによる住宅図面の作成 

生徒たちは webcad を活用し、自分たちの設定した課題を解決する住宅図面を図６のようにグルー

プで試行錯誤しながら作成した。図７はあるグループの作成例である。このグループは下記のような

課題を設定し、その解決策としての工夫を挙げている。 

課題「プライベートの空間をとりつつ、コミュニケーションの場をもうける」 

工夫「トイレなどはリビングを通るようにし、リビングをコミュニケーションの場とする」 

（３）クラス発表 

  作成した住宅図面を提示しながら、図８のように自分たちの設定した課題やその解決策である工 

夫の発表を行った。必要に応じて平面や３次元に切り替えを行い、効果的に自分たちの意見を伝え 

ることができた。発表を聞きながら Microsoft Formsで発表に対する評価とアドバイスの入力を図 

９のように個人のタブレットで行った。聞く生徒たちは、評価の視点に沿って聞くことができた。 

図８ 図面を提示しながら発表する様子 図９ 発表の評価を入力する様子 

図７ 生徒の作成した住宅図面の例 図６ グループで試行錯誤する様子 
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【学習の成果】 

ＩＣＴを活用した次の１～３の活動を通して、本時の目標である「ライフステージごとの住要求を踏

まえ、機能性に配慮した住まい方について工夫することができる。」を達成する一助になったと考える。 

１ 一斉学習について 

生徒たちは、学習や実習後に振り返りを自分の言葉でま

とめる活動を行った（図１）。その振り返りを図２、図３

のように見やすく分かりやすいデータにして提示し、クラ

スで共有できた。そこから生徒たちは、多様な考えや価値

観に触れ、物事を多面的・多角的に捉え、自分の考えを整

理していた。また、図10のような地震による被害の様子な

どの解説動画の活用は、生徒たちのより実感を伴った理解

につなげることができた。日常生活から問題を見いだし、

課題を設定することに結び付いた。 

２ 個別学習について 

１人１台タブレットを活用することで、図４のように生徒たちが自分で選択した動画を視聴し、学習

を進める活動をした。自分で選んだり決めたりする場面を取り入れることで、専門的な学習内容であっ

ても自分の力で理解しようとしていた。また、生徒たちは webcad の操作方法を動画の視聴を行うこと

で確認して操作していた。主体的に学習や制作活動に取り組むことにつながった。 

３ 協働学習について 

webcad がクラウド型の住宅図面作成ツールであることを活用して、下記の場面で協働学習を行った。 

（１）４人グループで協働し一つの住宅図面を作成 

生徒たちは、各自のタブレットを活用してクラウド

上にある、住宅図面を協働しながら作成していった。

その過程において、自分たちが設定した課題の解決に

つながるより良い住宅図面を作成するため、生徒同士

でたくさんの対話が行われていた（図11）。班の中での

対話を通して考えを深め、【生徒たちの対話の様子】の

ように、自分の生活について振り返ることができた。 

【生徒たちの対話の様子】 

生徒Ａ：私の家は、両親の寝室が別々だよ。 

生徒Ｂ：え、私の家は一緒の寝室だよ。どうして、お父さんとお母さんが別々に寝ているの。 

生徒Ａ：たぶん、我が家には小さな弟がいて夜泣きをするからだと思うよ。 

図11 対話をしながら図面を作成する様子 

図10 地震被害の動画を視聴する様子 

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 
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（２）各グループのクラス発表 

  聞き手にしっかり自分たちの意見を伝えることを目指し、繰り返し検討を行った（図12）。発表の際

は、立体にしたり、角度を変えたり、拡大したりしながら図13のように提示することで、聞く生徒た

ちが実感を伴って理解できるような工夫が見られた。クラス発表で、意見を共有したことにより、【発

表を聞いた後の振り返り例】のように自分たちの考えを振り返ったり、改善したりすることにつなが

った。 

【発表を聞いた後の振り返り例】

他の班の発表を聞いて、自分たちと同じライフステージの班の自分たちに考えつかなかったアイデ 
アを知ることができた。また異なるライフステージの班の発表では工夫すれば自分たちのライフステ
ージにも応用できる工夫が見ることができて良かった。

ＩＣＴを適切かつ効果的に活用し、自分たちの意見を整理して伝達する活動や、他者の意見と自分 

たちの意見を比較しながら自分の意見を形成していく姿を見ることができた。このような活動を通し 

て、情報活用能力の育成にもつながったと考える。 

【指導上の留意点】 

今回の実践を行い、下記２点の留意点が考えられた。 

１ 振り返りの入力について 

Microsoft Teamsの共同編集による振り返りの入力について、機器の操作に慣れていないと時間が

かかる。また、振り返りの入力のために十分な時間をとれないこともある。振り返りの入力のための

時間を考慮した授業計画が必要である。 

２ YouTube動画の視聴について 

  動画の視聴は、自分のペースで視聴することができるため生徒たちが作業方法を確認する場面でと

ても効果的だった。しかし、教師が生徒の反応を確認しながら説明する場面や、教師が生徒に発問す

る場面などは、動画ではなく実際に教師が行う必要がある。必要に応じて動画の視聴を授業の中に組

み入れていくことが重要だと考える。 

図13 角度を変えながら説明する様子 図12 発表に向けて検討する様子 
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高等学校 工業科 工業情報数理（３）プログラミングと工業に関する事象の数理処理 ウ 数理処理 

対象児童生徒 岩手県立花北青雲高等学校 第１学年 情報工学科（35名） 

使用ソフト等 Microsoft Teams、Excel 

端末環境 Chromebook 生徒機１人１台・教師機１台 

概要 工業に関する事象を数式としてモデル化し、コンピュータを使っ

てグラフを描くなどのシミュレーションを行う場面において、ＩＣ

Ｔを効果的に活用する。Microsoft Teamsの共同編集機能を用い、

グループごとの Excelシートを１人１台端末で同時編集して「運動

エネルギー」と「位置エネルギー」の表（グラフ）を作成した。ま

た、エネルギーの値を比較して気付いたことを発表する場面におい

ても、Microsoft Teams上の Excelファイルに入力した内容を閲覧

することにより共有することができた。 

１ ＩＣＴの活用場面 

「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省 「教育の情報化に関する手引－追補版－」2020年６月 文部科学省
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Ａ１ 教師による教材の提示 

導入の場面において、高機能プロジェクターを活用して自動

車の衝突実験動画を視聴し、学習課題を把握する（図１）。生徒

に動画を提示することで、自動車走行時の「運動エネルギー」を

イメージできるよう視覚的に補助する。

また、Microsoft Teams 上の Excelシートを提示しながら、授

業者が電子ペンで重ねるように説明を書き込む（図２）。生徒は

手元の端末画面で入力するセルを確認しながら、表の作成に取

り組む。 

グループごとの Excel シートに協働して入力し表を作成するため、次

のとおり Microsoft Teams を使用する。 

（１）チームの作成とチームへの参加

授業実践校の教科担当者が「工業情報数理」の科目名でチームを作

成する（図３）。生徒は各自の Microsoft アカウントで Microsoft 

Teams にサインインした後、チームコードを入力してチームに参加す

る（図４）。 

（２）チャネルの作成

２名又は３名のグループで共同編集する Excelファイルを保

存する場所として、チーム内にチャネルを作成する。「教科書ペ

ージ数」及び「授業日」を名称とすることで、生徒は編集する

Excel ファイルの在りかが分かりやすくなる（図５）。 

（３）Excelファイルのアップロード

授業者はチャネル内の「ファイル」に

Excel ファイルを事前にアップロードす

る。生徒は各自の端末で該当の Excelファ

イルを開き、分担・協働してグループごと

のシートを編集する（図６）。 

Ｃ３ 協働制作 

図１ 動画の視聴 

図２ Excelファイル画面の提示 

図３ 作成したチーム 

図５ 作成したチャネ

ル 

図４ コードによるチームへの参

加 

図６ Microsoft Teams上にア

ップロードしたExcelフ

ァイル 
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２ 単元の指導と評価の計画（全体９時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ ・国際単位系や数式モ
デルの扱い方、シミ
ュレーションの方法
などについて単元の
見通しをもつ。

・量記号と単位記号、
国際単位系（SI）を理
解し、具体的な数値
計算をする。

・生活の中に定着して
いる「量」に関心を
もち、それらに対応
した記号について理
解を深めるようにす
る。

【知識・技術】〔ワークシート〕 
組立単位が固有の記号の組合せで構成されてい

ることを理解している。 
【思考・判断・表現】〔ワークシート〕 

量の名称・量記号・単位(SI)について説明するこ
とができる。 

２ ・指数法則と SI 接頭
語、単位換算を理解
し、具体的な数値計
算をする。

・SIの接頭語の名称と
取り扱いに慣れるこ
とができるようにす
る。

３ ・測定器の性能や測定
する人の技量による
誤差と精度、有効数
字の意義と数字の丸
め方を理解し、具体
的 な 数 値 計 算 を す
る。

・測定値には「ある範
囲内の誤差が生じる
こと」、「読み取った
数字が有効数字であ
ること」、「測定値を
使った計算では、む
やみに多くの数値を
並べても意味がない
こと」を理解できる
ようにする。

【知識・技術】〔ワークシート〕 
実際の実験データを用意し、グラフ化する方法

を理解し、実際にあるデータから特徴を読み取る
技能を習得している。 
【思考・判断・表現】〔ワークシート〕 

実験データをグラフによって可視化し、データ
の特徴を見いだす方法を提案できる。 

４ ・実験結果をグラフ化
することで実験の全
体像をつかみ、グラ
フから分かることを
まとめて実験式を導
き出す。

・表計算ソフトウェア
を利用し、実験結果
からグラフを作成す
る。

・実際の実験データを
用意し、グラフ化し
た後にデータの特徴
を読み取ることを実
際に体験できるよう
にする。

５ ・単位時間あたりの移
動距離である「速さ」
について数式モデル
を考え、表計算ソフ
トウェアを利用して
グラフを作成して数
式を表示する。

・いろいろな事象が、
モデル化によって数
式として扱えること
を理解できるように
する。

・科学的な根拠に基づ
き物理の理論と関連
付けて考察し、数理
処理を活用する力を
身に付けることがで
きるようにする。

・表計算ソフトウェア
を用いた解析手順を
実際に操作し、技能
を身に付けながら理
解を深めるようにす
る。

【知識・技術】〔ワークシート〕 
表計算ソフトウェアを用いた解析手順を行う技

能を習得している。 
【思考・判断・表現〔ワークシート〕 

いろいろな事象をモデル化によって数式として
扱う方法を理解し、適切な方法を選択して説明す
ることができる。 

６ ・時間とともに速さが
変化する「加速度」に
ついて、数式モデル
を考える。

・身の回りにある乗り
物で加速度を感じる
ものを調べ、旅客機
の 加 速 度 と 比 較 す
る。

７ ・水を高い位置にもち
上げる「位置エネル
ギー」について、ベル
ヌーイの定理から数
式モデルを考える。

８ 

・ 

９ 

本

時 

・自動車の「運動エネ
ルギー」と「位置エネ
ルギー」について数
式モデルを考え、二
つのグラフからエネ
ルギーの大きさを比
較する。

【思考・判断・表現〔ワークシート〕 
いろいろな事象をモデル化によって数式として

扱う方法を理解し、適切な方法を選択して説明す
ることができる。 
【主体的に学習に取り組む態度】〔ワークシート・
発表〕 

いろいろな事象をモデル化によって数式として
扱う方法に関心があり、解決していくことに意欲
がある。 
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３ ＩＣＴを活用した授業例（第８・９時） 

本時の目標 自動車の「運動エネルギー」と「位置エネルギー」をモデル化してシミュレーショ

ンし、エネルギーの大きさを比較して衝突時のエネルギーについて考える。

〇指導過程 

学習活動 
指導上の留意点 

（◇評価 【 】評価の観点 ■活用するＩＣＴ機器等） 

導

入 

10 

分 

１ 既習を振り返る。 
・前時までの学習を振り返り、どのよう

な表やグラフを作成したか確認する。

２ 学習課題を把握する。 
・自動車の衝突実験動画を視聴する。

・走行する自動車の「運動エネルギー」と、高い
場所での「位置エネルギー」についてイメージ
させ、本時の学習課題へとつなげる。

■動画コンテンツ・プロジェクター
教師による教材の提示［Ａ１］

展

開

70 

分 

３ 学習課題を解決する。 
（１）走行する自動車の「運動エネルギ

ー」を求めるため、表計算ソフトウェ
アを利用してグループ毎にモデル化と
シミュレーション、グラフを作成す
る。

（２）高い場所にある自動車の「位置エネ
ルギー」を求めるため、表計算ソフト
ウェアを利用してグループ毎にモデル
化とシミュレーション、グラフを作成
する。

（３）自動車の「運動エネルギー」と「位
置エネルギー」を比較して気が付いた
点をグループごとにまとめ、発表す
る。

・「運動エネルギー」のモデル化が困難な生徒に
は、前時での既習事項【(mv2)/2】の想起を促
す。 

■タブレットＰＣ（Chromebook）
■Microsoft Teams（Excel）

協働制作［Ｃ３］

・「位置エネルギー」のモデル化が困難な生徒に
は、前時での既習事項【mgh】の想起を促す。 

■タブレットＰＣ（Chromebook）
■Microsoft Teams（Excel）

協働制作［Ｃ３］

■タブレットＰＣ（Chromebook）
■Microsoft Teams（Excel）

発表や話合い［Ｃ１］

◇いろいろな事象をモデル化によって数式とし
て扱う方法を理解し、適切な方法を選択して説
明することができる。
【思考・判断・表現】〔ワークシート〕

終

末 

20 

分 

４ 学習を振り返る。 
・単元を通して学んだことや気が付いた

ことを Microsoft Teams の Excel ファ
イルに入力し、学習を振り返る。

◇いろいろな事象をモデル化によって数式とし
て扱う方法に関心があり、解決していくことに
意欲がある。
【主体的に学習に取り組む態度】〔ワークシー
ト・発表〕

自動車の「運動エネルギー」と「位置エネルギー」をモデル化してシミュレーションし、

エネルギーの大きさを比較して、衝突時のエネルギーについて考えよう。

《学習の振り返り例》 

モデル化とシミュレーションによって、運動エネルギーと位置エネルギーの値を表にす

ることで比較して考えることができた。今後もモデル化やシミュレーションを活用してい

きたい。 
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【Ａ 一斉学習】 Ａ１ 教師による教材の提示（第８時） 

前時までの振り返りを行った後、走行する自動車の運

動エネルギーをイメージするとともに学習課題への理解

を深めるため、自動車衝突実験動画を高機能プロジェク

タで提示した（図７）。Microsoft Teamsの投稿欄に貼り付

けた動画サイトへのリンクから再生できるため、動画フ

ァイルを事前にダウンロードして指導者用の端末に保存

する等の準備が不要である。また、「位置エネルギーは高

い位置にあるほど大きくなる」ことを想起するため、

Microsoft Teamsの投稿欄に貼り付けたイラストを高機能

プロジェクタで提示しながら説明した。投稿欄のイラス

トは生徒の端末からも閲覧することができ、生徒個々で

詳細に確認することができる（図８）。 

Microsoft Teams上のファイルを共同編集するに当た

り、Excelシートの画面を高機能プロジェクタで投影しな

がら表の構成や入力する箇所等の注意点を電子ペンで加

筆した（図９）。生徒は投影された画面と手元の端末画面

を比較することで作業内容を具体的に理解し、表を完成

することができた（図10）。 

【Ｃ 協働学習】 Ｃ３ 協働制作（第８・９時） 

Excelシートの共同編集作業が行いやすいよう、グループの人数を２名又は３名として活動した。

Excelで求める運動エネルギーと位置エネルギーの値は、車両重量を1,000kg及び1,500kgのそれぞれの

場合とし、運動エネルギーは時速を０km/hから120km/h、位置エネルギーは高さを０mから60mとして表を

作成した（図11）。これまでの授業で、生徒は一つのExcelシートを複数名で同時編集した経験がないた

め、「時速から秒速への換算」、「車両重量1,000kgの運動エネルギーと位置エネルギー」、「車両重量

1,500kgの運動エネルギーと位置エネルギー」のうち、どのセルを誰が入力するかを相談しながら作業

を開始した。Chromebookを使っての数理処理は第５時から始めており、デスクトップパソコン（Windows

端末）との操作の違いを説明しながら授業を進めてきた。慣れないChromebookの操作と同時編集作業に 

４ ＩＣＴを活用した学習活動の様子 

図７ 衝突実験動画の視聴 

図８ イラストが表示された生徒端末の画面 

図９ 電子ペンによる投影画面への加筆 図10 入力する箇所等を確認する生徒の端末画面 
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初めは戸惑っていたものの徐々に慣れ、グループを超えて互いに教え合う姿が見られるようになった

（図12）。 

図11 グループで作成した表とグラフ 

図12 グループで表を作成する様子と入力画面 
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【Ｃ 協働学習】 Ｃ１ 発表や話合い（第９時） 

作成した表（図11）の値から、運動エネルギーと位置エネルギーを比較して気が付いた点をグループ

ごとに話し合い、発表する場面を設定した。Microsoft Teams上では編集や閲覧のために１台の端末で

複数のファイルを同時に開くことはできない。そのため、話合いと文字入力の場面では、作成した表を

１台の端末で閲覧しながら、話合いの内容は他の１名が入力することとした（図13）。発表の場面では、

生徒は高機能プロジェクタで投影された Excelファイルの画面（図14）と併せ、手元の端末で確認しな

がら発表を聞き、各グループの考えを共有した（表１）。 

図13 グループごとの話合いの様子 

図14 入力内容の提示 

グループ 
「運動エネルギー」と「位置エネルギー」の

大きさを比較して気が付いたこと 

３ 
時速16kmで走る運動エネルギーと高さ１ｍ

から落ちる位置エネルギーの値が近い 

４ 

車両重量が1,000kgの時15ｍから落下したと

きのエネルギーと1,500kgの時の10ｍで同じ

値になっている 

６ 
重い方がエネルギーが大きいけど、スピード

と高さの関係は重さに関係なく同じ 

表１ グループでの話合いをもとに入力された内容（抜粋） 
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【学習の成果】 

１ 一斉学習について 

本時の導入で衝突実験動画とイラストを提示したことにより、生徒は自動車の運動エネルギーと位置

エネルギーを視覚的にイメージすることで学習課題への理解を深め、興味・関心を高めることができた

と考える。また、共同編集する Excelシートは生徒が初めて見る構成の表であることから、授業者は数

式入力するセルの箇所を高機能プロジェクタで投影して書き込みながら説明することで、生徒全員が作

業内容を理解して表を完成させることができた。

２ 協働学習について 

学習課題を解決するための活動として、表計算ソフトウェアである Excelを用いて運動エネルギーと

位置エネルギーの値を求める表を作成した。これまでは、同様の活動をするためにはコンピュータ室に

移動する必要があったが、生徒１人１台端末により教室でもコンピュータを活用した学習活動が可能と

なった。これを受け、本実践の協働制作の場面では、生徒がグループ内の役割を分担し、Microsoft Teams

上の Excelファイルを同時並行で編集することで他者の進み具合を意識し、互いに教え合いながら入力

する活動が見られた。 

また、学習課題に対する自分たちの考えを発表する場面では、運動エネルギーと位置エネルギーの値

を科学的な根拠として比較し、考えを整理して Excelファイルに入力し発表した。各グループの考えを

学級全体で共有することで、自分の考えを更に広げようとしたり、深めようとしたりしていた。 

生徒が入力した授業の感想には、「中学校で学んだことも生かして、位置エネルギーと運動エネルギ

ーの関係性について学ぶことができた」や「シミュレーションをすることで、車が時速何キロで走った

ときの運動エネルギーが高さ何ｍから落ちたときの位置エネルギーと同じになることがわかった」、「三

年生の課題研究や計算してグラフにまとめたいときなどに、今回学んだ Excelでの数理処理で簡単に見

やすくまとめたいと思った」などの記述があった。これらのことから、ＩＣＴを活用した学習活動を行

うことは、本時の目標である「自動車の『運動エネルギー』と『位置エネルギー』をモデル化してシミ

ュレーションし、エネルギーの大きさを比較して衝突時のエネルギーについて考える。」ことに対して

効果的であったと考える。 

【指導上の留意点】 

・他教科を含めＩＣＴ活用の機会が増えることから、生徒個人のアカウントやパスワードはセキュリテ

ィの面も併せて管理を徹底させる必要がある。

・本実践の科目では〔指導項目〕として他に(2)のイで「ソフトウェア」、(3)のアで「プログラミング」

が示されており、ＩＣＴを活用する場面が多い。学習活動にはテキスト入力を伴うことから、ある程

度の速さでキーボードを使って入力できるようにし、マウスの有無やキー配列の違いなど端末（ＯＳ：

オペレーティングシステム）ごとに異なる基本的な操作を習熟させておく必要がある。

５ ＩＣＴを活用したことによる学習の成果と指導上の留意点 
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Ⅷ 研究のまとめ 

 本研究は、ＩＣＴを活用した学習活動を構想する際に参考となる実践事例集を作成し、各学校におけ

る教育活動や研修に役立てることにより教員のＩＣＴ活用指導力の充実を図り、資質・能力を育成する

「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善」に資することを目的とし、２年研究として取り組ん

できた。 

 ２年間の取組を踏まえ、研究の成果として２点、今後の課題として１点を挙げてまとめとしたい。 

 

１ 研究の成果 

（１）ＩＣＴ活用への意識の変化と実践の広がり 

本研究の実践を担当したセンター所員がまとめた報告書の記載や実際の声を基に、昨年度と今

年度の意識の変化をまとめると、次の表１のとおりとなった。 

表２ 令和３年度と令和４年度の実践担当者の報告書の記載や実際の声をまとめたもの 

＜令和３年度の実践＞ 

・授業の前に、基本的機器操作を児童生徒が練習する時間を設定したほうがよい。 

・ＩＣＴを効果的に活用するために、教員がＩＣＴを活用する活動を見極める必要性がある。 

・児童生徒の考え等の共有を図る場面や思考を深める過程において、ＩＣＴは効果がある。 

＜令和４年度の実践＞ 

・教員が黒板に板書したものと同じ内容を、タブレット端末上に記録・保存ができるので、ノー

トに代用できて便利である。 

・ノートに手書きで記録するのか、ＩＣＴを活用して記録するのか、そのツールを児童生徒自身

が選択する。 

・児童生徒の身近にタブレット端末を置いているので、児童生徒が分からないことを自由にイン

ターネットで検索して、学習を進めている。 

・ワークシートを児童生徒のタブレット端末に送信して活用すれば、印刷、回収、保存に要する

教員の労力削減につながる。 

・ＩＣＴが日常的に活用されており、児童生徒は機器操作に慣れている。 

    表２で示した意識の変化は、センター所員のみならず、研究協力校やＩＣＴ活用研修として位

置付けた研修講座の受講者の声、ＩＣＴ活用に関連した学校公開における研究協議の場で交わさ

れた発言などからも窺い知ることができた。これらのことから、試行錯誤しながらも、ＩＣＴ活

用に慣れる段階から日常的な活用の段階へと徐々に進みつつあり、学校現場においてもＩＣＴ活

用が着実に広がっていると言える。 

 （２）ＩＣＴ活用の特性・強みを生かした「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」の 

   充実 

      ＩＣＴ活用に関連して、文部科学省は令和３年３月に「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個

別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料」（以下、参考資料）を公表した。

これは、中央教育審議会が令和３年１月にとりまとめた「『令和の日本型学校教育』の構築を目指

して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」

を受けて作成したものである。この参考資料の中で、ＩＣＴ活用の特性と強みを次のように指摘 

している（資料５）。 
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資料５ ＩＣＴ活用の特性と強みに対する指摘 

（出典：「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料」 

文部科学省 令和３年３月）より抜粋 

平   平成 28（2016 年）に取りまとめられた「『2020 年代に向けた教育の情報化に関する懇談会』最終

まとめ（以下、最終まとめ）では、ＩＣＴ環境整備を進めるに当たって、学習指導要領の趣旨が十

分に生かされるようにすることが最も重要であるとしています。また、習得・活用・探究という学

習過程の中でＩＣＴの効果的な活用の方法を模索していくことが望まれるとされるとともに、家庭

における学習との効果的な連携の視点を持つことの重要性などが指摘されています。その上で、Ｉ

ＣＴ活用の特性・強みは以下の３点に整理されています。 

 

   ① 多様で大量の情報を収集、整理・分析、まとめ、表現することなどができ、カスタマイズが容

易であること（観察・実験で得たデータなどを入力し、図やグラフ等を作成するなどを繰り返し

行い試行錯誤すること） 

   ② 時間や空間を問わずに、音声・画像・データ等を蓄積・送受信でき、時間的・空間的制約を超

えること（距離や時間を問わずに児童生徒の思考の過程や結果を可視化する） 

   ③ 距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという、双方向性を有すること

（教室やグループでの大勢の考えを距離を問わずに瞬時に共有すること） 

   

    具体的には、①については文書の編集、プレゼンテーション、調べ学習、ドリル学習、試行 

   の繰り返し、情報共有が、②については思考の可視化、学習過程の記録が、③については瞬時の 

情報共有、遠隔授業、メール送受信等が可能となります。 

 

    このように、ＩＣＴの活用は知識及び技能の習得のみならず、児童生徒の思考、判断、表現や、

学習状況の他の児童生徒との共有、学びの振り返りを行う際の有効な手段にもなります。 

   上記抜粋から、ＩＣＴ活用以前には実現することができなかった学習活動が、ＩＣＴ活用の特性と強

みを生かすことによって簡単に実現できること、したがって、ＩＣＴを活用した授業改善につながるこ

とが分かる。そこで、本研究の成果として、ＩＣＴ活用の特性と強みが主体的・対話的で深い学びの実

現に向けた授業改善にどのようにつながったのかを以下の表にまとめた。 

   その際、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善については、中央教育審議会答申におい 

て授業改善を行う視点として示されている三つの視点（本資料 p.４参照）を、以下の要素に分けて記述 

する。 

   ＜授業改善を行う視点の要素＞ 

  〇主体的な学びが実現できているかという視点 

   ・学ぶことに興味・関心を持つ 

   ・学ぶことに見通しをもって粘り強く取り組む 

   ・学習活動を振り返って次につなげる 

〇対話的な学びが実現できているかという視点 

   ・協働を通じて、自己の考えを広げ深める 

   ・対話を通じて、自己の考えを広げ深める 

 ・先哲の考え方を通じて、自己の考えを広げ深める 
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〇深い学びが実現できているかという視点 

 ・知識を相互に関連付けてより深く理解する 

 ・情報を精査して考えを形成する 

 ・問題を見いだして解決策を考える 

 ・思いや考えを基に創造する 

ただし、上記の「問題を見いだして解決策を考える」「思いや考えを基に創造する」については、主 

 に総合的な学習（探究）の時間において実現するものであること、本研究は各教科における授業実践

であることから、下記のまとめには入れていない。 

 

〇主体的な学びが実現できているかという視点 

要素 ＩＣＴの活用 

学ぶことに興味や関心

を持つ 

・PowerPoint のアニメーション機能で帯グラフに動きを付け、資料提示 

する 

・テキストマイニングを活用して、前時の振り返りを図として提示する 

・Microsoft Teams のチャネルに動画や Web 記事を掲載し、ＵＲＬから視

聴する 

・Microsoft Teams の Web 会議を活用して、学校と外部施設とをつなぎ、

リアルタイムで話を聞く 

・大型提示装置で、時間の経過で移り変わる情報を動画で確認する 

・前時の授業内容の要点を動画にまとめ、大型提示装置で視聴する 

学ぶことに見通しを

もって粘り強く取り組

む 

・学習の進め方や単位時間のゴールの姿、学習に関わる注意点等を、図や

動画等で示したものを PowerPoint のスライドや Microsoft Teams 等で

共通確認する 

・Excel の自動計算の機能を活用し、実験結果を正確に捉える 

・ロイロノートや Google Jamboard 上でグラフやシンキングツールを活用

し、考えを可視化しながらまとめる 

・デジタル教科書のモデル音声を聞いたり、画面表示設定を変えたりし

て、児童生徒がそれぞれの最適な方法で学習する 

・学習課題に対する予想をタブレット上に配付されたワークシートに修

正しながら書き込む 

・Google スプレッドシートを活用してシミュレーションを繰り返し行う 

・Microsoft Teams 上にアップロードされた Excel で作成されたレポート

のテンプレートを活用する 

学習活動を振り返って

次につなげる 

・ロイロノートのカメラ機能で板書を撮影し、その後の学習で活用する 

・Microsoft Teams のクラウドに保存された授業板書に自由にアクセスす

る 

・Microsoft Forms で学習問題解決の過程や成果を記述する 

・iPad で自分の音読場面を動画撮影して振り返る 
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〇対話的な学びが実現できているかという視点 

要素 ＩＣＴの活用 

児童生徒同士の協働を

通じて、自己の考えを

広げ深める 

・Google Jamboard の共同編集機能を活用して、協働で考えを整理する 

・大型提示装置や電子黒板に投影された個々の考えを全体で共有する 

・タブレット上のワークシートを見せ合い、様々な視点から考えを広める 

・Microsoft Teams の投稿欄で自分の考えを発信したり、自由に閲覧した

りする 

・教員がExcelで作成したテンプレートを活用して作成したシートを基に

グループで議論する 

教職員や地域の人との

対話を通じて、自己の

考えを広げ深める 

・Microsoft Teams の Web 会議を活用して学校と外部施設とをつなぎ、対

話を通して自分の考えを広める 

・児童生徒が保存・送信したロイロノートのカードを活用して、教員が必

要な支援を行い、それにより児童生徒が考えを深める 

先哲の考え方を通じ、

自己の考えを広げ深め

る 

・自分の知りたい情報について、インターネットで検索する 

・Microsoft Teams のクラウド上にある資料から自分が必要とする情報を

得る 

 

〇深い学びが実現できているかという視点 

要素 ＩＣＴの活用 

知識を相互に関連付け

てより深く理解する 

・蓄積してきた学習履歴やシンキングツールなどのデジタル資料を活用

して、学習問題に対する自分の考えを深める 

・児童生徒が考えをまとめたデジタルワークシートを基にグループで議

論し、新たに修正等を加え、自分の考えをワークシートに整理する 

情報を精査して考えを

共有する 

・Microsoft Teams 上で共有した様々なデータや資料から必要なものを選

択し、自分の考えをまとめる 

・ロイロノートを活用して考えを共有し、自分の考えに根拠をもったり、

新たな視点をもって考えたりする 

 

２ 今後の課題 

ＩＣＴ活用がもたらす学びの変容の実現に向けた本研究の成果の普及 

 

文部科学省はＧＩＧＡスクール構想の実現についての資料において、「１人１台端末・高速通信環

境」がもたらす学びの変容イメージとして学習場面ごとに３点示している（図１）。 

 ＜一斉学習の場面において＞ 

  教師は授業中でも一人一人の反応を把握できることから、子供たち一人一人の反応を踏まえたきめ

細かな指導等、双方向型の授業展開が可能な学びの深化が起こること 

 ＜個別学習の場面において＞ 

  各人が同時に別々の内容を学習でき、その各人の学習履歴が自動的に記録されるようになることか

ら、一人一人の教育的ニーズ・理解度に応じた個別学習や個に応じた指導が可能な学びの転換が起こ

ること 

107



 ＜協働学習の場面において＞ 

  一人一人が記事や動画等を集め、独自の視点で情報を編集でき、各自の考えを即時に共有し、共同

編集ができるようになることから、全ての子供が情報の編集を経験しつつ、多様な意見にも即時に触

れられる学びの転換が起こること 

  

  このような学びの変容の可能性については、本研究の成果で「ＩＣＴ活用の特性・強みを生かした

『主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善』」として表にまとめたとおりである。しかし、

県内のＩＣＴ活用の波は広がりを見せてはいるものの、ＩＣＴ活用の特性と強みを生かした授業改善

は、これからが本番であり、文部科学省が描く学びの変容は一朝一夕に実現できるものではない。 

  当センターの今後の課題としては、学びの変容の実現に向けて、ＩＣＴ活用研修として位置付けて

いる研修講座をはじめとする様々な機会を通じて本研究の成果を普及させていくことである。 

図３ 「１人１台端末・高速通信環境」がもたらす学びの変容イメージ」 

（出典：ＧＩＧＡスクール構想の実現について 文部科学省 令和２年７月） 

 

＜おわりに＞ 

この研究を進めるにあたり、ご協力いただきました研究協力員の先生方、児童生徒の皆さんに心から

お礼を申し上げます。また、研究アドバイザーとしてご協力いただきました先生に感謝申し上げます。 
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